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ここから脱出でたければ恋しあえっ３








竹井10日





角川スニーカー文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　少女は夢を見た。




　みんなが笑っていた。




　少女も笑っていた。




　幸せだった。




　だが、その幸福は１つの部屋に鍵かぎを掛かけた。




　彼女の……未来という部屋の扉とびらに。




　封ふうじられたその部屋の中で眠ねむるものは、希望か──絶望か──。




　彼女自身もまだ、それを知らない……。







　人は皆みな、何かに閉じ込められている。

　社会に、家庭に、学校に、会社に、そして、自分自身に……。

　生きている限り、誰だれもがその檻おりの中から出ることは出来ない。




　この物語は、閉じ込められた密室の中で─────。

　恋と愛と知ち恵えを武器に、その檻を破り、自由の翼つばさを得ようともがく─────。

　─────少年少女達の戦いと恋れん愛あいの軌き跡せきである。
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　豪華客船、プレミアム・アドナキエル号。

　そのゴージャスな船上にあって、高こう炎えん寺じ悠ゆう真ま達はちっともハッピーではなかった。横文字多めであるのは、幾いく分ぶんか豪華さに浮うかれているせいであろう。それはつまりハッピーなんじゃないのか。

「まあ、素す直なおにこのまま我々を帰すような連中ではない……ということは分かっていたが、然さりとてまたも閉じ込められる、となると腹立たしさは否いなめなんな」

　船の操そう舵だ室で、解除出来ない自動操縦によって動く舵かじを眺ながめて顎あごをしゃくりながら、黒くろ髪かみロングヘアーの凛り々りしい美少女、渡わた雷らい紫し苑おんが言うのを聞いて、一見好青年に見えなくもない男、高炎寺悠真は難しい顔をして口を開いた。

「もっと、新しん婚こん初夜みたいな感じで言ってくれ」

「……。不束ふつつか者ものだが、新婦たる私をこんな船の中に閉じ込めるとはお前のことを一生幸せにしてやるから覚かく悟ごしろ」

「意味が分からないもん⁉」

　悠真の顔面に三つ指を突ついてグリグリする紫苑の言い様に、ツインテールの身長１４０㎝台少女、氷ひよう藤どう美み羽うが衝しよう撃げきを受けてツッコミを入れた。

　耳に入ってくる不毛な会話も相まって、凹へこみ気味に溜ため息を吐つくのは、ハイビスカスの髪かみ飾かざりがトレードマークの高炎寺家のメイド、岩いわ井い椛はなだ。

「はふん……わたくし達、また閉じ込められたんですか、坊ぼつちゃん……」

「お前が間ま抜ぬけにもホイホイ船に乗るからだぞ、椛。どう責任を取るつもりだ？」

「みんな、大喜びで我先に乗ったじゃないですか⁉」

　全く責任の所在のない責任問題に発展したことに衝撃を受けた椛が、ひぃ～んと情けない声を出して悠真に抗こう議ぎする。

「兄さん、やはり、役立たずの椛は帰ったら解かい雇こした方がいいんじゃないですか」

　どうやら南の島で恋こい人びと認にん定ていされたらしき椛に、悠真の妹・高炎寺乃の々のが刺とげ々とげしい視線と態度を向けてきた。

　乃々は兄である悠真に露ろ骨こつな恋こい心ごころを抱いだいていて、兄に近寄る女性は全すべて敵と見なしているのである。この場合の敵とは皆みな殺ごろし対象であって、人間的な生やさしさは皆かい無む皆無だ。何故なぜ、若じやつ干かんフォークダンスっぽくなったかは謎なぞ。

「椛を解雇するのは駄だ目めだ」

「坊ちゃん……‼」

　普ふ段だんは自分に手厳しい悠真だが、いざという時にこんな風に彼に庇かばって貰もらえて、椛は嬉うれしさで、胸がきゅるりるりん♡となる。

「役に立たないことを理由に莫ばく大だいな負ふ債さいを負わせ、今後もただ働きで非人間的な労働をさせまくるんだ」

「坊ちゃん、ヒドい‼」

　どうやら南の島で恋人認定されたらしき椛に、悠真が妹を上回る刺々しい視線と態度を向けてきた。

「で、これからどうするなも？」

　先さき程ほどから悠真の背中にべたーっと張り付き、彼の肩かた口ぐちから顔を覗のぞかせていた、悠真の自じ称しよう親友の少女・大おお光内こうち湊みなとがポニーテールを軽く揺ゆらし、進まない会話に呆あきれ気味に入ってくる。

　湊が悠真の親友ならば、こちらは紫苑の親友・聖せい宮ぐう葵あおい子こが、普段は威い圧あつ感かんすら覚える強面こわもてを、幾分か打ち解けた故ゆえの柔やわらかさでコーティングした表情で思案してみせた。

「どう、と言っても……あちらの出方を見る以外にはないでしょう。そうですよね、紫苑？」

「うむ」

〝あちら〟とは即すなわち、彼らをこの十数日にわたって学校校舎、南の島と連続して閉じ込め続けた犯人グループのことである。

　が、今の紫苑には犯人の思惑おもわくよりも遥かに気になることがあった。

「それはそれとして、私の悠真にべたべた引っ付くな、湊‼」

「紫苑先せん輩ぱいの悠真じゃないもん‼　べ、別に、あたしのっていう訳じゃないけど……あ、でも、悠真があたしのでいたいって言うなら、いさせてあげてもいいもん……」

　などと言いながら紫苑と美羽が、友情成分により悠真にべったりの湊を引き剝はがす。

　それを眺め遣やる、悠真を除けば唯ゆい一いつの男子であるらしき、髪かみを後ろで編んだ少年・闇あん城じよう千ち早はやが苦く笑しようを浮かべた。

「何て言うか、こう、悠真くん達を見てると、閉じ込められてるこの状じよう況きようが些さ細さいなことに感じるから不思議だよね……」

　悠真、美羽、紫苑、椛、乃々、湊、葵子、千早……以上、男子２名と女子６名が、度たび重なる脱だつ出しゆつ劇を恋愛によってくぐり抜ぬけてきた猛者もさ達である。

　猛者の猛者たる所以ゆえんは、悠真が美羽、紫苑、葵子、椛の４人と付き合っていると犯人に認定されるに至る、所謂いわゆる、四よつ股また状態になっている現状が全てを物語っているといえよう。




　　　　＊




「取りあえず、船の中を調べてみようぜ。連中が後ろで糸を引いてるのはもう分かってることだしな……」

「今度こそお家うちに帰れると思ったのに、拍ひよう子し抜ぬけですね、坊ちゃん……」

　操舵室を出て、豪ごう奢しやな装そう飾しよくを施ほどこされた船内に足を踏ふみ入れていく悠真の後ろを、親鳥の後ろをついていく雛ひな鳥どりのようにくっついて歩いて回る椛が、思い人であり主人でもある悠真に気き遣づかわしげな声を掛かけた。

「こんなことなら、南の島で遊び倒たおしていた方がマシだったな、くそっ……。それもこれも全て、椛とありもしない恋人認定などされたせいだ」

「デュフフフ、諦あきらめが肝かん心じんですよ、坊ちゃん。あ、苦しい苦しいっ！　ごめんなさいごめんなさいっ！」

　椛の背中に回った悠真が、腕で椛の首を絞めてスリーパーホールドしてきて、一いつ瞬しゆん背中から抱だきしめられるのかとドキッとして呼吸が止まりそうになった椛が、物理的に呼吸を止められそうになる。

「坊ちゃん、ギブギブ‼」

「ギブアンドテイクだな‼」

「何をテイクする気なんですか⁉　ていうか、ぐるじい……わだぐじの命の炎がテイクされていぎばず……」

　ガクンと力無く腕を垂らす椛を廊ろう下かにうち捨てていこうとする悠真に、紫苑が立ちはだかった。

「どういうつもりだ、悠真……？」

「え……どうって……」

　美人だけに凄すごまれると迫はく力りよくが違ちがう。悠真とそう変わらない高さの視線の紫苑は、むしろ悠真にとっては遥か高みから見下ろされている気分だ。

「背中から抱きしめたいのなら、私がいるだろう。公衆の面前で背中からハグなどと、悠真お前はまったくもって恥はじ知しらずな男だが、甘んじて私が抱きしめられてやろうではないか。大体、水着などという半はん裸らの状態でそんなことをするお前の精神を私は疑うぞ。いや、私がお前の凶きよう行こうを見かねてこう言い出すのを見み越こして、椛にあんなことをしたのだな、悠真？　私の水着姿が魅み力りよく的過ぎて、そうしないではいられなかったのだろう。そうだな、悠真？　認めたらどうだ、悠真？」

「いや……うん……まあ、紫苑先輩の水着姿は確かに惹ひかれ過ぎる程に惹かれるが……」

「では、背中から抱きしめればいいだろう。ほら、早くしろ」

「ちょっ……背中向けて接近して来られてもっ！　おっ、俺の後ろもう壁かべだってっ！　密着する、密着するっ‼　うっ、うなじっ⁉　紫苑先輩のうなじが目の前に⁉」

「悠真のうなじマニア‼」

「げふっ‼」

　横からすっ飛んできた美羽が、悠真の横っ腹ぱらに跳とび蹴げりを食くらわし、危あやうく壁と紫苑のサンドイッチ状態になるところだった悠真を弾はじき飛ばした。

　痛みにのたうち回る悠真を、先程から冷ややかな目で見ていた乃々と湊と葵子がビーチサンダルを脱ぬいで踏みまくってくる。

「痛い痛い！　踏むなよっ‼　何か出て来ちゃうだろ⁉」

「やだ、悠真、ケダモノ……」

　それまで踏んでいた女子達が悠真から距きよ離りを取り始める。が、相対的に悠真に一番近い位置に立つこととなった千早がぽかーんとして見て尋たずねてきた。

「何が出るの……？」

「「「……」」」

　距離を取った女子３人が色々な意味で引き気味だ。が、千早の純真な瞳ひとみの視線攻こう撃げきに、乃々が何となく敗北し、死んだ目で答えた。

「兄さんの中身の蟹かに味み噌そ的な生き物な宇宙人が出てくるんです」

「美味おいしそう！」

「ああっ！　蟹味噌大好き千早くんが積極的に悠真さんを踏みに‼」

「いらんこと言うなっ‼」

　千早に踏み踏みされながら、悠真が激げき怒どした。

　その横で、いらんことを言った葵子に、紫苑がふと疑問をぶつけてくる。

「……それはそれとして、葵子は何故悠真を踏んだのだ？」

「え⁉」

「乃々は分かり易やすく嫉しつ妬とだろうし、湊は……まあ流れで何となくだろうが、お前が踏む意味が分からん、葵子」

「そ、それは……その……つまり……‼」

「つまり？」

　紫苑からすれば単なる純じゆん粋すいな疑問なのであるが、やましい気持ち満点の葵子は涙なみだ目めでガクブルし始めた。

「ゆ、悠真さんが紫苑の好意を無にしたので……その……親友として、紫苑の仇かたきを取らねばと……その、一心で……」

「葵子の友情には感謝するし、悠真を余り気に入らないのも理解できるが、あまり悠真を苛いじめるな。あれでも良いところはあるのだ。私が好きでいてやらないと可哀かわい想そうだしな」

「は、はい、紫苑、ごめんなさい……許して下さい、紫苑……全て私のせいなんです……」

「いや、そこまで深刻に落ち込む必要はないのだが……？？？」

　この世の終わりのような真っ青な顔で紫苑に詫わび続ける葵子に、紫苑が盛大に怪け訝げんな顔をする。

「てゆーか、こんな馬ば鹿かなことしてる場合じゃないの‼　さっさと名無しを見つけて、ここから出る方法を聞くもん‼」

　先程から悠真と仲良くも仲悪くも絡からみまくる他ほかの女子達に苛いら立だちを覚えていた美羽が、そんな私情さえ混じらなければ実に正論な意見を力説した。

　そして、悠真達は再び行動を開始する。

『名無しさん』──この事件の裏で糸を引く謎の犯人の姿を追って……。




　　　　＊




　美羽の言葉に従い、絨じゆう毯たん敷じきのゆったりした一本道の廊下の角を曲がる一同は、早くも探たん索さくが行いき詰づまったことを思い知らされる。

「鉄てつ扉ぴ……否いな、金庫室の扉とびら、といった趣おもむきだな、これは」

　紫苑の言葉の通り、廊下を塞ふさぐ鋼鉄製の壁と、その中央に設しつらえられた、悠真の背せ丈たけほどもある直径の丸い扉が行く手を塞いでいたからである。

「扉の真ん中にあるのは、パスワードの入力装置、かな？　ハイテクだね」

「それより、あたしはその下に貼はり付けてあるカードが気になるもん……」

　千早と揃そろってパスワード入力のキーボードに近づいていた美羽が、ベリッと両面テープで固定されていたメッセージカードを剝がして中を見ると、全員が後ろから横から覗き込んできた。

「……『パスワードを入力して下さい。なお、ヒントとして、男子が女の子にキスする度に、備え付けモニタにパスワードが少しずつ開示されます（キスする場所は自由、女の子お１人様につき１回まで有効、同じ場所へのキスは不可）』……って、なんなの⁉　あたし、そんなのこっ、こここっ、困るもん‼」

「私は別に構わんがな。いずれ、私の全すべては悠真に捧ささげるつもりだったのだ。遅おそいか早いかの差だ。……まあ、名無しどもに乗せられるようにして事に及およぶ、というのは些いささか忌いま々いましくもあるがな」

「えっ⁉　と、というか、すっ、すすっ、するんですか⁉　キッ、キス⁉」

「椛にはしないから大だい丈じよう夫ぶだぞ？」

「な⁉」

　悠真からさっくり返されて絶句する椛を余所よそに、不意に降って湧わいたキスチャンスに紫苑達はピリピリした空気を渦うず巻まかせて無言で睨にらみ合っていた。

　その中で一番トゲトゲした雰ふん囲い気きを持つ乃々が、超ちよう攻こう撃げき的な口調で文面だけは淡たん々たんと告げる。

「一応聞きますが、まさか皆みなさん、パスワードゲットにかこつけて、兄さんとキスしようなどと不ふ埒らちなことを思っているんじゃないですよね？」

「そういう乃々こそ、子供の頃ころならいざ知らずそんな大きな図ずう体たいの妹の身で、兄と接せつ吻ぷんなどと不健全なことを考えているのではあるまいな」

「こういうのは無む理り強じいされてするものじゃないのに、チャンスとか思うのは自分に自信がない証しよう拠こだもん」

「「「……‼」」」

　凄い勢いで場の雰囲気が悪くなっていき、気まずさだけが増していく。

　その後ろの方でどこに持っていたのかリップスティックで唇くちびるをツヤッツヤにした湊が、彼女らの隙すき間まを縫ぬって悠真のもとへ向かおうとした。

　が、その水着の背中部分の布や肩かた紐ひもを片かたっ端ぱしからつかまれて、速そつ攻こうで引き戻もどされる。

「何をしようとしとるんだ、お前は⁉」

「湊、抜ぬけ駆がけするなんてどーゆーつもりなの⁉」

「出し抜くつもりだなも？」

「「「そーゆーことを聞いてるんじゃない（もん）（です）‼」」」

「だって、このままじゃ、ノーヒントでパスワードを入力とか無理ゲーだぜ……」

「「「う……」」」

　思わぬ正論を湊に吐はかれ、紫苑、美羽、乃々が言葉に詰つまる。

「分かった。良かろう。抜け駆けはナシだ。そして、当然だが、彼女優先だ。その上で公正にジャンケンをして誰だれからキスするか決めようではないか」

「彼女優先とかいう思想が既すでに抜け駆けだと思いますが」

「……」

「……」

「というか、そもそもその辺に妥だ協きよう点なんかあったら、こんな揉もめないと思うもん……」

「よかろう！　要は気き迫はくで勝利し、最小限の接吻で答えを導き出せば良いのだ‼」

「望むところです‼」

　手の甲こうに皺しわを作ったり、手を組んで裏返してその中を覗のぞいたり、『アタシ、パー出すぜ！』と心理戦を仕し掛かけたりと、火花を散らす女子達に口を出すのが怖こわかった悠真はほとんど置物状態で見ているだけに徹てつすることを強しいられていた。

「「「「「「ジャンケン……‼」」」」」」




　……。

「やだ……坊ぼつちゃん、そんなに見つめないで下さい。わたくし、恥はずかしいです……」

　ジャンケンの結果、一番手をもぎ取った椛が悠真の至近距離に向き合って立ち、モジモジと身をよじらせた。

「兄さん、もう適当に指の爪つめの所とかにキスしてお茶を濁にごしてさっさと済ませて下さい」

「乃々お嬢じよう様さま、いけずです‼……、あ、あの坊ちゃん、は、椛のはじめてなんです……そ、その、や、優やさしくしてくださ……ひゃっ⁉」

　それまで黙だまって椛を白けた様子で見下ろしていた悠真がガバッと椛を抱だき寄せ、乃々を始めとする女子陣じんから異様などよめきが発せられる。

「ぼっ、坊ちゃん……っ⁉　わ、わたくし、まだ心の準備が……っ‼　は、はうっ、はうはうっ！」

　はうはう叫さけぶ椛の頭に顔を近づけていく悠真は、爛らん々らんと瞳を光らせてガン見してくる外野の女子達に、異様なほどの汗あせをかいていた。

　そして、ほとんど髪かみ飾かざりに口付ける感じで、唇の端はしが触ふれるか触れないかぐらいで頭の横っちょにチューする。

「え⁉　頭ですか⁉」

「椛、頭臭くさいぞ？」

「ぎゃああああああああああああああああああああああ‼　噓うそです噓です！　そんなはずないです！　今朝けさだってシャンプーしましたよ‼　臭においますか⁉　どうですか⁉　ちょっと確かく認にんして下さい、葵子先せん輩ぱい‼」

「え、私ですか？　まあ、いいですが……ええ、ちょっと潮の香かおりもしますが、シャンプーの良い香りがしますよ」

「ほら、シャンプーの香りですよ！　臭くないですよ、坊ちゃん‼」

「痛いて！　痛てて‼　分かったから俺の顔面にヘッドバットしてくんな、椛‼　俺の顔面が臭くなるだろ⁉」

「何一つ分かってないじゃないですかぁっ‼」

　シャンプー臭い頭の椛が半泣きで取り縋すがってくるのを悠真が引き剝はがすと同時に、♪ぴろりーぴろりーぴろりー♪と電子音が鳴って、パスワードが１文字表示された。

「これだけ揉めて大おお騒さわぎして、出てくるのが１文字か‼」

「ていうか、何でハンバーガー屋でポテト揚あがった時の音⁉」

「１文字目は『こ』……。……これだけじゃ全然分からないですね」

　扉にかぶりつきの女子達がショックを受けている間に、今度は美羽が前に進み出てきた。

「ゆ、悠真……、あ、あああああ、あの……あたしっ、べ、別にあんなパスワードの為ためにこういうことするんじゃないもん……！　でっ、ででで、でもっ、別にキスしたいとかずっと思ってたとか、夢見てたとか、して欲しいと思ってたとか、そーゆーんじゃ全然まったくないなのっ！」

　上うわ擦ずった甲かん高だかい声を出した為に、途と中ちゆうから紫苑達の耳じ目もくを集めることとなり『思ってたのか……』『夢見てたのね……』『して欲しかったんですね……』という内心の言葉が冷然とした視線と共に美羽の背中にぶつけられている。

　が、すぐに紫苑は別のことに思い至った。

「しかし、そうか……頭とかいう手があったのか……失念していた。キスの時は口を開けるべきなのか？とか、舌の位置はどこに？とか、キスの間は息を止めるものなのか？とか、そういうことばかり考えていた……」

「でも、同じ箇か所しよは駄だ目めって書いてありましたね。ということは……」

「髪かみの上から、という逃にげ口はもう消えた、ということだ」

　紫苑と乃々が邪じや念ねんに満ちたアイコンタクトをし、相手の邪じや心しんを感じ取って、『卑いやしい女……！』とお互たがいを軽けい蔑べつしていた。

　そんな思惑おもわくと怨おん念ねんが漏もれているのは分かっていたが、敢あえて目を逸そらした悠真が、依い然ぜんとして『ちなうもんちなうもん！　初めてのキスは夕暮れの教室で２人っきりの時が良かったとかそんなこと思ってないなのっ！　告白の時を思い出すみたいで、恥ずかしかったりしないもんっ！』と１人でジタバタしまくっている美羽の唇にそっと人差し指を当てて黙らせ、優しく額にキスをする。

「～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～っ‼」

　ぶしゅー‼っと顔から煙けむり状の何かを噴ふき出した美羽がへにゃへにゃその場に崩くずれ落ちた。何かの正体は主にエクトプラズム。

　……が。

　ぶっぶー‼と先さき程ほどとは異なるエラー音と共に、モニタに『同じ箇所へのキスは無効です』とのメッセージが表示される。

「なにぃ～～～～～っ⁉　おでこ駄目なのかよ⁉　おでこと頭違ちがうじゃん⁉」

「物っ凄すごい睨まれる状じよう況きようを耐たえて頑がん張ばったのになも、悠真……」

「素す直なおにクレームを受け付けるような連中でもあるまい。……まあ、どのみち、美羽は使い物にならなくなっているから、後回しだな」

　ぶしゅぶしゅ顔面からエクトプラズムを噴ふきまくっている美羽に一いち瞥べつくれて、紫苑が悠真の前に立つ。

「待たせたな、悠真。ジャンケンで不ふ甲が斐いない結果を出したばかりに、お前に真の恋こい人びとである私とのキスをお預けさせてしまった」

「う、うん……」

「で、どこだ？　どこにキスをするつもりだ？」

「とか聞きつつ、実質選せん択たく肢しがない感じに唇を突つき出してくるのはなんで⁉」

「理由を聞きたいのか、仕方ない奴やつだな。唇をうっかり残したら、他ほかの輩やからが唇へのキスを要求して来るかもしれんだろうが。そうならない為に、いずれ、ファーストキスをお前に捧げる私が、悠真の毒どく牙がの犠ぎ牲せいになってやろうというのだ。もしも、キスをしたら欲よく情じようが止まらないなどと言うのであれば、甘んじてそのケダモノのような劣れつ情じようを私は受け止めてやるぞ。それぐらいは別に嫌いやではない。お前が喜ぶのならな」

「はい……すみません……けだものですみません……」

　涼すずしい顔で淡々と告げる素直クールな紫苑とは裏腹に、みんなに熱ねつ烈れつな愛の告白の言葉を聞かれている状態の悠真は、赤面して段々顔が俯うつむいていく。

「謝ることはない。そんなお前が私は好きなのだ。……ほら、早くしろ、悠真」

「じゃ、じゃあ、失礼して」

　瞳ひとみを閉じて唇を突き出す紫苑の肩かたに手を置き、悠真がゆっくりと顔を近づける。瞳閉じすぎ問題である。

　しかし、そこへ鋭するどい声が飛ぶ。

「ちょっと待って下さい、兄さん‼」

「往生際ぎわが悪いぞ、乃々。私は今、悠真と結ばれるところなのだ」

「何が結ばれるですか⁉　汚けがらわしい‼」

『お前がゆーな』と全員が思った。

「それより、唇は駄目です、兄さん。頭部へのキスと見なされ、同じ箇所と判定される恐おそれがあります。ここは安全策を取って、別の場所にすべきです！」

「そ、そう言われるとそんなような……」

　椛が『お嬢様ＧＪグツジヨブ‼』とばかりに小さく拍はく手しゆをする中、悠真がふぅむと腕うで組ぐみをし、紫苑がチッと舌打ちをする。

「しかし、そうすると、どこにキスするのが良いかな……」

　首から下へと徐じよ々じよに視線を下げていく悠真の瞳に、当然水着のままの紫苑の惜おしげもなくさらけ出されたナイスバディの、浮うき上がった鎖さ骨こつ、ビキニからこぼれそうなド迫はく力りよくのおっぱい、キュートなおへそ、下着のようにきわどいボトムスから伸のびた長い足、その下の裏側にある膝ひざ裏からふくらはぎのラインが、次々と映し出される。

「どこでもいいぞ、悠真。私の全すべてはお前のものだ」

「じゃあ、膝裏で」

「お前はど変態だ‼」

「どこでもいいって言ったのに⁉」

　悠真を信じがたい目で見る紫苑を、逆に椛達は信じがたい目で見て冷や汗を垂らした。

「あの完全受け入れ態勢が整っている紫苑先輩を怯ひるませるとは、流石さすが、坊ちゃん……」

「しかも、駄目な方向に流石だなも」

　そんな会話が交かわされる間に、どうにか精神を持ち直した紫苑が、大きく嘆たん息そくする。

「はぁ……よかろう。私の膝裏のはじめてをお前に捧ささげてやる」

「嫌な表現だな……」

「ほら、早く膝裏にキスしろ。……っ、ひゃふぅんっ⁉」

　ドン引きする女子達の前で、這はい蹲つくばった悠真が身体からだの部位の中でも特に柔やわらかな紫苑の膝裏に口付けると、紫苑が普ふ段だんより16オクターブぐらい高くて可愛かわいい声を上げて、へにゃっとその場にしゃがみ込む。

　しかし、膝裏に悠真の頭があるまましゃがんだ為……。

「うお⁉　ふくらはぎと太ももに顔が挟はさまれる⁉　しっ、尻しりっ、尻の感かん触しよくが俺の背中に⁉」

「ばかっ‼　えっち変態すけべ悠真っ‼　お前、どこに顔を埋うずめて……っ⁉　せっ、責任っ‼　責任を取って、今すぐ私と結けつ婚こんしろ、この馬ば鹿かたれ‼」

　悠真と紫苑が両方暴れたせいで、悠真の顔面に紫苑が座り込む大変な体勢になっていた。

　その２人大おお騒そう動どうの中、場ば違ちがいな♪ぴろりーぴろりーぴろりー♪という音が鳴って、モニタに『ん』の字が表示される。

「『こ』『ん』？？？　コンピュータとかですかね？」

「いえ、脈みやく絡らくがないと思いますが……」

　組んずほぐれつの悠真と紫苑が気になりながらも、そういうシーンを見たくない気持ちもあって、椛と葵子がモニタの方を見て会話していた。

　試ためしに打ち込んだ『コンピュータ』は当然のように『パスワードが違います』と表示されて、気を取り直し、三番手の出番となる。

「あ、あの、すみません、悠真さん。すみません、紫苑……」

「うむ……というか、純じゆん粋すいな疑問なのだがな、葵子。何故なぜ、お前はジャンケンに参加していたのだ？」

「え⁉　そ、それは……」

「それは？」

「ご、ごめんなさい、紫苑……‼　許して下さい‼」

「何故謝る……？」

「そ、その……紫苑の悠真さんが、他の女性とキ、キスをするのは、紫苑として本意ではないと思ったので、つまり、私が緩かん衝しよう材ざいとなって、紫苑のライバルを後ろの順番にするという……」

「……」

「……」

　『流石に無理があるだろ……』と思う悠真の前で、無表情の紫苑と、どんどん顔色が悪くなっていく葵子。

　そして、遂ついに、紫苑が低い声で葵子の名を呼ぶ。

「葵子……」

「はっ、はいっ⁉」

「何という友達思いなのだ、お前という奴は‼」

　ガクブル状態で、がばぁっ‼と紫苑に抱だきしめられる葵子は、一いつ瞬しゆん、心臓が止まったかと錯さつ覚かくした。

『じ……人生が終わったかと思いました……。というか、少し漏れそうになりました……というか、少し漏れました……。ううぅ、ごめんなさい、紫苑……親友を裏切ってごめんなさい……』

　その様子を横から見ていた椛と乃々がヒソヒソ声で話す。

「何か、微び妙みように誤ご魔ま化かされてますよね、紫苑先輩？……。微妙に？」

「いや、盛大に騙だまされてるわよ」

　盛大に騙されたままの紫苑が『よしっ、行ってこいっ』と、葵子の背中をどんっと押して悠真の前に出した。

　親友の許しを貰もらった形の葵子は、顔を真っ赤にして俯きながら消え入りそうな声を絞しぼり出す。

「あ、あの……お、お好きな所で、よろしくお願いします、悠真さん……」

「……じゃあ、えと。……。……。脇わきで」

「わき⁉」

　素すっ頓とん狂きような声を上げる葵子の一瞬の隙すきを突き、柔らかくも引き締しまった二の腕うでを持ち上げた悠真が脇の下に顔を埋め、くぼみに唇くちびるを埋めた。余談だが、二の腕はおっぱいの感触に最も近いと言われている。（※都市伝説）

「だだだだだ、駄目です駄目です駄目です駄目です‼　汗あせとか臭においとかそういうものがあああああああ、いやああああああああああああああああああああああああああ⁉」

　悲痛な悲鳴を上げる葵子に、女子達のドン引き加減が先程の紫苑の時の比ではない。

　♪ぴろりーぴろりーぴろりー♪というパスワード解放音が鳴り終わる頃ころには、脇の下にキスされ続けた葵子は、瞳の光を失っていた。

「しおん……しおん、ごめんなさい……わたし、よごれてしまいました……」

「だから、何故、私に謝る……？」

　魂たましいの抜ぬけたような表情でへたり込んだ葵子が、虚うつろな表情で力無く呟つぶやくのを聞いて、紫苑は絶句気味にそう言った。へたり込む人間多すぎ問題である。

　一方、既すでに順番が終わった椛と本件に関係のない千早は、比ひ較かく的てき余よ裕ゆうを持ってモニタを見ていた。

「……次のパスワードは『え』……あ、『こ』と『ん』の間に『え』が入るんですね。というか、『こ』と『えん』の間にもう１文字入りそうな……」

「頭から順番に出る訳じゃないんだ。ということは……『こ×えん』？」

「コエンザイムＱ10だぜ」

「ボクらの話聞いてない‼」

　２人の間に割り込んで来て、勝手にパスワードを打ち込む湊。

　当然ぶっぶーと『パスワードが違います』という音と表示が出た。

「分かったもん！　ていうか、ヒントがそこに２人ほどいるなの」

　高ＩＱを誇ほこる美羽が、ようやく復活するや否いなや、その閃ひらめきによってぱすぱすとパスワードを打ち込む。

「『こうえんじ』……高炎寺ですね‼　凄い！　美羽さん、冴さえてます‼」

　ふふーんとナイ胸を張った美羽の後ろで、ぶっぶーとパスワードエラー音が鳴った。

「何でなの⁉」

「まあ、そんな簡単ではないなも。んじゃ、次はアタシだぜ。さあ、悠真！　どこにキスする⁉」

「……。……。……。じゃあ……へそで」

「……アタシ、ビキニじゃないなも？」

「へそで」

「……」

　肩から脚あしの付け根までを一体化して覆おおう自分の競泳水着を、湊が無言で見る。

　そして、悠真を犯罪者を見る目で見ながら、するんと肩かた紐ひもを落とそうとした。

「坊ぼつちゃん、見ちゃ駄だ目めです‼」

「痛‼」

　凄すごい勢いですっ飛んできた椛が、悠真の目を後ろから両手でガッツリと隠かくす時に、バシーン‼といい音がする。

「椛、絶対に手を離はなすなよ⁉」

「椛、離したらメイド、クビよ‼」

「ふっ、ふえええ……」

　紫苑と乃々から絶大なるプレッシャーを加えられ、椛は涙なみだ目めだ。

　その間にも湊はへそ下まで水着を脱ぬいでおり、いち早く千早は自主的に顔を覆って後ろを向く。声に出して読むと千早が２回出て来た。

「ちょっ……坊ちゃん、何で不自然に何か下の方に顔を持っていこうとするんですか⁉」

「兄さん、後で大事な話があります‼」

「私からも、大事な話がある‼」

　大事な話は大事すぎて悠真の心を壊こわす為ため、悠真は大人しく椛の誘ゆう導どうに従い、へその方へと口を近づけていく。

「うひゃひゃひゃひゃひゃひゃ‼　くっ、くすっ、くすぐったっ‼　くすぐったいってばひゃひゃひゃひゃひゃ‼」

　一応、椛の目め隠かくしで悠真からは見られないものの、手ブラ状態で大事な部分を隠す湊が、おへそ付近に感じる悠真の鼻息と唇の感触に、ジタバタした。

「ちょ……やめ……息出来な……ぐひゃっひゃっ、くるっ苦ひっ……やめ、おねが……ぐひっ、うぁっ、うあああああんっ、やめてよぉっ‼」

「しまった、やりすぎだ、悠真、馬鹿たれっ‼」

　呼吸困難になって泣き出す湊を見て、紫苑がペシーンと悠真の頭の天てつ辺ぺんをはたく。

「てゆーか、湊、暴れた拍子に水着が膝ひざまで落ちてるもんっ‼　上げてなの、上げてなのっ‼」

　美羽の指し摘てきで、慌あわてて葵子が膝から更さらにふくらはぎまで落ちてきていた湊の水着を肩かたまで引っ張り上げた。

　かくして、椛から目隠し解除された悠真が視覚を取り戻もどした時、転がり丸まってシクシク泣いている湊という世にも珍めずらしい生命体を目にしたのである。




　ともあれ。

　湊へのおへそキスを経てパスワードがもう１文字開示された。

「『じ』……『こ×えんじ』ですね」

「ほら、やっぱり高炎寺なの」

「呼びましたか？」

　椛と美羽の会話に乃々が割って入ってくる。

「『高炎寺なの』って言ったの！　『高炎寺乃々』じゃ……はっ⁉　そうなの！　残ってる未キスの人間は、あたしと乃々、つまり２文字なの！　空いてる文字スペースから考えて『こ×えんじ×』ってなるはずだもん！　ということは……」

　知的興奮を覚えた美羽が素す早ばやくキーボードを叩たたく。

「『こうえんじけ』……高炎寺家……ですか？」

　ぶっぶーと不正解のブザーに、ふむ……と紫苑が顎あごをしゃくった。

「違ちがうようだな」

「じゃあ……『こうえんじあ』だめなの。『こうえんじい』だめなの『こうえんじう』だめなの」

「総当たりする気か……」

「気が遠くなりそうですね。やはり、ここはこの乃々が兄さんの為に一ひと肌はだ脱ぬいでもう１つパスワードを開けましょう」

　モニタを見ていた乃々が身を翻ひるがえし、悠真に背中から忍しのび寄る。

　そして……。

「兄さん……他ほかの女の子とのキス、嬉うれしかった？」

「ひぃっ⁉」

　地じ獄ごくの底から響ひびいてくるような妹の言葉に、悠真が背筋を震ふるわせた。

「何ですか、ひぃって？」

「ファイヤーだよ？」

「何故なぜ、今、火の話を……？　というか、兄さん、乃々の目を見て話をして下さい」

「……」

「にーいさん♡」

「なんですか？　んうっ⁉」

　不意打ちを食くらった悠真が、振ふり向いた肩かた越ごしに乃々に唇を奪うばわれるシーンを目もく撃げきしたのは偶ぐう然ぜんにも、椛だけであった。
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「あああああああああああああああああああああああああああああああああああっ⁉」

「なんだ⁉　どうした⁉」

　目を見開いてふるふる震ふるえる椛を、全員が注目している隙に、悠真がさっと身体からだを離して既き成せい事実から辛かろうじて遠ざかる。

　同時に、♪ぴろりーぴろりーぴろりー♪とパスワード音が鳴った。……が、一同はパスワードよりも一いつ旦たん離された兄の背中にぴっとりとくっついている乃々に注視して、モニタそっちのけである。

「したな……乃々」

「どこです⁉　どこにしたのです⁉」

　紫苑と葵子が静かに熱く問い詰つめる。各おの々おの１行程度の問い詰めで問い詰められるような相手ではないが。

「そんな野や暮ぼな詮せん索さくやめましょうよ。ねえ、にぃさぁん♡」

　内ない緒しよですという感じに唇に人差し指を当ててから、乃々はその指を意味ありげに兄の唇に押し当てる。

　それで全すべてを察した女子全員が、犯罪者を見る目で悠真を見た。

「さー、パスワードパスワード」

「あー、早く家に帰りたいなもー」

「というか、私達いつまで水着なんでしょうね……」

　そして、一いつ斉せいに酷ひどくやる気なさげにモニタに向かった。

「……『う』……『こうえんじ』……ほら！　やっぱり、高炎寺で合ってるもん‼」

「もん……と言われてもな」

「てゆーか、それこそ、『こうえんじ×』の最後の１文字はさっき、打ち込み終わったなの……でも駄目だったもん」

「何か、捻ひねりが必要なのかもしれんな……」

「捻り……？」

　閃きの美羽と理論の紫苑という、チームの知ち恵えの両輪が稼か働どうするが、お互たがいに袋ふくろ小こう路じに行き当たって黙もくする。

「し、しょーがないもん。あたしの番いつの間にか飛ばされてるし、もっかい仕切り直しなの……」

　美羽が改めて悠真の前に立った。

「しかし、何かもうあらかた全箇か所しよ制せい覇はしたような……。美羽、どこにするか選んでいいよ？」

「あたし⁉……。……。……。じゃあ……、……うなじ」

「……」

「ちなうもんちなうもん！　悠真がうなじマニアだからだもんっ‼　悠真に合わせてあげたんだもんっ‼　悠真のどえっち‼……。……！　べっ、別に、あたし、悠真の為を思って、うなじにしたとかそういうことじゃないなのっ‼」

「じゃあ、お尻しりとかにするか？」

「悠真の為を思って、うなじに決定したもん‼　悠真、あたしに感謝するなの‼」

　大変なことにならないうちに、美羽が悠真の頭を引っつかんで、自分の首の後ろにダンクシュートの如ごとき勢いで自ら押しつける。

「痛‼　おま……鼻が潰つぶれたじゃないかよ……！」

「そんなことよりパスワードだもん」

「『ゆ』……『こうえんじゆ』……ですね」

「え、それ、さっき打ち込んだけど、間ま違ちがいだったの。……どういうことなの？」

「あまり考えたくはなかったが、もう１文字ある、ということではないか」

　首を捻る椛や美羽達に、紫苑が眉み間けんを指で押さえて頭痛を堪こらえながらチラリとある人物を見た。

「……。……？　え⁉　ボク⁉」

　チラ見された本人、闇城千早が自分で自分を指さして、動どう揺ようの余り威い嚇かくする時の犬の尻しつ尾ぽのように、お下げにしている後ろ髪がみをピーンと逆立たせる。

「そういうことなら、もう１文字色々試ためすもん。でも、『こうえんじゆ』……『こうえんじゆう』とか『こうえんじゆま』なの？」

「勝手に人の名前略すな‼」

「あたしに言われても知らないもん。……って、あ、打ち込んだけど、違うみたいなの」

「『こうえんじゆの』かもしれませんよ？　きゃっ、何だか、乃々と兄さんの間に出来た子供みたいな名前ですね。ゆのちゃ～ん、早く生まれておいで～？」

「腹をさするな、乃々‼」

「想像妊にん娠しんだなも……」

「果たして、想像と断言出来ますか？」

「怖こわいこと言わないで下さい、乃々お嬢じよう様さま‼」

「試してみたけど、『こうえんじゆの』じゃないもん。ゆのは死んだもん」

「酷ひどい‼」

　乃々が想像妊娠で出来たお腹なかの子供を思ってショックを受けた。

「あ。俺自身の分があるのかもよ？　自分で自分の手にキスしてもう１文字分。『こうえんじゆうま』と」

「不正解だもん」

「くそっ」

「『こうえんじゆな』かもしれませんよ、坊ぼつちゃん？」

「何でお前らは俺と自分の名前を融ゆう合ごうさせたがる……？」

　ゆなちゃんはパスワードが間違っており、その後、紫苑が『こうえんじゆん』や湊が『こうえんじゆと』を試してみたが、いずれも不正解であった。

「もういいじゃん！　ここまで来たら、千早ともすればさ‼」

　悠真は何故なぜだか急にハイテンションだ。

「……ボク、男の子だよ？　本当にいいの？」

「お尻を残したのは正解だったな！」

「ア───────────────────────────────ッ‼」

　両手でお尻を押さえて叫さけびながら後ずさる千早。

　そして、女子達にボコボコにされる悠真。




「うむ！　足とかにしよう。足の甲こう」

　相当ボコられて、心を入れ替かえた悠真が健全な提案をしたが、中ちゆう途と半はん端ぱな健全化だった為ため、女子に物もの凄すごい嫌いやそうな顔で見られた。

「まあしかし……比ひ較かく的てき健全な部位はあらかたキス済みであるのを考えると、足の甲なら、許容範はん囲いであろうよ」

「そうですね……兄さんに選せん択たく権を渡わたすと、何を言い出すか分かりませんからね」

「確かに、俺に選択権を渡すと、焼き肉とかになるからな」

「晩ご飯の話になってるもん‼」

「朝ご飯でないと言い切れるかな？」

「朝から焼き肉なの⁉」

「朝から焼き肉にならない為に、ちひゃーには足を差し出して貰もらうなも」

「うん……まあ……いいけど……」

　依い然ぜんお尻が気になるのか手で庇かばったまま、はいっと千早が片足を上げ、それを跪ひざまずいて受け取った悠真がそっと接せつ吻ぷんする。

「……」

「……」

「……がぶ‼」

「きゃああああああああああああああ‼　ボクが悠真くんに食べられる‼（食事的な意味で）」

「千早が焼き肉になったなの‼」

「なってないよお‼」

「オレサマオマエマルカジリ」

「いやああああああああああああああああああああああああああ‼」

　足を丸まる囓かじる悠真は、女子達から凄すごいあちこち囓られて痛みで正気に戻もどって、後ろ頭を搔かきつつ述じゆつ懐かいした。

「……すまん、俺も何でこんなことしたのか良くは分からん。足がすげーぷにぷにで、無意識のうちにかぶりついていた……。魔ま性しようの足だな、千早……」

「「悠真が寝ね取とられる（もん）‼」」

「寝取らないよ‼　変なこと言わないで、美羽ちゃん、紫苑先せん輩ぱい‼」

　などと愛あい憎ぞう劇を繰くり広げていると……。

　♪ぴろりーぴろりーぴろりー♪

「あ！　パスワード出ましたよ、坊ちゃん‼」

「『こうえんじゆっけたべる？』ってそんなん分かるかだもん‼　何で急に最後だけ文字いっぱい出るなの⁉　ふざけんなだも───────────んっ‼」

「ああっ‼　理り不ふ尽じんさに対する怒いかりの余り、美羽さんがドアに蹴けりをっ‼」

「壊こわすなよ、美羽……。というか、どういう意味なのだ……パスワードが『高炎寺ユッケ食べる？』とは……」

「それはつまり、俺がユッケを食うかどうか聞かれているということでは？」

「そんなことは分かっとる‼」

「さっき焼き肉食った上に、ユッケまで食うのかなも……悠真、食い過ぎだぜ」

「じゃあ、ユッケはやめとくか」

「どうして、普ふ通つうに焼き肉屋さんでの会話みたいなことに……」

　全く意味不明な流れに苦く笑しよう成分の多い半笑いになりつつ、椛がぺちぺちと『こうえんじゆっけたべる？』と呟つぶやくのと同期してパスワードを打ち込む。

　一いつ瞬しゆんの間があり、♪てろりろりろーてろりろりー♪と正解音が鳴って、扉とびらが開いた。

「何で、コンビニの入店音⁉」

「というか、結局、全員がキスする羽目になりましたね……順番を決めるので揉もめていたのは何だったんでしょうか、紫苑……？」

「うむ……」

　吞のん気きに緩ゆるみきった絶大な脱だつ力りよく感と倦けん怠たい感に包まれる一同は、しかし──。




　すぐにそれらを一気に吞のみ込むことになる。




　代わりに吐はき出されたのは、緊きん迫ぱくした空気。




　その場の誰だれもが総毛立ち、言葉にならない戦せん慄りつが走った。




　彼らがそこで目にした光景──それは。




　９年前、彼らが子供だった頃ころに閉じ込められた、あの、山の中の廃はい病院であった……‼
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　鍵けん翼よく高校のレプリカ校舎から脱だつ出しゆつした時の解放感。

　それに続く南の島での、アバンチュールのような脱出の日々。

　それらによって、緩んでいた悠ゆう真ま達の気持ちを一瞬にして引き締しめさせたのは、豪華客船、プレミアム・アドナキエル号の船内に、本物そっくりそのままに作られた廃病院……。




　９年前、悠真達が閉じ込められた廃はい墟きよとなった病院跡あとの内部、そのものの光景を前に、悠真達は言葉を失っていた。

　誰もが尻しり込ごみする中、いつになく厳しい表情で先せん陣じんを切って歩き出したのは、高こう炎えん寺じ悠真である。

「……」

「ちょ……っ、坊ぼつちゃん⁉」

「……間ま違ちがいないな、あの病院だ。あいつら……一体、何を考えてるんだ？」

　悪夢の再現のような光景に目め眩まいを覚えながら、ほんの微かすかに記き憶おくにある場所を目の前の場景と合がつ致ちさせた悠真が呆ぼう然ぜんと呟いていた。

　……と。

　ちょうど彼らが立っている場所から見える、両開きのドアがなくなってしまって中が丸見えになっている１つの病室の中央に、不自然に１つだけ置かれたベッドが彼らの目に留まる。

　何故なぜ、そんな物に注意を引かれたかと言えば、そのベッドの奇き妙みように盛り上がったシーツが、もぞもぞっと動いたような気がしたからだ。

「……」

「ぼっ、坊ちゃんっ、わたくしを盾たてにして近づこうとしないで下さいっ‼」

「貴とうとい犠ぎ牲せいとなった椛はなのことをみんなは忘れないだろう」

「まだ犠牲になってませんっ！　ていうか、坊ちゃんが犠牲にしようとしているんですっ！　ていうか、美み羽うさんや紫し苑おん先輩までわたくしを盾に⁉」

　凄い勢いで椛の後ろから様子を窺うかがう人々に対し、椛が激げき烈れつにショックを受けた、まさにその時。

　シーツががばあっ‼と翻ひるがえって、誰とは言わないが、女子の誰かが気持ち漏もらした。

「「「「「「きゃああああああああああああああああああああああああああああ⁉」」」」」」

　乃の々のを除き千ち早はやを加えた女子が、半はん狂きよう乱らんになって悠真に抱だきつき、悠真の上の方に登ってこようとする。

　特に怖こわくはなかった為ため、出で遅おくれた乃々が『しまった‼』と臍ほぞを嚙かんだ。

「いやあああああああっ、たたたたた、助けて、坊ちゃん、悠真くん、坊ちゃん、悠真くんっ‼」

「悠真、遂ついに出たなのっ‼　幽ゆう霊れいのお化けが出たなのぉっ⁉」

「ごめんなさい、紫苑‼　祟たたらないで、許して下さいっ、紫苑っ‼」

「うわうわうわ⁉　何か、シーツこっち来たこっち来たよ、悠真くんっ‼」

「ちょっと悠真、ドコ触さわってるなも⁉」

「～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～っ‼」

　叫さけぶ元気のあるだけの者達が盛大に叫ぶが、最も早はや声もない者もいた。

　そこへ突とつ進しんしてくるヒラヒラと舞まうシーツ。

　……を、悠真がぶわあっとめくる。

　と、中には、巨きよ大だいな36段重ねケーキが入っていた。

「ケーキに襲おそわれたなの？」

「景気のいい話だな」

「む？　大きなケーキナイフもあるぞ」

「景気のいい話だよな」

「何か美味おいしそうなケーキだなも」

「景気のいい話だと思うんだ」

「わたくし、切りましょうか？」

「景気のいい話……」

「「「「分かったから何度も言（わないで下さい）うな（だもん）（なも）‼」」」」

　女子数名から悠真が激しく突つっ込まれる。

　そこで、そのツッコミには加わらなかった葵あおい子こが、ぽつりと零こぼした。

「……なんだか、このケーキ、ウェディングケーキのようですね」

「‼　兄さん、ナイフを持って下さい！」

「お、おう？」

「２人の初めての愛の共同作業ですね‼」

「ま、待つもん‼　悠真はあたしとの初めての共同作業をしたいはずなの‼」

「何を馬ば鹿かなことを言っておるのだ！　悠真は私と初めての共同作業をするのだ‼」

「あ、わたくしも一いつ緒しよに共同で……」

「そういうことなら、アタシもやるぜ」

「折せつ角かくだから、ボクも……」

「すみません、紫苑。手を添そえるだけ、添えるだけですから」

　凄すごい勢いで悠真の手に女子達の手が添えられまくり、初めての団体共同作業となっている。

「なんだこの綱つな引ひきみたいな状態は⁉　風ふ情ぜいもへったくれもないではないか‼」

「ひぃっ、ごめんなさい、紫苑……紫苑の大事な初めての愛の共同作業を穢けがしてしまってすみません……‼」

「いや……お前が参加した時には既すでに取り返しのつかない穢れ方をしていたから、最早お前を責めることはないのだがな、葵子……」

「じゃあ、みんな、ケーキ切るぞー。オーエス、オーエス」

「完かん璧ぺきに綱引きになってるもん⁉」

　オーエスオーエスとノコギリを引く要領でケーキを真っ二つにしていく。

　……と。

　完全に半分に切ったケーキがバ───────────ンッ‼と勢いよく左右に分かれ、中から目ま映ばゆいばかりの後光を発してＢＧＭのウェディングマーチをけたたましく鳴らしながら、その物体が姿を現した。

「ご結けつ婚こんおめでとうございます‼　いつもより多めに光っております‼　リア充じゆうにウェディングケーキを与あたえた結果がこれだよ！」
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「名無し───────────────────────────っ‼」

　ケーキの中から現れた宇宙服の人物の頭部ヘルメットに、思わず美羽がぺしーんと垂直打ち下ろし平手の打だ撃げきを与える。

　しかし……。

　名無しさんの様子がいつもと異なることに、全員が眉まゆをひそめた。

　シーツを全すべて取り払はらわれたその下では、いつものネコミミ宇宙服のピンク色の名無しさんが、ウサミミ宇宙服の金色の名無しさんを車くるま椅い子すに乗せて押してきていたからである。

「……増えたもん」

「たまに出てくる量産型とも何かちょっと違ちがうなも」

「そうですね……雰ふん囲い気きというか……何か、独特っていうか……」

「これはどういうことなのだ、名無し？」

　その声に金色の名無しさんのヘルメット部モニタが名無しさんの顔を映し出し、いつものピンクの名無しさんに比べると、ややか細い声が発せられた。

「……わたしは」

「うわ、喋しやべりましたよ、坊ちゃん‼」

「お前は知らんかもしれんが、こいつは喋るんだぞ、椛……」

「そんな気の毒そうな子を見る目で見ないで下さい⁉」

「悠真達、ちょっと五月蠅うるさいもん」

　美羽が悠真達を叱しかり飛ばし、それに対して、金色の名無しさんは不思議と薄うすく笑ったように、悠真には思えた。

「わたしは、名無しさん＠死属性……」

「死……？」

「この子と区別する為に、新・名無しさんと呼んでください……やで」

「やで⁉」

「滅め茶ちや苦く茶ちや無む理り矢や理りなわざとらしい方言だなも‼」

「お前の方が無理矢理だろ、湊みなと⁉　どの口が言うんだよ、お前⁉」

「悠真、アタシのことそんな風に思ってたなも⁉」

「そういう風以外に思われてると思ってたのかよ⁉　むしろ、そっちのが驚おどろきだよ‼　どんだけ自分が見えてないんだよ⁉」

「というか、喧けん嘩かしながらべたべた引っ付くな、湊‼」

　ようやく幽霊の魔まの手から心を逃のがれさせた……というよりは、悠真と湊がイチャイチャしていることの方に気持ちの優先度が向いて立ち直った紫苑が、悠真と湊を力尽ずくで引き剝はがしながら怒ど鳴なりつける。

　その様子に、新・名無しさんはまたも、宇宙服の中で微笑ほほえんだ……そんな風に悠真には感じられた。

　そんな新・名無しさんが口を開く。

「さて、皆みなさん……」

　静かな、しかし、力強い声は……。

「ここから脱出したければ、あなた達にとっての〝本当の恋こい〟を見つけて下さい」

　一同の心にこれまで以上に重く響ひびいた。




　　　　＊




　今までと違う展開に戸と惑まどう一同、声もなく棒立ちとなる悠真達。

　神しん妙みような表情の彼らに、名無しさんは宇宙服の裾すそからずるんと出してきた紙かみ袋ぶくろを手て渡わたしてくる。

「つーか、お前ら、いつまでリゾート気分ですか。服を着ろ、服を。半はん裸ら待機か」

「……普ふ段だんだと腹立つんだけど、何か、いつも通りのお前にホッとするわ」

「……」

　名無しさんから紙袋を受け取った悠真は、『もと着てた制服か……』と思いつつ中を覗のぞき込んだ。

「ちょ……‼　この赤いパンティ誰だれの⁉」

「何を見てるなも、悠真っ⁉」

「ていうか、坊ぼつちゃん、パンティって言わないで下さいっ‼」

　むき出しの背中をばっしんばっしん女子達から叩たたかれて、手の形の赤い謎なぞのマークを残された悠真が、各おの々おの着き替がえられる場所へと引っ込んでいくのを悲しく見送る。謎のマークの正体は手。

「しゃーねーな……俺も着替えて来るか……」

「高炎寺悠真くん」

　紙袋を肩かたに担かつぐように持って歩いて行こうとする悠真の背中を、新・名無しさんの名前を呼ぶ声が撫なでつける。

「？」

「みんなと仲良く、ね」

「ああ……うん……」

　元々、名無しさん達から恋し合えと言われて、美羽や紫苑や葵子と恋れん愛あい関係になった身としては、その言葉が名無しさん達の一味である新・名無しさんから出ても不思議ではないはずなのだが、悠真は何故なぜか、違い和わ感かんを覚えた。

　否いな、それは本来違和感ではなく、その対極にあるもの。

　自然すぎるその言葉を、悠真はこの作り物の場所で、何よりも本物に感じるが故ゆえに、引っかかりを感じたのである。




　　　　＊




「……ふぅ」

　久々に袖そでを通す制服に、紫苑は思わず吐と息いきを漏もらす。

　一緒に行動している者もいるようだが、気がついた時には１人近場の病室で着替えをしていた紫苑が、最後に胸むな元もとのリボンをキュッと結んで独り言ごつ。

「本当の、恋……か」

　悠真と繫つないだ手を、改めてジッと見る……と、その先の壁かべに小さく相あい合あい傘がさが書いてあるのが目に入った。

「そうか……ここは……！」

　壁かべ際ぎわまで歩いて行き、『しおん』と並んで書かれた『ゆうま』の文字に微かすかに微笑みながら、そっとその文字に手を這はわせる。

「本当の恋がどんなものかなんて、分からない。だって……。だって、私は、この恋しか知らないんだ」

　とても大切なものに触ふれるように、愛いとおしそうに、恋れん々れんと、恋しい人の名前を指でなぞっていった。

　線の１本１本の上に指先を置く度たび、紫苑の脳のう裏りにこの２週間あまりの間に起こった出来事の数々が甦よみがえる。

『お互たがいのことを忘れたままの再会……。最初は、少々おかしな奴やつだという程度の認にん識しきだった。恋こい人びとごっこをして耳かきなどされそうになったが……特に印象が変わるものではなかったな』

　ほんの少し前の出来事なのに、随ずい分ぶんと昔のことのように思えた。

『そして……あの私の過去の詰つまった部屋……あそこで、あいつは……悠真はずっと私の側そばで私が道を間ま違ちがえた時、正すと言ってくれたのだ』

　じんわりと微笑み、嘗かつて交かわしたその言葉を抱だきしめるようにギュッと両手を結んで胸元に引き寄せる紫苑が、不意にムッとする。

『ちょっと待て。ずっと側にいると言ったのに、何故、あいつは今ここにいないのだ？』

　と思いかけて、ポケットに仕し舞まい込んだ水着の端はしが微び妙みようにはみ出ていることに気付いた。

『……そうか、着替えだったか。……。私は別に悠真と一緒でも一向に構わんのだが……奴は存外、照れ屋というか純情だからな。その割に、美羽などと二ふた股またをかけるとは……男の考えることは分からん……。大体、何故、美羽なのだ？　奴の何がいいのか、さっぱり……』

　段々ぷくーと膨ふくらんでくる紫苑の頰ほおが、急に萎しぼむ。

「分からなくはない……か。奴の直情径行っぷりで形作られた性格は私にはない……とうの昔になくしたものだ。あれを貴重に思うのを肯がえんじない訳にはいくまいな。まあ、直情径行が透すけて見える割には素す直なおではないがな、奴も」

　それでも……と紫苑は思う。

「美羽よりも、私の方が、悠真に恋しているはずだ」

　口に出してみて、気づくことがある。

『……私は、嫉しつ妬としているのか。美羽に。美羽だけではない。椛にも、か。嫉妬……ヤキモチ……自分が恋人にそんな感情を抱いだくなど、これまで考えたこともなかった。悠真は、私に色々な気持ちをくれる。負の感情であるはずのものですら、与えてくれることに、与えてくれる悠真に、私は感謝をしている』

　屈かがんでいた腰こしを持ち上げ、紫苑は満足げに微笑んだ。

「悠真の全て、悠真が与えてくれる全て、悠真に何かをしてやれる自分の全て、悠真と私がいる世界の全てが、今は愛おしい。何もかもが輝かがやいて見える。……これが、私の知る、悠真への恋の全てだ」

　が、その笑えみが不意に曇くもる。

「……いかん、悠真のことばかり考えていたら、何だか会いたくなってきたではないか」

　恋の病の病人が病室を出、時折、思い人との時間を思い出しては、デヘデヘと悦えつに入って笑いつつ廊ろう下かを歩いていると、同じ病状の病人がロッカールームや階段の下から次々と出て来て、同じようにデヘデヘ笑いながら歩いてきて、廊下の十字路でバッタリ出くわす。

『何というだらしない顔だ。まったく情けない』

　と紫苑は思ったが、お互いがお互いに対して同じ事を思っていたのは言うまでもない。

　紫苑のみならず、美羽や椛も紫苑が悠真との思い出に浸ひたっている間、同じような思考を辿たどっていたようであった。

　そうして何となく偶ぐう然ぜん合流した彼女らは、そのまま悠真の姿を求めて病院内をさまよう。

　悠真と交わした言葉、優やさしくして貰もらったここ数日の出来事を思い起こして、日に日に増していく悠真への思いに改めて気付き、彼への恋こい心ごころを再確認していきながら。
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　少女達が、自分達の本当の気持ちと改めて向き合っていたその頃ころ。

　一方の悠真はといえば、病院の中を歩くうち、少しずつ少しずつ、忘れかけていた子供の頃の記き憶おくが甦っていくのを感じていた……。
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　９年前──。

　天てん竜りゆう川上流──。




　自然教室という名の児童キャンプに来ていた高こう炎えん寺じ悠ゆう真まは、想像していた川辺の生き物取りや山の小動物探しではなく、自然の中にある研修施し設せつのような場所で魚の名前や生態を教えられる時間が延々続いていたことに、うんざりしていた。

「よー、湊みなと。これ、つまんなくねー？」

「つまんない」

　前に座る湊の背中を突つっついて悠真が尋たずねると、居い眠ねむりをしていた湊がハッと起きて呟つぶやき返す。

　その２人のやりとりに、悠真の隣となりに座っていた椛はなが唇くちびるを尖とがらせた。

「ダメだよ、ゆーまくん。ちゃんと聞いてないと。お魚の名前、分からなくなっちゃうよ？」

「分からないと、魚襲おそってくるの？」

「こわ‼　山の川魚こわ‼」

「椛ちゃんが叫さけんだから先生が睨にらんでますよ」

　椛を注意したのは、椛の逆側の悠真の隣に座っている乃の々のだ。

「わ、わたしのせいじゃないのに……」

　ぐっすしと肩かたを落とす椛を、一いつ瞬しゆんだけ気にした素そ振ぶりを見せた悠真だが、すぐに再び前の席の湊の背中を突つつく。

「よー、湊。抜ぬけだそうぜ？」

「おっけー」

「ちょっ……ゆーまくんも、湊ちゃんもいけないんだよっ。ねえ、乃々ちゃんからも何とか言ってよぅ」

「兄さんの言うことは絶対です。椛ちゃん、後をお願いします」

「えっ⁉　そんな……ちょっと、何でみんな行っちゃうのぉ？　ま、待ってよぉ、置いてかないでーっ」

　先生がプリントを取りに行った隙すきに、悠真を先頭に、湊と乃々、そして、なし崩くずしの形で椛も後を追った。
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「うお、なんだよ、魚いるじゃん！」

「しかも、メチャメチャいるなも！」

　研修施設を抜け出した悠真達は、近くの清流にやってくる。

　澄すんだ川かわ面もからは底の方を泳ぐ鮎あゆが見て取れ、悠真と湊は無条件にはしゃいでいた。

「ゆーまくん達、岩の上とか危ないよぅ」

「魚が襲ってくるから？」

「こわ‼　山の川魚やっぱりこわ‼」

　大自然の驚きよう異いに戦おののく椛も、川に少し足を浸してみて、骨まで染しみ込むような水の冷たさにふるふるっと身を震ふるわせて楽しそうにばしゃばしゃ歩き出す。

「……」

「？　どーしたの、ゆーまくん？」

　ぼーっと川の下流を見る悠真を、その椛が見上げて問うた。

「いや……あそこに建ってる建物なんだろなーと思ってさ」

「ああ、あの白いやつ？　確かにこんな山奥に建ってるにしては立派な建物だよねー」

「悪いコトしないとああいう建物は建たないな」

「ゆーまんちの祖父じいちゃん悪そうだもんねー……」

「ほっとけ‼　それより、あそこ、ちょっと探検しにいかねー？」

　湊が食いつきのいい感じの口調で反応した為ため、悠真がそう切り出す。

「やめよーよ、ゆーまくん、あんまり遠くに行くと怒おこられるよー」

「ここまで来たらもうどのみち後で怒られますよ、椛ちゃん」

「ええー……って、待ってよ、みんな、置いてかないでよぅ───っ」

　兄の後ろについていく乃々から、そう言い捨てられた椛は結局３人の後をついていった。
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　金かな網あみで周囲を覆おおわれたその４階建ての建物に、金網の破れた所から侵しん入にゆうしてきた悠真達は、遠くから見るよりは幾いく分ぶん荒あれた薄うす気き味み悪い感じのその場所へと程ほどなくして辿り着く。

「なんか……お化け屋や敷しきみたいだな……」

「ひっ！」

　悠真の独り言に、椛が反応して悠真の腕うでに抱きついて、それを見た乃々がムッとした。

「兄さん、椛ちゃんに取り憑ついた悪あく霊りようが、兄さんの腕をもぎ取ろうとしていますよ」

「こわ‼　椛ちゃん、こわ‼」

「おお、ゆーまがはなちゃーにもぎ取られそうな腕をもぎ取り返した」

「俺の腕、滅め茶ちや苦く茶ちやもがれてるみたいじゃねえか‼　もぎもぎ言うな‼」

「ゆーまくん、わたしの顔を鷲わしづかみにして引き離はなすなんてひどいよー……。……ねえ、それより、もう戻もどろうよぅ。何かここ、怖こわいよ……」

「そうするか……椛ちゃんの悪霊も出るしな」

「わたしの悪霊じゃないよー、もーっ！……って、あ！……雨、降ってきた」

「しょーがないですね。ここで雨宿りしましょうか」

「ええ───っ⁉　何かこわいよ……」

　正面扉は板を打ちつけられて閉まっていたが、そこから少し離れた場所にある窓のクレセント錠じようが開いているのを見つけ、子供特有の謎なぞの身軽さで飛び上がって窓の桟さんに手を掛かけると窓を開けてするするっと中へ入っていく。

「ほ、ほんとーに入るの？　わたし、こわいよぅ、ゆーまくん……」

「椛ちゃんは俺が守るよ」

「ゆーまくん……♡」

　窓から手を伸のばしてよじ登るのを手伝おうとする悠真の言葉に、椛はきゅんと胸を高鳴らせ、乃々は敵意で目を光らせる。

「の、乃々ちゃんがこわいよ、ゆーまくん」

「それからは守ってやれないな」

「ゆーまくぅん‼」

　スパッと言う悠真の潔いさぎよさに、椛はきゅんと胃を痛ませた。




「雨……やまないねぇ……」

「やむどころか、どんどん酷ひどくなっているような……」

　窓から入ってすぐの所で、四半時間ほど次し第だいに大きくなる雨あま粒つぶを眺ながめていた悠真達の中で、はたと椛が気付く。

「そっか、すごい雨降ふってくるの天気予報で分かってたから、外に出してもらえなかったんだ……」

「もっと早く気づいてれば、こんなことにはならなかったのに……椛ちゃん……」

「そんなこと言われても困るよぅ、乃々ちゃん！」

「……あれ？　湊、どこ行った？」

　責任の所在を追つい及きゆうしようとする少女達の中に、湊の姿がないことに気づいた悠真がキョロキョロ周囲を見み渡わたした。

「ゆーまゆーま、こっちこっち！」

「何やってんだよ……。お前、ほっとくと、すぐどっか行くんだもんなー……」

　少し離れた廊ろう下かの先にある部屋からひょこんと顔と手だけ出して手招きする湊に、悠真が嘆たん息そくしつつ歩いて行く。

「すぐどっかから来るよりいいじゃん」

「どっから来るつもりなんだよ、お前は⁉」

　どこからともなくやってきたらしい湊に従って、部屋の中に入ると、そこにはぶかぶかで何かの染みがあちこちに付いたナース服を着た湊がいた。

「じゃじゃーん、看護婦さーん」

「すげえな……人を殺しそうな感じの看護婦だ……」

「はーい、注射を打ちますよー。痛かったら、叫んでくださいねー」

「叫ぶほど痛いのかよ⁉」

　殺人看護婦に触しよく発はつされたのか、ナースステーション跡あとらしき部屋を漁あさって、椛と乃々が比ひ較かく的てき綺き麗れいなナース服を探し当て、頭からスポッと被かぶる。

「どお、ゆーまくん？」

「可愛かわいいですか、兄さん？」

「うん、かわいい。……お医者さんごっこしよーぜ！」

「じゃあ、ゆーまくんは患かん者じやさんね」

「兄さん、手術しますから、痛かったら叫んでください」

「ぎゃ──────────────────────────‼」

　悠真がナース服をめくろうとしたので、みんなから壁かべに貼はり付けられた悠真が素す手でによる腹部執しつ刀とうを行われて、悲鳴を上げた。




『何か他ほかにも面おも白しろいものあるかも』と、物を余り考えている節のない湊に引きずられる感じで、ナース服姿で薄うす暗ぐらい病院内をうろついていると、前の方から何やら小声で囁ささやくような言葉と共に微かすかな靴くつ音おとが聞こえてきて、椛達は鳥とり肌はだを立てる。

「ゆ、ゆ、ゆ、ゆーまくん……何か聞こえるよぅ……お、おばけなんじゃ……？」

「しっ、ここの警備とかしてる人かもしれませんよ、兄さん」

「やべ……隠かくれようぜ？」

　こそこそっと近くの待合椅い子すの下に隠れる悠真達。

　そこへ徐じよ々じよに近づいてくる声。

「うぅ……何か、さっき、ぎゃ───とか子供の叫び声がしたし、ここ、何なの……？　それに、何か、人の気配とか……微び妙みように囁き声みたいなのもこの辺から聞こえたような……」

　超ちよう内うち股またになって、ビクビクしながらどこで拾ったのか鉄パイプを不規則に振ふり回しながらやってくるサイドテールの小さな少女が、そんな独り言を言いながら、悠真達の近くへと歩いてきた。

「あれ？　女の子？」

「わたし達と同じぐらいの歳としの子だねぇ」

　ぼそぼそ耳打ちし合う悠真と椛の微かな声に、サイドテール少女が超ちよう絶ぜつビクゥッとなる。

「ききききき、聞こえたもん⁉　何か聞こえたもん⁉　なになになになになに⁉　何かいるなのっ⁉」

　ぶおんぶおん鉄パイプを振り回すサイドテール少女が目の前まで来た所で、椅子下に隠れている悠真はガッッッッッ‼と思いっきり少女の足首をつかんで言った。

「おぉぉぉぉぉちぃぃぃぃぃつぅぅぅぅぅけぇぇぇぇぇっ‼　けぇぇぇぇぇ‼」

　……地の底から響ひびいてくるような声で。

　しかも、最後の方は甲かん高だかい奇き声せいである。

「ぎゃあああああああああああああああああああああああああああああああああっ⁉」

　半はん狂きよう乱らんになった少女は狙ねらいも定めずひたすらガッコンガッゴン鉄パイプで椅子を打ち下ろしまくってきた。

「うお⁉　ちょ……待……⁉」

「ゆーま、そこにいると危険が危ないぜ？」

「逃にげ足、速‼」

　いつの間にか椅子から離り脱だつし、廊下の角から悠真を呼ぶ湊と乃々に、悠真が衝しよう撃げきを受ける。

　周りが見えないほど錯さく乱らんし、見ようによっては鉄パイプでダイナミックな祈き禱とうをしているようにすら思えるぶん回し状態の少女は、祈禱をすることで悪霊を呼び寄せているのかもしれない。最も早はや、自分が何をしているのか分からない有り様であり、傍かたわらから他人が見ても何をしているのか分からない有り様であるが基本的には破は壊かい行こう為い。

「～～～～～～～～～～～っっっ⁉　ででででで、出たなの──────っ⁉」

「あ」

　長椅子の隅すみっこまで移動していって、湊達同様に破は壊かい少女をやり過ごそうとした悠真と椛が運悪く少女に発見され、悲鳴を上げられる。

　かてて加えて、そのぶかぶかしたナース服のフォルムから、人間ではないものをより一層想起され、少女は更さらに凶暴化バーサークして、悠真達に鉄パイプを振り上げた。

「幽ゆう霊れい、死ねなの───────────────────────っ‼」

「ひぃぃぃぃぃ────────────────────────っ‼」

　既すでにダッシュを決めている湊と乃々、それに追つい随ずいする悠真から、少し遅おくれて走る椛。

「ゆゆゆ、ゆーまくん、わたしを守ってくれるんじゃなかったのぉっ⁉」

「俺の生き霊りようが背はい後ご霊れいとなって椛ちゃんを守ってる‼」

「じゃあ、何でこんなピンチなのぉ⁉」

「後ろのちっこい怪かい物ぶつが背後霊を倒たおす為に俺らを狙ってるからだよ！」

「それ、ゆーまくんのせいだよ‼　ひどいよ‼」

　とか叫さけびつつも、悠真は椛の手をつかんで引っ張って加速する。

　守るとまではいかないまでも、自分を助けてくれる少年に、椛の幼い恋こい心ごころがときめいた。

「……」

　それをチラ見した乃々が、ややスピードを緩ゆるめて椛の斜ななめ前に立つと、悠真と繫つないだ手が離れるようにどすっどすっ！と身体からだをぶつけてくる。

「ふぇぇぇっ、ひどいよ、乃々ちゃん、何するの⁉」

「兄さんにくっついた悪霊を切り離します」

「乃々ちゃんの方が悪霊だよ⁉」

「まあ！　兄さん、兄さんのかわいい妹を悪霊呼ばわりする女の子をどう思います⁉」

「喧けん嘩かしとる場合かっ‼」

　しかし、程ほどなくして鉄パイプ少女の方がバテバテになり、よたよたと止まって肩かたで息をし出して壁にもたれ掛かった。

　それを見た悠真達も走る足を止め、ぜはぜはと荒あらい息を吐はく。

「はぁはぁはぁ……てゆーか、よく見たら、霊じゃなくて人間の子供なの……」

「ぜは……ぜは……自分だって子供のクセに、なに言ってんだよ……」

「生意気そうな男子なの……」

「暴力女……」

　お互たがいにカチンと来た悠真とサイドテール少女が取っ組み合いになりそうなところを、椛が『喧嘩はだめーっ！』と乃々と共に２人を引き剝はがした。

　それに際し、乃々は一見２人の仲ちゆう裁さいをしたようにも見えたが、実のところは少女を後ろから羽は交がい締じめにすることにより、兄に加勢したのである。椛は吞のん気きに『乃々ちゃんグッジョブ』と乃々を讃たたえていたが、傍ぼう観かん者の湊は乃々の真意を正確に見み抜ぬいていた。

「で、お前、何なんだ？　誰だれ？」

「そっちが先に名乗れだもん」

「……俺は高炎寺悠真。そっちが妹の乃々。この子は岩いわ井い椛ちゃんで、そっちの悪霊が大光内おおこうち湊」

「こんな可愛い悪霊がいるか！　呪のろうぜ‼」

　確かに悪霊っぽい……とサイドテール少女は眉まゆ根ねを寄せながら頷うなずき、髪かみを後ろにかき上げながら、ちびっこい背せ丈たけを精せい一いつ杯ぱい伸のばして言う。

「あたしは氷ひよう藤どう美み羽うなの」

「美羽は何でこんなお化け屋や敷しきみたいな所にいるんだ？　ゾンビかなんか？」

「何でなの‼　こんな可愛いゾンビなんかいないもん‼　ゆーまに嚙かみついてゆーまもゾンビにしてやるもん‼」

「やっぱりゾンビなんじゃねーか⁉」

　戦おののく悠真の腕うでががぶぅっと美羽に嚙まれた。

「ちょっと‼　勝手に兄さんを嚙まないで下さい！　兄さんを嚙んでいいのは妹の私だけですよ‼」

「失礼、嚙みまみただもん‼」

　嚙み合わない会話による、言葉の嚙みつき合いがなされる中、初対面の美羽と乃々の仲が唐とう突とつに悪くなっていく。

「つーか、お前も嚙むなよ、乃々……」

「……ねえ、ちょっとシー、だよ、みんな」

　騒さわがしい人々に、椛が立てた人差し指を自分の唇くちびるに当てて、静せい粛しゆくを促うながした。

「椛ちゃん、トイレ行きたいの？」

「そのシーじゃないよぅっ‼」

　湊の膝ひざの後ろに腕を通して持つ形で、後ろから抱かかえた悠真が、赤ちゃんにおしっこをさせる姿勢を湊に取らせながら問い掛かけると、椛が乙女おとめの恥はじらいを見せて赤面で抗こう議ぎする。

　しかも、悠真に抱だっこされる湊を、乃々が忌いま々いましそうに睨にらんでいた。

「てゆーか、お椛ちゃん、何かあったなも？」

「あ、そ、そうだ！　ちょっとみんな、静かにして？　なんかね、何か変な音が聞こえたの……」

「……」

　椛の不安げな声に、全員が薄うす気き味み悪さを感じて黙だまる。
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「ゆーまくん、変な声出さないでっ⁉　てゆーか、罠わなってなに⁉　てゆーか、交こう換かん日記、内ない緒しよの秘密なのに、なんで言うのーっ⁉」

「お椛ちゃん、あれ、内緒のつもりだったなも……？」

「あんなニヤニヤしながら、兄さんの鞄かばんに２人の名前の書いてあるノート入れてたら、何してるか、まるわかりですよ……」

「ふえええええええ⁉　ゆーまくんが、日記に２人の名前書こうとか言うからだよっ、罠だよぅっ！」

「あれ、言ったの椛ちゃんじゃん……」

　ゆーまくんのばかばかと至近距きよ離りで悠真の胸をぽこぽこ叩たたいてくる椛。

　どう見てもイチャイチャしている２人に、幼い嫉しつ妬とから乃々と湊が悠真の脇わき腹ばらへぼこぼこ肘ひじを入れていて、美羽が『なんなのこの子達……』と怪け訝げんな視線を向けていた。

「って、そーじゃなくてっ！　とにかくー、ちょっと静かにして！」

　椛が本気で怒おこり出したので、さほど怖こわくはないが、一応、みんな沈ちん黙もくする。

　……と、シン……と静まりかえった廃はい墟きよの中に、外で降りしきる雨の音に混じって、何かが彼女らの耳に入ってきた。

　それは遠くから反はん響きようするように届く……。

「女の子の……」

「……啜すすり泣く声？」

「……」

　全員、真顔で13秒フラット見つめ合った後、真っ青な顔色になって『ひやあああああああああああああああああああああ⁉』と力の抜ぬけた悲鳴を上げた椛達がこぞって悠真にしがみついてきた。

「うわ⁉　椛ちゃん達に取り憑つかれる⁉」

「わたし達に取り憑かれたゆーまくん、怖こわ‼」

「取り憑いてるの自分達なのに⁉」

　混乱の極きわみだ。

　……が、１人、冷静な乃々が、悠真にくっつく椛達を片っ端ぱしから剝がし捨てて言う。

「ばかじゃないですか？　こんな音、風の鳴る音か、実際に私達みたいな人が入り込んでいるに決まっているじゃないですか」

　最年少ながら全く怯ひるむことなく、ズカズカ歩き出す乃々の背中に隠かくれるようにして一同が音の発生源と思おぼしき方向へ廊ろう下かを歩いて行くにつけ、啜り泣く声は段々大きくなっていった。

　更に、泣き声とは別に何か話している女の子の声もはっきり聞こえてきて、乃々を除く悠真達は顔を見合わせる。

「誰か、いる……？」

「みたいだけど……って、おい、乃々、ずんずん歩いてくなよっ」

　かなり近いところまで来て、音源を特定した乃々が、手術室の扉とびらをバン‼と開ける。

「みゃあああああああああああああああああああああああああああああああ⁉」

「……‼」

　猫ねこみたいな声に一いつ瞬しゆんビクッ！となったが、次の瞬しゆん間かんにその声を発した相手が視覚情報として脳に伝わるに至り、何とも言い難がたい溜ため息を全員が漏もらす。

　そこにいたのが、へたり込んでいる２人の少女だったからである。

「ほほほほほ、ほらみろ、葵あおい子こ。ににににに、人間じゃないか」

　啜り泣く声に混じって微び妙みようにビブラートの効きいた地の底から湧わいてくるような声の正体も分かった。

　きっちりとした性格を表すようにピシッと髪を切り揃そろえた涙なみだ目めの少女と、気き丈じように振ふる舞まおうと努力するセミロングの黒くろ髪かみの少女の２人組で、ビブラート声を発していたのは後者の少女だ。啜り泣いていたのは葵子と呼ばれた前者の薄うすい髪色の少女の方だろう。

　そして、その葵子は、お尻しり付近を中心に床ゆかに広がる黄色い水たまりにへたり込んで座っていて、その水たまりの発する独特のアンモニア臭しゆうがその謎なぞの黄色い液体の正体を如によ実じつに語っていた。

「お漏らし……」

　例によってアーモンド臭の場合は、ペロ、これは青酸カリの味、であるが、アンモニア臭の場合は、ペロ、これはお漏らしの味、である。

「……あの、取りあえず、パンツとスカート、洗った方がいいよ？　看護婦さんの服、貸してあげるからそれに着き替がえたら？」

　椛が持ち前の優やさしさで、葵子にそう語りかけ、引き起こそうと手を差し出した。

　笑う膝を何とか叱しつ咤たして洗面所に向かう葵子に手を貸す椛に、何となく付き合いでついていく湊。

　それを目で追ってから、悠真は座り込んでいるもう１人の女の子に視線を向け、お尻の方を覗のぞき込む。

「私は漏らしてないっ‼」

　少女がガオゥッ‼と吼ほえた。

「……お前達はなんだ？　こんな廃墟で何をしている？」

「ああ、俺達は……」




　問われるままに経けい緯いを答え、自己紹しよう介かいまで済ませる悠真に、黒髪の少女はフンと偉えらそうに腕うで組ぐみをして言う。

「好こう奇き心しん猫ねこを殺す、という言葉を知らんのか。まったく、仕方のない奴やつらだ」

　若じやつ干かん年上に見えるが、さほど歳としの変わらない子供の少女が難しい言葉を使って悠真を叱しかるように窘たしなめた。

「あの、お姉さんは誰で、何でここに？」

「私は、渡わた雷らい紫し苑おん。さっきのは私の親友、聖せい宮ぐう葵子。自然教室の授業が幼よう稚ちでつまらなかったので、散策しているうちにここに迷い込んだ」

「俺らと変わんないじゃん⁉」

　上から目線で言われた割には、納なつ得とくのいかない答えが返ってきて悠真は衝しよう撃げきを受ける。

「こんな怖……いや、不気味な所だと知っていたら、来なかった。そうこうするうちに雨が降ってきて戻もどれなくなるわ、どこからか『幽ゆう霊れい、死ねなの』とかいう叫さけび声やら子供らしき悲鳴やらが聞こえてくるわ……」

　漏らさせた手前、自分達のことだ……とは微妙に言い辛づらい空気を感じた悠真が、その件に関する話を続ける愚ぐを避さけた。

「……ま、いいや。椛ちゃん達の様子見に行こうぜ、乃々」

「はい、兄さん」

　手術室から出て行こうとする悠真と乃々に続いて、紫苑も来るものと思っていたが、座ったまま微び動どうだにせず、悠真は怪訝そうに紫苑を見る。

「……悠真と言ったな。手を貸せ」

「「「？」」」

　悠真と乃々と美羽がポキュッとシンクロした動きで首を横に倒たおした。

「……が……て……のだ」

「え、なに？」

「腰こしが抜けて動けんのだっ‼」

「……意外とかわいーな」

「な……っ⁉」

　顔を真っ赤にしながら、悠真に肩かたを貸されて立ち上がる紫苑は、この目の前の少年に対して『何と言う馬ば鹿かだ。馬鹿少年だ。こいつは私が正しく導いてやらんといかん』と変な使命感を抱いだいたという。その気持ちの源泉が何であるかを彼女が自覚するのは９年後の事である。




　　　　＊




「お、ピンク‼」

「ゆーまくん、見ちゃダメッ‼」

　しょんぼりする葵子に代わって、手洗い場でパンツを水洗いしていた椛の手元を覗き込んだ悠真を椛が自分のパンツを見られたよりも激反応をして、パンツで悠真の目を塞ふさぐ。

　べちゃっとした感かん触しよくが悠真の顔面を覆おおい、悠真は呼吸が止められて死にそうになった。死因は女児パンツ。

「……」

　その様子を見ているようで見ていない美羽が、真面まじ目めな思案顔になって沈黙する。

「どうかしたのか、……えーと、確か、み……みけ」

「猫か⁉だもん‼　美羽だもん‼　〝み〟しか合ってないもん‼」

　どう猛もうな美羽の好戦的態度に、紫苑は野生の猫を思い浮うかべていた。

「で、何なのだ？」

「……こんな荒あれ果てた所で、水道の蛇じや口ぐちを捻ひねって水が出るのはおかしいなの。ライフラインが生きてるんだもん」

「なるほど……」

　『ふむ、虎とらの子を猫と見誤るなかれ……か』と子供らしからぬ感想を抱く紫苑は、ちょっと感心しつつ美羽への評価を頭の中で上方修正した。

「地下水を汲くみ上げてるのかもしれないけど……どのみち、飲み水にはしない方がいい気がするなの」

「そう言えば、何か喉のど渇かわいたな……」

「病院だし、蒸留水の備び蓄ちくが残っているかもしれん。少し探してみるか」

　山奥とはいえ、閉へい鎖さ空間故ゆえの蒸むし暑さがないではない状じよう況きように、椛が渇きを訴うつたえると、親友が世話になった恩を感じたのであろう、紫苑が義ぎ俠きよう心しんを出してそう申し出た。

　そんな会話に、悠真が不思議そうな顔をする。

「じょーりゅーすいってなに？」

「ゆーま、馬鹿だなも。川の上流の方で取った水だぜ」

「知ってるよわざとだよついだよ‼」

　『馬鹿だもん……』と美羽が気の毒そうに悠真達を見た。




　全員で連れ立って病院内を彷徨さまよっていると、そこだけ妙みように真新しい扉に突つき当たる。

　悠真が無言でドアレバーを下げると、ガチャリと無機質な音と共にドアが開いた。

「開いちゃった」

　その悠真の手をグイッと上から押す湊。

「締しめちゃったなも」

「いらんことすんな‼」

　改めて開けて中を見ると、真っ暗に延のびる暗くら闇やみにパッ！と照明が点ついた。

「……電気も来てるなの？　いよいよ変な廃はい墟きよだもん……」

　恐おそれを知らぬ乃々と、一応男子の悠真に群がるようにしてくっつきつつ、天てん井じように等とう間かん隔かくで並ぶ照明に照らされた下り階段を一団が降りていく。

「歩きづらっ‼」

「こら！　悠真！　どこを触さわっているのだ⁉」

「椛ちゃんのお尻だよ？」

　悠真にくっつきながら怒ど鳴なる紫苑に悠真がしれっと答えた。

「え？　わたし触られてないよ？」

「兄さんが触っているのは乃々の横っ腹です」

「なに⁉　では、私のお尻を触っているのは誰だれなのだ？」

「……」

　全員が無言である。

「ななななな、何で誰も触っていないのに、触られている感触がするのだ⁉」

「……」

　更さらに全員が無言である。

「ええいっ‼　悠真っ！　触れっ‼　早く私のお尻を揉もめっ‼　今すぐ触って揉めっ‼　そうすれば、お前が触っていることになるだろう⁉　このすけべ！　ぼこぼこにしてやる‼」

「なんでだよ⁉　ぼこぼこ確定なのに揉まされるとかどんな罰ばつゲームだよ⁉　揉んでいいの⁉」

「結局、揉むのか‼」

　揉むの揉まないので激揉めする一団は、足取り危なっかしくも、随ずい分ぶんと深い場所まで降りてきて遂ついに階段の終点までやって来た。

　そして、彼らの目の前に現れたのは……。

「なんか……ＳＦ映画で見たことあるの……こんな扉とびら」

「そうだな……まるで宇宙船か何かのハッチのようだ」

「やべえ……俺、なんかワクワクしてきた……そして、プルプルしてきた‼」

「湊ちゃん、兄さんの背中にぶら下がるのやめてください‼　兄さんにベタベタするの禁止です‼」

　湊の重量で脚あしがプルプルしている悠真の喉のど元もとに腕うでを絡からませて背中にぶら下がる湊を乃々が非難し、指先を揃そろえた手の先でビシ！ビシ！とその湊の腕を攻こう撃げきするが、勢い余ってそのままその奥にある悠真の喉を主に直ちよく撃げきしている。

「痛！　喉、痛‼」

　悠真達の馬鹿なやりとりに嘆たん息そくしつつ、美羽は銀色の近未来的な扉の横に設置された数字入力のドアロックキーに目を遣やった。

「……」

　ふと……デジャブを感じ、美羽がぺぽぱと頭に浮かんだ……否いな、頭に浮かぶ前に勝手に動いた指に任せて番号を打ち込む。

　……と。

　ピピッ！と電子音が鳴り、バシュッ‼という、室内との気圧差により機密性の高い部屋のロック解除音と共に、扉が機械的に斜ななめに開いていった。

「！……美羽、お前、今、何をしたのだ⁉」

「え……なんか……勝手に指が動いたなの……」

　本人も呆ぼう然ぜんとしている美羽の肩を紫苑がつかんで振ふり向かせて問うが、美羽は要領を得ない答えを返す。それに対して、悠真がしたり顔で言った。

「心しん霊れい現象だな」

「美羽、近寄るな‼」

　ヒィッとなった紫苑が葵子の後ろに隠かくれるが、葵子は脚がプルプルしていて非常に頼たよりない。それはさておき、よく脚のプルプルする子供達である。

「……部屋の中も何だかロボットでも出て来そうな感じですね」

「お、おい、乃々……」

　尻しり込ごみする少年少女達の中で、１人、独走状態で室内に足を踏ふみ入れる乃々の恐れ知らずっぷりの方に、むしろ悠真達が段々恐きよう怖ふを感じるようになってきた。

　近未来的な扉の奥の室内は、更にＳＦ的な趣おもむきをグレードアップさせた見た目で、全面が金属とガラスとプラスチックで彩いろどられた無機質の要よう塞さいといった印象を与あたえてくる。

「なんだこれ……未来の秘密研究所みたいだな……」

　悠真の子供らしい感想は、ある意味、その部屋の全すべてを一言で表していると言ってもよかった。特に部屋の奥の小さなスイッチやレバーが大量に付いたパネルはそれっぽい。

　だが、何より彼らの意識を釘くぎ付づけにしたのは、部屋の中央付近に備え付けられた棺ひつぎのような物体である。

「なにこの棺かん桶おけみたいなの……？」

「棺桶とか言うなよ……何かのカプセルじゃね？」

「何かって……何なの？」

「棺桶カプセル？」

「結局棺桶だもん‼」

　金属製の鈍にぶい光こう沢たくを放つ細長めの直方体。大おお柄がらな大人でもすっぽり入れそうな、その物体を前に、美羽と悠真が言い合いを始め、それに乃々が割って入ってきた。

「病院の地下には霊れい安あん室しつとかつきものですからね」

「れーあんしつ……って何なも？」

「死んだ人を運ぶ場所です」

「今の話を聞いて、死んだような顔をしているしおんちゃんも運んだ方がいいかな？」

「お前も殺して運んでやる‼」

　悠真によって霊安室送りになりかけた紫苑が、悠真の首を絞しめにかかる。

　その時、まるで、そんな来訪者達の喧けん騒そうを察知したかのように、カプセルの計器やデジタル表示モニタなどがささやかな電子音を立てて、めまぐるしく動き出した。

「な⁉　なんだ⁉」

「いや、俺に聞かれても……っていうか、カプセルが……開く！」

　バクバクバクンッ‼という鉄製のロックが複数外れる音を立て、カプセルの鋼はがねの天板がゆっくりと上がっていく。
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　完全に開ききったカプセルの中……、その存在は目を覚ました。

　そして、見つめる一同の前で、ゆっくりと起き上がる。

「女の子……いや？　男の子……？」

「男の子じゃないですか」

「いや、女の子だと思うなも」

「それ以前に人間なんだろうな……？」

「変なことを言うなっ！　どう見ても人間だろうが！　あれが人間でなかったら、悠真、お前も人間じゃないに違ちがいない！　怖こわ‼　お前、怖‼」

　一方的に捲まくし立てた紫苑が、悠真に脅おびえて葵子の後ろに隠れた。

　そんな彼らを、少年とも少女とも見える中性的な謎なぞめいた子供が、伸び放題なさらさらの金色の髪かみをしゃらりと揺ゆらして不思議そうに眺ながめる。

「……。誰？」

「俺だよ！　俺、俺‼」

「俺俺詐さ欺ぎ師しだもん‼」

　謎のテンションの悠真と美羽に、謎の子供はやはり性別の分からない静かな声で問い続けた。

「……ボクは……誰？　ここ……どこなの？」

「……記き憶おく喪そう失しつか」

「じゃあ、俺と結けつ婚こんする約束したのも？」

「それは覚えてる」

「何でですか⁉　乃々、こんな子、今初めて見ましたよ⁉　大体、この子、男の子か女の子かも分からないじゃないですか‼　兄さん、適当な質問しないで下さい‼　そもそも兄さんは乃々と結婚の約束をしたのになんなんですか⁉　そういえば兄さん、椛ちゃんとか湊ちゃんとも結婚の約束をしたと聞きましたが、安易な結婚の約束は裁さい判ばん沙ざ汰たになるんですよ‼　ちゃんとして下さい、兄さん‼」

「乃々ちゃんこそちゃんとした方がいいよ……」

　子供時代なので問い詰つめ力もまだ弱い乃々に、椛が呆あきれ気味に突っ込む。

「しかし、すげーな。記憶喪失とか、本当にあるんだ。ていうか、名前ないと不便だろ？　俺が考えてやるよ。……うーん、レイちゃんとかどーかな？」

「レイくんじゃないんですか、兄さん？」

「レイちゃんだと思うけどな……しょーがねーな、確かめようぜ？」

「や、やめなよ、ゆーまくん。何か脅えてるよー」

　ぶかぶかのＴシャツのようなものしか着ていないレイは、服の裾すそをめくろうとしてくる悠真から身を引いて逃のがれようとして、椛は悠真を窘たしなめる。

「いやでもさー、男女分かんねーと不便じゃん？」

「たとえば？」

「ランドセル買う時、色どうするかとか」

「何でそんな所で悩なやむのだ⁉　お前は田舎いなかのおじいちゃんか‼」

「おばあちゃんかもしれん」

「どっちでもいい‼」

　紫苑は突っ込んだが、悠真はお婆ばあちゃんにはなれないのではと、葵子は変な所で冷静に考えていた。

「……で、レイの名前の由来はなんだ？　どこから来た名前だ？」

「幽ゆう霊れいのレイだよ？　しおんちゃんが怖こわがるかと思って」

「貴様‼」

　紫苑ちゃんは怖がらなかったが、紫苑ちゃんにボコボコにされそうになった悠真が紫苑ちゃんを怖がった。

「ねえ、レイちゃんは何も覚えてないの？　名前も？　なんでここにいたのかも？　なんでカプセルの中に閉じ込められていたのかも？」

　椛がゆっくり問い掛かける度たびに、レイは金きん髪ぱつの長い前まえ髪がみを揺らして頷うなずく。

「俺との結婚の約束も？」

「それは覚えてる」

「だから、なんでそれは覚えてるんですか⁉　というか、覚えてるもなにも、してない約束でしょう⁉　兄さんもなに、手を恋こい人びと繫つなぎしようとしているんですか⁉　それをしていいのは乃々だけですって、私言いましたよね⁉　あんまり聞き分けのないようだと、乃々としか結婚できないように、乃々の手と兄さんの手を瞬しゆん間かん接せつ着ちやく剤ざいでくっ付けてもいいんですよ⁉」

「乃々ちー、何で瞬着持ち歩いてるなも……？」

　疑問を呈ていしながら、瞬間接着剤をヒョイと取り上げ、自分と悠真の手をくっ付ける湊。

「何すんじゃ、湊⁉」

「いや、友達が妹と結婚させられるのはかわいそーだから、予防してあげたぜ」

「痛い痛い‼　乃々、無む理り矢や理り剝はがそうとするな‼」

　結局、悠真が泣きを入れたので、乃々が予あらかじめ持っていた接着剤剝はがし剤で剝がしました。




　　　　＊




　部屋にあるロッカーにミネラルウォーターの備び蓄ちくがあるのを見つけた悠真達は、しばらくその部屋で座り込んでいたが、雨が止やんだかどうかを確かく認にんする為ため、女の子達をその場で休ませたまま、悠真は階段を上っていく。

　１階に戻もどり、窓のある場所まで歩いて行った悠真は、雨音から薄うす々うす察してはいたが、幾いく分ぶんか小降りになっており、安あん堵どで軽く嘆息した。

　……と。

　不意に人の気配を感じ、悠真はまだ足を踏み入れていなかった長い廊ろう下かを歩く。

　恐おそれる気持ちはなかった。

　好こう奇き心しんとも少し違う。

　ただ、その先に行かなければいけない、という不思議な衝しよう動どうに駆かられ、悠真は吸い込まれるように、薄うす暗ぐらい廊下の先へと足を運んでいた。




　そして、見るのだ。




　廃はい墟きよの中。




　まるで奇き跡せきのように一いつ瞬しゆんだけ切れた雲間から差し込む光で。




　そこだけがスポットライトのように照らされた美しい少女を──。




　薄うすく微笑ほほえんだその少女は、それ自体が優やさしい楽器であるような調べの声で囁ささやいた。




「貴方あなた達は、開けたのね……パンドラの箱を」




　その少女こそは、彼らが共に閉じ込められた最後の１人、五十嵐いがらし恋心こころだった……。
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　子供の頃ころの記き憶おくを辿たどりながら、かつて歩いた場所をそっくりそのまま復元された廊下を悠ゆう真まはトレースして歩を進めていた。

　追想する悠真はやがて辿り着く。

　彼の中に鮮せん烈れつな思い出を刻み込んだあの場所へ。

　あの少女と出会ったそこには……。

　船の廃はい病院区画に入る時と同じ大きな鉄てつ扉ぴが立ちはだかっていた。

「……」

　パスワード入力式のロックを見て、悠真は何も考えず、ただ、打ち込む。

　その名前を。

『こころ』と。

　一瞬の間があって……。

　扉がゆっくりと開く。

　そして、取り払はらわれた障しよう壁へきの向こう側に往時と全く変わらぬ、光景。

　廃墟の中、天てん井じように空いた穴が偶ぐう然ぜんのスポットライトを作り出している場所。

　そこで、彼が絵画に残したのと寸すん分ぶん違たがわぬポーズで、椅い子すに腰こし掛かけた彼女は言った。

「待たせたわね‼」

「何してんの、名無し⁉　ていうか、待ってねーよ‼　そもそも、お前、そこの椅子に可愛かわいく座んな！　思い出がなんか変な風に上書きされるだろーが⁉」

「てへぺろ☆[image: ]」

　いつもの名無しさんが可愛く言い、立ち上がりながら付け加えるように告げる。

「ところで……」

「？」

「さっきの扉は何を打ち込んでも開くようになってたんだお。悠真きゅんは、何て打ち込んだのかにゃあ？」

「……」

　『てめえ‼』と言いかけた悠真は、喉のど元もとまで出かかった怒ど声せいの代わりに名無しさんに迷いながら尋たずねた。

「……恋心こころちゃんは、どうしたんだ？」

「どうとは？」

「ここに集められてるのは、この廃病院で一いつ緒しよだったメンバーだろ？　だったら、何でここに恋心ちゃんはいないんだ？」

「有ゆう休きゆうだお」

「何でだよ⁉　ていうか、有休ってそれ、休みの形式の話であって、何でここにいないかの説明じゃねーだろ⁉　大体、どっから出てんだよ、給料⁉」

　大興奮でツッコミまくる悠真が、名無しさんの頭部をつかんでガックンガックン揺ゆする。

「やめて‼　乱暴しないで‼　エロ同人みたいに‼」

「うっさいわ‼」

　最後にベシーンと頭頂部を叩たたいたが、中の人にダメージが通っているようには思えない。

「そういえば……結局、お前は何者なんだ？……その、宇宙服の裾すそから出てる髪かみの色……お前……いや、キミはまさか⁉」

「世界平和キック‼」

「げふぅ‼」

　悠真の土手っ腹ぱらに拳こぶしの一いち撃げきを加え、名無しさんは走って去って行った。小さくなるその背中に、その場に倒たおれ伏ふす悠真は呻うめき声を漏もらした。

「それは……パンチ……だ」

　ガクッと力ちから尽つきかける悠真を、ちょうど彼を捜さがしてあちこち歩き回っていた美み羽うが発見して駆け寄ってくる。

「悠真⁉　どうしたもん、悠真⁉　大だい丈じよう夫ぶなの⁉」

「世界平和にやられた……」

「……確かに、いっそ悠真がいない方が、争いの種はなくなってあたし達の周囲の世界は平和になるような気がするもん」

「どーゆー意味だよ⁉」

「文字通りの意味なの」

「……とか言いつつ助け起こして心配そうにしてくれるとは、何だかんだで美羽も優しい所あるよな。あと、イカっ腹気ぎ味みの所もあるよな」

「ほっとけだもん‼」

　イカっ腹とは、幼女によく見られるお腹なかぽっこり気味体型のことである。腹筋の弱さ故ゆえ、内臓を支えきれない為ために、元々すとーんとした体型の下腹部が膨ふくらみ、見た目がイカのようになることからそう呼ばれる。

　遠回しに幼女体型と言われた美羽からも世界平和パンチを食くらい、悠真が再び、げふぉっ！と内臓をやられた系の声を上げた。腹筋を鍛きたえた方がいい。

「あ……ご、ごめんだもん、悠真……で、でも、悠真が……」

「うう……酷ひどいよ、美羽……。膝ひざ枕まくら……膝枕を……」

「も、もう、しょーがないもん……。ちょっ……⁉　悠真、膝枕のどさくさ紛まぎれにお腹に頰ほお擦ずりするななのっ‼」

「美羽のイカっ腹、ぷにぷに柔やわらかくて気持ちいー。美羽はイカっ腹かわいいなあ」

「何度もイカっ腹ゆーなだもんっ‼　ばかっ！　悠真のばかっ！　変態っ！」

　言葉こそなじっているが、ぶにっぶにっと手で悠真のほっぺたを潰つぶす美羽は、端たん的てきに言うとイチャイチャしているだけにしか見えない。

[image: ]

　しばらく悠真の頰をぶにぶにしていた美羽は、段々気が晴れてきたのか、悠真が嬉うれしそうに自分にじゃれついているのを悪くなく思ったのか、少し穏おだやかな顔になってくる。

「あのね、悠真……あたし、本当の恋こいってなんだろうって、名無しに言われて考えてたもん。こういう閉じ込められたシチュエーションで好きになるのは違ちがうのかも……とか、最初から二ふた股また宣言されて付き合うのは純じゆん粋すいに恋って呼べるのかな……とか、色々考えてるうちに段々頭の中で、『本物じゃない』『お前の恋は本物じゃない』ってそんな風に冷静になってきちゃって……怖こわくって……悠真の顔が見たくなって……あたし……」

　どんどん俯うつむいていく美羽の頭を優しくぽんぽんしてやる悠真に、美羽がうるっと少し泣きそうになる。

「でも、悠真の顔見たらホッとして、ドキドキして、本物かどうかなんてどうでもよくなったなの。大体、ゆ、悠真が、あたしのこと好き、なんだから、悠真があたしの気持ちを本気だと思ってればそれでいいような気がするもん」

「本気だと思うよ」

「～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～っ‼」

「痛‼　お前、膝枕したまま急に立ち上がるなよ⁉」

　非難する悠真の声が届いているのかいないのか、美羽は悠真の真っ直すぐな言葉に瞳ひとみとハートを射い貫ぬかれて悶もん絶ぜつして立ったまま壁かべ沿いに縦に転がり回っていた。

「……」

　ぶしゅーと頭から煙けむりを噴ふきながら真っ赤な顔でゴロゴロする美羽を何とも言い難がたい表情で眺ながめていた悠真の腕うでが、後ろからグイッと引かれる。

　そして、そのまま数分間転がり続けていた美羽は、はたと我に返って周囲を見回して自分しかいないことに気づくのであった。




　　　　＊




　悠真を途と中ちゆうでかすめ取ったのは……。

「彼女が会いたい気持ちを抱かかえて、切ない気持ちでいるというのに、お前はあんな所で何だか分からない転がる物体と戯たわむれているとは何事だ？」

　渡わた雷らい紫し苑おんその人である。

　子供の頃にもこんなようなことがあったような……と苦笑いする悠真の腕を取って、一刻も早く転がる物体から離はなれたいとばかりに、ズンズン進んでいく紫苑だ。

「……紫苑先せん輩ぱいは、本物の恋が何か、とか考えたりした？」

「む？　新・名無しの言っていたことか？　そうだな……申し訳程度にはな。しかし、考えるまでもないことにすぐに行き着いた」

「……？」

「今も昔も、過去も未来も、私の恋はお前とのものだけだ。私にとって、たった１つの恋。それを何と比べる必要がある？　これ以上の本物の恋など、存在するものか。私と悠真の、唯ゆい一いつ無二の、真実の恋だ」

「～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～っ‼」

　肩かた口ぐちから両りよう腕うでを悠真の首の後ろに回し、呼吸を絡からみ合わせながら、甘ったるい告白じみた口説き文句のような台詞せりふを真しん剣けんな顔の紫苑に聞かされ、悠真の方が激照れである。

「そんなことを考えていたら、無む性しように悠真に会いたくなったのだ。それで、お前を捜していたのだぞ、悠真。恋こい人びとに寂さびしい思いをさせるなど、けしからん男だ。いや、私が寂しい思いをしていたということは、私の方もお前に寂しい思いをさせていたということか？　すまない、悠真！　お詫わびに何でも言うことを聞こう！　罰ばつゲームとしてな」

「じゃあ、ほっぺにチューでもして貰もらおうかなー……なんちゃって」

「ちゅ」

「うおわ⁉　何で⁉　何で今、何の躊ちゆう躇ちよもなくキスしたの⁉　あと、ほっぺっていう割には唇くちびるに近すぎたよね⁉」

「何を慌あわてているのか、全く分からん……。大体、お前がしろと言ったのだ。そもそも、こんなものは罰ゲームではなくてご褒ほう美びではないか。お前という奴やつは本当に乙女おとめ心を解かいさんな……だが、私は悠真のそういう不器用さも好きだぞ」

『相変わらず、クーデレ過ぎて、リアクションに窮きゆうするな‼』

　しっかり腕を組まれている上に手をガッチリ恋こい人びと繫つなぎされていて、距きよ離りを置くことも出来ない状態の悠真が、至近距離でクーデレてくる紫苑に未いまだ慣れない。

「そうだ。お前に見せたいものがあったのだ」

「見せたいもの？」

「うむ」

　この時、紫苑の脳内では以下のような思考の流れがあった。

『２人で描かいた相あい合あい傘がさを見せたい』[image: →]『２人で愛を込めた思い出を見せたい』[image: →]『２人の初めての共同作業を見せたい』

「２人で一緒に作った愛の結けつ晶しようを見せたい」

「ぶ───────────────────────────────っ‼」

「あたしの知らない所で何てイヤラシイものを作ってるなの、悠真─────っ‼」

　悠真を捜して声のする方を必死でサーチして追ってきた美羽が、絶ぜつ妙みようなタイミングで紫苑の台詞を耳に入れ、叫さけびざま、フライング世界平和イカボディプレスを悠真にかましてくる。お察しのこととは思うが、特にこの技わざでは世界は平和にならない。

「見み損そこなったなの、悠真‼　そんなエッチなことをして……しかも、赤ちゃんまで作るなんて……‼　もう、悠真を殺して、紫苑先輩も殺して、乃の々のと椛はなと湊みなとと千ち早はやと葵あおい子こ先輩も殺してあたしも死ぬなのっ‼」

「皆みな殺ごろし⁉」

　多感な少女の逆げき鱗りんに触ふれたらしく、激げき昂こうする美羽に、悠真が怯ひるみきった。

「てゆーか、赤ん坊ぼうなんか知らん！　濡ぬれ衣ぎぬだ‼」

「こういう時、男はみんなそう言うって、湊が言ってたもん‼」

「何であいつはこういう時の話を念ねんの為に美羽にしているんだよ⁉　用意が良すぎだろ⁉　ていうか、あいつ、俺のこと、そーゆーことをやらかすと思ってたのかよ⁉　こっ、こらっ、美羽っ、ぐっ、首ぐびを絞じめるな……ぐるじい……！」

　世界平和ハンギングを悠真にかける美羽の手を引き剝はがし、紫苑が窘たしなめにかかろうとする。どうも、世界平和の為ならどんな殺人技も許される風潮が生まれつつあって、悲しいことだ。

「待たないか、美羽。悠真を苦しめるのは私が許さん。それに、お前に殺されるぐらいなら、悠真は私が殺す！　そもそも、さっきから、赤ん坊がどうのとか、お前達は一体何の話をしているのだ……？」

「何の話……って、なに惚とぼけてるもん。紫苑先輩が言ったなの。２人の愛の結晶、とかって」

「ちゅーか、その前に紫苑先輩、さらっと聞き捨てならない台詞が途中混ざった気がするんだけど……？」

　気にするなと悠真の言葉をほっぺた撫なで撫でで流し、美羽の言葉に紫苑は真顔で頷うなずく。

「うむ、愛の結晶だ。ほら、そこの部屋にある」

　紫苑が指さした部屋に、美羽がダッシュで入っていく。

　そして、嬰えい児じを探すが見当たらない。

「いないもん‼」

「あるだろう。ほら、そこだ。その壁の所」

「……相合い傘なの」

「うむ、幼少の頃ころの私と悠真が描いた思い出の足そく跡せき……愛の証あかしだ」

「紛らわしいもん‼」

「さっきから何を怒おこっているのだ、お前は……？」

　腕うで組ぐみをする紫苑を余所よそに、美羽が『うがー！』と悶絶していた。

「よく考えたら、犬いぬ猫ねこじゃあるまいし、そんなすぐ生まれる訳ないもん……」

「犬猫でもそんなすぐには生まれねえよ。どこの異世界の犬猫だよ、それ」

「異世界にもワンちゃんやニャンちゃんがいるのか？」

「ワンちゃ……うん、頭が３つに脚あしが９本ぐらいあって鳴き声が『ガズヂャーン』とかかもだが」

「虫か‼」

「頭が３つの虫とか怖いもん……」

　話が恐おそろしい勢いで逸それていく中、異世界犬の恐ろしさから目を逸らすべく、紫苑が話を引き戻もどす。

「……というか、何故なぜ、私と悠真の思い出を語る所へ、美羽がついてきているのだ？　いや、いっそ、２人の仲を見せつけて、間に割り込めないということを知らしめ、完かん膚ぷなきまで精神的に叩たたきのめして心を折っておくべきか」

「全部聞こえてるもん！」

「聞こえるように言ったからな」

「な……⁉　き、今日という今日は我が慢まんならないもん‼　悠真が二度と見たくないと思うぐらい顔の形が変わるまで蹴けりまくってやるなの‼」

「ほう……？　返り討うちにして欲しいと見えるな、美羽。そこまで言ったのだ、腕の１本や２本で済むと思うなよ？」

　ひゅひゅっと虚こ空くうを蹴ってパフォーマンスする美羽に、指の関節をぺきぱき鳴らして紫苑が応じる。

　が、流石さすがにこれには悠真が割って入らざるを得ない。

「ちょ……⁉　お、落ち着けよ、２人とも。暴力は良くない。女の子が殴なぐり合いとかやめようぜ？　平和的にいこう、平和的に。な？」

「世界平和蹴りキツクで顔面靴くつ跡あとだらけにして沈しずめてやるもん」

「世界平和関節技サブミツシヨンで１つ１つ靱じん帯たいをずたずたにしてやる」

　平和的に行こうとした結果、敵意しか生まれない２人からは、チリチリと首筋を焼くような殺気さえ芽生えてきていることを感じた。

　悠真が辛かろうじて間に入って突とつ進しんを物理的にも精神的にも押し止とどめているが、激げき突とつするのは時間の問題と思われた……が、そこへ、新たな一石が投じられる。

「ああ、悠真さん、ここにいたのですか。実はお話が……」

　『本物の恋こい……それはきっと、紫苑と悠真さんの恋のことです。私のような邪よこしまな気持ちの想おもいなど、偽にせ物ものに違ちがいありません。大体、悠真さんは紫苑と恋こい仲なかなのであって、不意に出て来た私が横よこ恋れん慕ぼなど……。……これは良い機会かもしれません。親友の恋人との関係など清算し、悠真さんに胸を張って紫苑とお付き合いをして貰いましょう』などと考えて、悠真を捜さがしていた聖せい宮ぐう葵子が部屋に入ってきて言った。

　……もっとも、捜している途中で『あ、でも、急にさよならを言い出すのは、悠真さんの気持ちへの配はい慮りよが足りないような気がしますね……悠真さんはあんなに私に優やさしくしてくれたのに、私の一方的な都合で別れたりしたら……傷付けてしまうかも。それはよくありませんね。悠真さんが傷付くぐらいなら、私が傷付くべきです。いえ、それよりもしも、悠真さんが万が一、私との関係も続けたいと言ってくれたら、私は……悠真さんが……悠真さんを……悠真さんに……悠真さん……ああ、悠真さん‼　会いたい‼　悠真さんに会って、悠真さんの吐はいた息を吸いたい‼　ああっ、悠真さんの側そばにいないと、何だか不安になってきました‼　今すぐ会って、話をしないと……‼』と変化していった為ため、初期の話す目的が完全に変質していると言っていい。

　なお、本人達は気づいていないのだが、悠真への思いを胸に抱いだく時、口に出す出さないを問わず、段々、誰だれもが乃々のように連続長時間を費ついやすようになってきていて、悠真への依い存そん度が病的に高まってきているのもまた事実であった。

　そんな経けい緯いを勿もち論ろん知る由よしもない悠真は、葵子の登場に、助かったとばかりに相そう好ごうを崩くずす。

「葵子先輩、ナイスタイミング！　この２人が血を見る前に、何とか止めて下さい‼」

「え？　あ、はい？」

　分からないなりに、紫苑を羽は交がい締じめにして引き離す葵子。

「ええいっ、離はなせっ、葵子‼　私は今、ここで、あの間女と決着を付けねばならんのだ‼」

「誰が間女だもん⁉　大体、あたしと悠真の仲に横からちょっかい出してきたのは、紫苑先輩の方なの‼」

　そのアグレッシブさからはイカっ腹ぱらになるほど筋力がないとは到とう底てい思えない美羽が、悠真に羽交い締めにされながらも、床ゆかに平行になるぐらいジャンプしては紫苑に蹴りの一いち撃げきを加えようとジタバタする。

「何があたしと悠真の仲だ⁉　いけしゃあしゃあと人の恋こい路じに割り込んできおって‼　この性悪間女めが‼」

「うぐ‼」

　ダイレクトにダメージを受けたのは、美羽ではなく葵子であり、心にザックリと突つき刺ささる言葉の刃やいばに思わず呻うめき声を漏もらした。

「おおかた、悠真の人の良さにつけ込んですり寄ったのだろう⁉」

「ひぐ‼」

「或あるいは、悠真のマニアックな性せい癖へきをいいことに、身体からだを使って迫せまったのだろう⁉」

「あぐ‼」

「況いわんや、駄だ目め押しにイヤラシイことをして、『変な性癖に目覚めそう』とでも言わせて、虜とりこにしたつもりなのだろう⁉」

「ぎぐ‼」

「大体、貴様は、自分の気持ちを真っ直すぐにぶつけもしないで、何かと悠真が悠真がと、悠真を言い訳にして悠真から近づくように仕向ける。そういう卑ひ怯きような態度が私は気に食わんのだ！　この姑こ息そくな小者め‼」

「はうううううううううううううううううううううううううう……っっっ‼」

　言葉の暴力の連打を食くらい、遂ついに葵子が崩れ落ちる。

「……？　どうした、葵子？」

「いえ……なんでもありません……。ごめんなさい、紫苑……許して……許して下さい、紫苑……」

「何故、お前が謝る……？？？」

　自分の脚に縋すがり付いて詫わびる葵子を、紫苑が不思議そうに見下ろしていた。

　ようやく、興奮が冷めたらしき美羽は、その様子を見て怪け訝げんな顔をする。

「あたし、島を脱だつ出しゆつする時から思ってたんだけど、なの」

「？」

「四よつ股またをかけた相手って、あたし、紫苑先せん輩ぱいを除く２人で、椛はまあ間ま違ちがいないとして、残りの１人って、湊、千早、乃々、それに葵子先輩だけなの」

　『葵子先輩』のところで、葵子がビクッと身体を震ふるわせた。

「で、乃々がそうだったら、もっと椛みたいに分かり易やすくリアクションしてると思うなの、ベタベタしまくって、とか。で、湊はそういう関係になったら隠かくさないような気がするもん。千早はもっと照れてそうな感じがするし……そう考えると、何か時々反応が怪あやしい人物が１人残るなの」

　と言って、葵子を見ると、葵子はガクブルしながら紫苑の背中に隠れる。

　ふむ……と思案半分、聞き流し半分の紫苑が、腕組みをした。

「……葵子を疑っているのか、美羽？」

「疑っているというか、ほぼ間違いないと思ってるもん」

「見み損そこなうなよ‼」

　紫苑の背中に、ズバーン‼と雷かみなりが落ちた。ような気がした。（※イメージ映像です）

「私の親友は、私を出し抜ぬいて、こそこそ、私の悠真と付き合うような卑怯な真似まねはせん‼」

　紫苑の背中に、ドドーン‼と雷が落ちた。ような気がした。（※イメージ映像です）

「あまつさえ、バレるまで内ない緒しよにしておこうなどと、卑怯な考えは持たん‼」

　紫苑の背中に、ビシャーン‼と雷が落ちた。ような気がした。（※イメージ映像です）

　なお、紫苑の背中にはずっと葵子が隠れ続けている為、雷は葵子に落ちっぱなしであり、傍かたわらから見ている悠真などからは、雷が落ちすぎて葵子の頭は焦こげてもじゃもじゃのアフロヘアーになっている。（※イメージ映像です）

「ほら、葵子、お前からも美羽にビシッと言ってやれ‼」

「え、あ、え……？」

　グイッと前に押し出された葵子が、生気の失われた凄すごい涙なみだ目めになって、悠真に視線を向け、『助けて下さい悠真さん、助けて下さい悠真さん、助けて下さい悠真さん』と救いを求めまくるオーラをじょばーっと漏らしていた。

「あらあら、醜みにくい争いですね」

　修しゆ羅ら場ばの焦げ臭くさい空気をものともせずに、乃々が椛を引き連れてやってくるのを見て、悠真は『うわ、より一層めんどくせー事態に』と思ったが、実際に口にも出して言ったので、椛が半笑いになる。

「ねえ、兄さん。乃々、こんな度量の狭せまい女は兄さんには似合わないと思うんです。だって、兄さんの愛情はこんなにも広くて深いのに、それを巡めぐって争うなんてみっともないったらありませんよ。兄さんの正妻にはもっと包容力と寛かん容ようさと後ろに束ねた赤っぽい髪かみとその頭の上に縫ぬいぐるみのＳＫプーさんなんかが載のってて……で、妹っぽさが必要だと思うんですよね。妹っぽさというか、妹ですね。具体的に言うと、兄さんの妹は乃々だけですから、つまり、乃々ですね。兄さんの正妻は乃々。これは揺ゆるぎないものだと思うんです。それなのに、他ほかの女の子どもに『ワンチャンあるな』と思わせてしまうのは、悪いことじゃないですか、兄さん？　ちゃんと二号三号の皆みなさんには身の程ほどを弁わきまえさせるというか、躾しつけをしていった方がいいと思います。いえ、むしろ、兄さんがしろと言うなら、乃々が躾しつけますよ？　ちょっと人間的に泣いたり笑ったり出来なくなりますけど、まあ、兄さんの側にいられるだけで幸せなんですから、それぐらいは些さ細さいなことですし。聞いていますか、兄さん？　ああ、聞いているんですね、それならいいです。何の話でしたか……、ああ、そうそう。それでですね、乃々、道々考えていたんですけれど、あの新しい名無しの言っていた、『本当の恋』って兄さんと乃々の恋のことだと思うんですよね。思うっていうか、間違いないですね。何て素す晴ばらしい響ひびきなんでしょう。本当の恋。やっぱり、これまでの無む理り矢や理りくっ付けられたようなのは、本物じゃないって名無しにも分かっていたんですよ。あれでなかなか道理を弁えているっていうことですね。どう考えても、偽物ですもの、美羽先輩とか紫苑先輩との恋なんて。イヤですよねえ、偽物の恋。汚けがらわしいですよねえ、偽物の恋。響きが悪いです。本当の恋。ああ、やっぱり、こっちは響きがいいです。流石、兄さんと乃々の恋ですよ。本当の恋が東京フィルハーモニー交こう響きよう楽団だとするなら、偽物の恋はハーモニカピプーですね。ハーモニカピプーってなんでしょうね、もう全然意味が分かりません。他の人との恋なんて、それぐらい、意味の分からないものだっていうことですよ、兄さん？　さあ、兄さん、乃々と本物の恋をしましょう。いえ、これは我ながら馬ば鹿かげた申し出だったかもしれませんね。そもそも兄さんと乃々は最初から、本物の恋人みたいなものでしたものね。つまり、これからはおおっぴらに本物の恋を謳おう歌かできるという訳です。そうと決まれば、さっさと本物の恋を見つけたと名無しに告げて、ここから脱出しましょう。あ、何でしたら、いらない偽物の恋なんか、ついでにこの廃はい病院に捨てて行きましょう。でも、産業廃はい棄き物ぶつみたいなものですし、下手へたをすると罰ばつせられますかね。まったく、どこまでも迷めい惑わくで邪じや魔まくさいですよね、兄さん。ああ、でも、乃々は兄さんを責めたりしませんよ。兄さんが魅み力りよく的過ぎて悪い虫がいっぱい寄ってきたのは残念ですけど、それもこれも乃々の兄さんが素す敵てき過ぎるからですし、その素敵な兄さんが乃々と本当の恋に落ちてくれるのですから、それぐらいは我が慢まんしないといけませんよね。それが正妻の貫かん禄ろくというやつです。まあ、これが本当の愛、というものが生み出す余よ裕ゆうで……あ、よく考えてみると、私達の場合は、恋と愛の境目が曖あい昧まいですよね。そこはハッキリした方がいいんでしょうか。そうですね、プラトニックな間は、恋、ということにしておくというのはどうです？　あ、それがいいですね、そうしましょうそうしましょう。でもそれだと、兄さんと乃々の関係はすぐに愛になってしまいますね。けど、それはそれで構いませんよね。どう呼ぼうと、兄さんと乃々が恋こいし合い、愛し合っていることには変わりないんですから。じゃあ、兄さん、早さつ速そく乃々と本当の恋を本当の愛にしに行きましょうか。あ、他の皆さんはその辺で適当につぶし合っていて下さればいいですよ」

「「「「ハイ、乃々ノ言ウ通リデス」」」」

「みんな洗脳されてる───────っ⁉」

　ガビーン⁉と椛がショックを受けた。

「ちょっと、坊ぼつちゃん、しっかりして下さい‼」

「はっ⁉　俺は今、何を……？」

　椛にガックンガックン揺すられて悠真が我に返る。

　椛だけは乃々の度たび重なる問い詰つめを目まの当たりにしているので耐たい性せいがあるようだ。悠真に耐性がないのは既すでに問い詰め中毒になっているからだと思われる。

「って、椛、貴様、こういう時は早めに助けろと前にも言っただろうが！」

「だって、割り込むタイミングが難しいんですもん」

「口答えは許さん！　お仕置きだお仕置き！」

「ひぃんっ！　そんな、あんまりですーっ！」

　お仕置きとして、メイド服のポケットに仕し舞まい込んだ水着をずるんと引っ張り出され、クンクンされかかった椛は身の毛もよだつ悲鳴を上げた。

「ぎゃあああああああああああああああああああああああああ⁉　何してるんですか、坊ちゃん⁉　何してるんですか、坊ちゃん⁉　何してるんですか、坊ちゃああああああああああああああああんっ⁉」

　クンクンされる前に、速そつ攻こうで水着を取り戻もどしてダッシュで距きよ離りを取る椛に、ジリジリと躙にじり寄る悠真。

「お仕置きだ、椛ぁ。おとなしくお仕置きされろー」

「いいいいい、嫌いやですぅ‼　こんなことされたら、女の子として終わっちゃいます‼　絶対ダメです‼」

「だから、お前は女の子じゃなくて、下僕だと言っとろーが」

「坊ちゃんのばかあああああああああああああああああああああああああ‼」

「主人を馬鹿呼ばわりとは何事だ、椛─────！　水着の上だけじゃなくて、下もクンクンの刑けいだあああ」

「いいいいいいいやあああああああああああっ⁉」

　涙目で逃にげ惑まどう椛を追う楽しそうな悠真を見て、ハッとなる少女達。

「ちょっ、椛、何、悠真を独り占じめしてるもん！　ズルいなの！」

「こんな独り占め、いくらでも譲ゆずりますよぅ‼」

　一いつ旦たん、部屋を逃とう亡ぼうして出て行って戻ってきた椛が、美羽の背中に隠れつつ美羽の制服のポケットに入っていた美羽水着を引っ張り出して、悠真に対して盾たてのように構えつつ叫さけんだ。

「むう……仕方あるまい。悠真がそういった趣しゆ味みであったのは嘆なげかわしい限りだが、恋人として、応こたえてやるのが筋というものだ。ほら、悠真、私のをクンクンペロペロするがいい。私がお前を好きだからいいようなものの、そうでなかったら、どうするつもりだ、この性犯罪者め」

　晒さらされた美羽水着に微び妙みような顔をする悠真の前に、立ちはだかった紫苑が白水着を堂々と悠真に手て渡わたしてくる。

「ほら、私がお前の愚ぐ行こうを見ていてやる。存分にクンクンしてペロペロするがいい。お前に穢けがされ辱はずかしめられることもまた、私の恋人としての務めだ」

　ずいっと迫せまってくる紫苑に、悠真はだらだらだらだら滝たきのような汗あせをかいた。

「……すいません、俺が間違っていました！」

「うむ、分かればいい」

　『改心させた』『強ごう引いんに改心させた』『力ちから業わざで改心させた』と女子達から尊敬８割ドン引き９割の比率の視線を紫苑は送られる。割合に大おお幅はば超ちよう過か分があるが、視線の割り増しなので眼めが３つある人とかが交ざっているのかもしれない。怖こわい。

　そんな修羅場をいつの間にかやってきて、ちょっと離はなれた所から部外者然として眺ながめていた湊と千早は、吞のん気きにお茶などを飲んでいた。

「千早がお茶しながら寝ね取とられる‼」

　急に自分に話が振ふられたので、お茶を飲んでいた千早がビクッとなる。
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　再現された廃はい墟きよと言いつつも、一部見た目が荒あれているだけで元々の廃病院のようには埃ほこりまみれではない、船内廃病院の食堂で、全員が集まって食事をしていた。

「ランタンが支給されて、明かりはあるとはいえ、気が滅め入いるな、この場所は」

「そうは言っても、豪華客船の豪華な区画への扉は閉じられちゃってるなも」

　そう。

　悠ゆう真まがキスしまくって開いたあの扉はいつの間にか閉じられ、結局ここから脱だつ出しゆつすることは不可能になっている。

「窓も飾かざり窓で、外、壁かべだしね……」

　ご丁てい寧ねいに、非常灯のようなものがうっすら灯ともっている窓になっている壁部分を物もの憂うげに見る千ち早はや。

　しかし、気が滅入るのは外的要因ばかりではない。

　否いな、むしろ、それ以外の要因が多分に作用していた。

　殴なぐり合い蹴けり合い寸前までいっていた美み羽うと紫し苑おんが一言も口をきかず、いよいよ本気を出してきた感のある乃の々のを牽けん制せいし、それに対して椛はながびくびくオロオロ、関係がバレる寸前状態の葵あおい子この瞳ひとみが虚うつろになっていて、非常に険悪かつ不ふ穏おんかつ物ぶつ騒そうな空気を彼女らが漂ただよわせているからである。

「あ、あのさ……」

　一番敵意を向けたくない相手ではあるが、誰だれのせいでこういう空気になっているのかという根本的なことを考えると、平静でもいられない悠真が、食事を終えた頃ころに改めて口を開くと、少女達が彼を半分睨にらむように見た。

「俺、この中をしばらく歩いて、９年前のことで、思い出したことがあるんだけど」

「？」

　少女達が悠真の真しん剣けんな表情を見て、耳をそばだてる。

「あの時さ、一いつ緒しよに閉じ込められたのは、俺、乃々、湊みなと、椛、美羽、紫苑先せん輩ぱい、葵子先輩、それと、レイちゃんと……」

「レイちゃん？？？」

「誰だ、レイちゃんとは？」

「え？」

　美羽と紫苑に矢や継つぎ早ばやにそう疑問を呈ていされ、悠真は眉み間けんに皺しわを寄せた。

「いや、カプセルからさ、出て来たじゃん？」

「ポケモンだぜ？」

「そーじゃねえよ⁉　何で、そんなコンパクトなカプセルなんだよ⁉　ゲットしてねえよ！　違ちがくて、ほれ、人間が入れるサイズの棺かん桶おけみたいな、こう、睡すい眠みんカプセルっつーかみたいなさ、ＳＦみたいな地下室で見つけた……」

「地下室なんて、行きましたっけ？」

「行ってませんね。そうですよね、紫苑？」

「うむ……記き憶おくにない」

　１人２人ならまだ分かるが、誰一人一いつ致ちしない記憶の齟そ齬ごに、悠真は背筋が急に冷え込むのを感じる。

「ちょっと……待てよ。じゃあ、千早は⁉　９年前、千早はいたってのか⁉」

「いましたよ、兄さん」

「だから、一緒に閉じ込められてるんだもん？」

「……」

　悠真は自分だけが不意に闇やみの底に吞のみ込まれるような錯さつ覚かくに陥おちいった。

　確かに、あったはずだ。あの場所は。あの出来事は。

　だというのに……。

「大だい丈じよう夫ぶですか、坊ぼつちゃん？　顔色が悪いですよ？」

　悠真は矢も盾もたまらず、立ち上がり、あの地下室があった場所へと駆かけ出していった……。




　　　　＊




　果たして、その扉はあった。

　あの時のように地下へと続く、真新しい扉。

「この先に階段があって……」

　ノブを回し、扉を開くと、朧おぼろ気げな記憶にあるものと同じに思える深い闇がぽっかりと口を開けている。

　その闇の深さに立ち竦すくむ悠真の後ろから、後を追って一番に駆けつけた紫苑が手にするランタンを掲かかげて覗のぞき込んできた。

「何だ、ここは……？」

「うわ、本当に地下への階段があるなの」

「ここだけ妙みように真新しい感じですね……」

　紫苑の後に続いて、美羽や乃々達もやって来て、口々に驚おどろきと不安に満ちた感想を漏もらす。

「お、おい、悠真、下りる気なのか……⁉」

「これが上る気に見えるか？」

「悠真が天に昇のぼっていく……‼」

「縁えん起ぎ悪いこと言うな⁉」

　冗じよう談だんめかして言った悠真ではあったが、密ひそかに恐こわがりな紫苑は薄うす気き味みの悪い地下への階段を前にテンパり気味である。

　メソメソ泣きそうに顔を覆おおう紫苑からランタンをかっさらった悠真は、一応、紫苑の頭をよしよしと撫なでてから、階段を下りていった。

「ちょ……っ、ま、待て、悠真っ！　わっ、私も……！」

　その温ぬくもりに我に返った紫苑が悠真の後を追い、更さらに美羽達も慌あわてて続く。

　悠真の記憶の通り、しばらく下った階段の先には、また扉があり、パスワード式のロックがかかっていた。

「……確か、あの時」

　美羽が打った文字列は、悠真が英会話塾じゆくで習ったばかりの単語で彼はよく覚えている。

『Ａｐｒｉｌ』

　悠真が打ち込んだパスワードで扉が開いていく……その文字列に、美羽が怪け訝げんな表情を浮うかべた。

「……？」

　それは、美羽がいつもパスワードに使っているものだ。

　彼女の唯ゆい一いつの親友だった女性の……エイプリル・アディスンのファーストネーム。

　偶ぐう然ぜんだろうか。

　偶然だとするならば……これまで失われていながら、今、不意に美羽の脳のう裏りに甦よみがえった、この場所で自然とあのパスワードを入力する子供の頃の自分の記憶は何なのだろうか。

「あたし……ここで、そのパスワード、入力したことがある……なの？」

「思い出したのか⁉　そうそう！　あれ、美羽が入力したのを覚えてたんだよ、俺‼　なんだよ、やっぱ、みんなで来たんじゃん⁉」

「そう……なの？」

　思い出したはずなのに、まるで他人の記憶のような違い和わ感かん……既視感デジヤブとは対極のような奇き妙みような感覚が美羽の中で、胸のつかえを生んでいる。

　しかし、その戸と惑まどいは、長くは彼女の心を占しめ続けることはなかった。

　悠真達がさっさと部屋の中へ入るのについていくので、思し索さくを妨さまたげられたからである。




　地下室に入ると、そこには煌こう々こうと照らす照明が、ＳＦらしさ溢あふれる近未来の趣おもむきを持つ室内を浮き上がらせていた。

　地下室とはいっても、あくまで船の中に再現された場所なので、位置的には船底に当たるのだが。

「廃はい病院にもこんな場所が……？」

　訝いぶかしむ紫苑に腕うでにしがみつかれながら、悠真は『やっぱり、あの時のままだ……。いや、あの時のままに再現されている、というべきなのか』と呟つぶやく。

　そんな中、湊が真っ直すぐ部屋の中央の物体に歩いて行き、そっと天板に触ふれた。

「このカプセル……」

「湊も思い出したのか⁉　そう、そうだよ、このカプセルからさ……‼」

「このカプセルから、明治製せい菓かの営業マンが……」

「なんでだよ⁉　どーゆー流れなんだよ⁉　何とコラボ商品を出す気なんだ、お前は⁉　てゆーか、もう明治製菓は乳業と合がつ併ぺいして、製菓なしの明治って名前になっとるわ‼」

「何でそんな、お菓か子し会社に詳くわしいなも……？」

　ポッキーゲームに対たい抗こうする、たけのこゲームを前面に押し出したコラボ商品は、開始時の唇くちびると唇がほぼゼロ距きよ離りだが、悠真と湊の友情をモデルケースにしているので、セーフである、いやいやアウトですとか、そんな話をしている間に、千早が険しい顔で呟く。

「ボク……この場所、知っているような気がする……」

「千早……」

　その台詞せりふに悠真が反応し、肩かたにそっと手を置く。

「ボクは……ボクはここで……」

「営業マンに？」

「そう、営業マンに……って、違うよ⁉　ああっ⁉　何か、今ので思い出しかけた何かにお菓子が入ってきちゃったよ⁉」

「千早の記憶が営業マンに寝ね取とられた‼」

「悠真くん、変な表現しないで⁉」

　悠真が湊や千早と阿あ呆ほうな会話を繰くり広げている間、残りの女子陣じんは真面まじ目めにあちこちを探たん索さくしていた。

「カプセルの中は……空ですね、紫苑」

「うむ……確かに人が入れなくもないが……それにしては少し小さいな。子供なら可能かもしれんが」

　葵子と紫苑の向こう側では棚たなを漁あさる椛と乃々。

「棚とかにも何かある訳じゃないですね。何か意味があるんでしょうか、ここ？」

「施し設せつ的にという意味ではなく、ここから脱だつ出しゆつするギミックとして、ということ？」

「はい……」

「どうなのかしらね……」

　答えの出ないままの２人の横では、美羽が壁かべから突つき出た机のようなパネルの中に格納されていたコンピュータ端たん末まつを引っ張りだし、何かこの部屋に関するデータがないかをダメ元で探さぐる。

　子供の頃にはそこまでの知ち恵えや知識はなかったから、端末などという物に興味は示さなかったよな……とその美羽の背中をチラ見した悠真が何となく思う。

「何か、分かることとかあるか？」

「何かが分かるようになっていたとしても、この状じよう況きようでそれは、あたし達に分からせたいこと、だもん……あ！」

「どうした？　俺の妹が実は俺のことをそんな好きでもないことが分かってしまったのか⁉」

「そんな高度な情報戦の内幕なんか、分かるかだもん！　ていうか、あれで実は悠真のことが好きじゃないとかだったら、あたし、人間が信じられなくなりそうなの‼」

「俺からすれば、すげえ好きな場合でも、全くその逆の場合でも、現状の乃々の俺への接し方を考えると、色々信じられなくなるわ」

「確かに……。って、そんなことどうでもいいもん。それより、この病院の所有者……というか、元所有者なのかもだけど、その名前の入った書類データが幾いくつか出て来たなの」

　美羽が言いながら、モニタに表示された文字列を指でトントン指す。

「ＨＳＣ……？」

「やってることは複合企き業ぎよう体たいっぽいけど、詳しいことまでは……ただ、この地下部分は、そのＨＳＣっていう企業が病院を買い取ってから造ったものみたいなの」

「ふぅん……聞いたことのない会社だな」

「……」

　無意識に指をトントンしたまま、その動作を始めた時からどこか上の空で悠真との会話をこなしていたのだが、とうとう完全に思索の淵ふちに落ちたらしき美羽は、無言でその文字列をジッと眺ながめていた。

「美羽？　おい、美羽っ」

「……え？　あ、ああ、何なの、悠真？」

「何って……いや、何かぼーっとしてるみたいだったから。大丈夫か？」

「うん……なんか、このＨＳＣって、どこかで聞いたことがあるような気がしたもん」

　その奇妙な違和感は、歯車に砂を嚙かませたような嫌いやな軋きしみを伴ともなっていて、美羽は思い出したいような、思い出すべきではないような、不思議なバランスの上にあり、そのバランスを崩くずしてはいけないと、心の中でどこか警けい鐘しようが鳴らされていた。

　だからこそ、美羽はこの時、これ以上、何かを思い出すことを放ほう棄きしかける。

「何かの略りやく称しようのアルファベットなんだろうな。椛Hana、仕置きShioki、ケーキCakeかな」

「何で、坊ちゃんはすぐわたくしにお仕置きしたがるんですか⁉　ていうか、お仕置きケーキってなんですか……？」

「顔面に生クリームたっぷりケーキをぶつけるやつだよ？」

「坊ちゃん、あんまりです‼」

「鼻からふっ！とかやって、詰つまった生クリームを噴ふん射しやして呼吸を確保するんだな」

「女の子になんという屈くつ辱じよくを‼」

「だから、お前は下僕であって女の子じゃないと何度言ったら分かるんだ」

　お馴な染じみのやりとりをする悠真と椛が、以前よりも心なしか近い距離で言い合うのを見て、ムッとなった美羽は思い出す行こう為いを幸こうか不幸か完全に放棄して、２人の間に割って入る。

「悠真、椛に構い過ぎだもん！」

「うむ、私もそれは常々思っていた。椛へのお仕置き、と言うのなら、悠真が一いつ切さい構わないことが何よりの仕置きだ」

「マジか⁉」

　名無しによる恋こい人びと認にん定ていがほぼ発覚している状態になってからは、美羽と紫苑の椛に対する態度は、それ以前よりも明らかにライバルへの対応に変化していた。

「よし、椛は放置だ」

「坊ぼつちゃん……」

「俺を肩かた車ぐるました状態で」

「坊ちゃん⁉」

　テンションの上げ下げが激しい椛をしゃがませ、椛の肩に跨またがる。

「坊ちゃん……も、持ち上がりません……っ！」

「よし、じゃあ、このまま放置だ」

「えええええええ⁉」

「で、千早は結局、何か思い出したりはしなかったのか？」

「うん、何も……悠真くん、そのしゃがんだ椛ちゃんに座った状態で、真顔で真面目な話をするの、やめてくれないかな……」

「笑いを堪こらえるのに必死の千早が寝取られる‼」

「誰だれに⁉」

　笑いはどこかへすっ飛んだが、代わりに驚おどろきが千早を寝取った。

「で、色々調べても、結局、何だか良く分からん施設、ということか」

「意味ありげに怪あやしい、ということは分かった、というべきかもしれんぞ、悠真」

「でも、無人島の廃はい村そんみたいに、意味ありげで、特に意味のない高こう炎えん寺じの表札の家とかだってあったし、ただの思わせぶりなだけの施設という可能性も高いもん」

「あの家にだって絶対に何の意味もない、とは断じるのは早計だろう。我々はまだ、この巫山戯ふざけた密室事件の全すべてを知っている訳ではないのだからな」

「……」

「……」

　相手の全てが気に食わなくなりつつある美羽と紫苑が、ギリリリと歯嚙みしガルルルと獣けもののような威い嚇かくをして至近距離で睨にらみ合う。

「まあまあ、２人とも落ち着けって」

「お前はどっちの味方なのだ、悠真⁉」

「そうなの、どっちの味方なの⁉」

　当然と言えば当然なのだが、矛ほこ先さきが自分の方に向いて、悠真が『うえっ⁉』と辟易たじろいだ。

「何を言っているんだ、俺達はみんな仲間じゃないか。全員仲良しチーム高炎寺！」

「私はこんなチンチクリンと仲間になった記き憶おくはない」

「こっちこそ、いい歳とししてリボンしてるような人と仲間じゃないもん！」

「お前だってリボンしてるだろうが‼」

「まあまあ、リボンぐらいいいじゃないか。可愛かわいいし。花とか付けてるとちょっと頭おかしいな、とは思うけど」

「何で急にわたくしをｄｉｓったんですか、坊ちゃん⁉」

「あ、そういえば、椛は花付けてたな。ごめんごめん」

「絶対わざとですよね⁉」

　爽さわやかな笑え顔がおで謝罪する悠真に、椛がムキーッ‼となった。

「ていうか、肝かん心じんの美羽っちと紫苑先せん輩ぱいは、『リボン可愛い』の一言で、何か既すでにのぼせ上がってて話聞いてないなも」

「うーん……ともあれ、ここにはこれ以上何もないみたいだし、上に出るか」

「そうですね、兄さん。ひょっとしたら、ここみたいな場所が他ほかにもあるかもしれませんし」

「……ここの、他にも？……。……そうか、それは……考えなかったな」

　思案顔になる悠真。

　……の唇に、乃々が触ふれるだけのキスをした。

「なんで今、キスした⁉」

「ああ、すみません。真しん剣けんな兄さんの顔が素す敵てきだったので、つい」

「ああ、なんだ、それならよし……」

「その理由通用するの、おかしくないですか⁉」

　椛に突っ込まれつつ、階段の方へ歩いて行く悠真に、今の顚てん末まつを見ていなかった女子達が慌あわててついていく。

　その先頭で、悠真がすぐ隣となりを歩く椛に尋たずねた。

「そういや……なあ、椛？　お前は、その、考えたりしなかったのか？　新・名無しの言ったこと」

「え？　ああ、本当の恋こいかどうか、とかですか？」

「う……ん。お前のその恋だと勘かん違ちがいしているらしき、カマドウマみたいな現げん象しようのことだが……」

「なんですか、カマドウマみたいな現象って⁉　虫じゃないですか、カマドウマ⁉　恋です、恋っ！　ちゃんと恋ですっ！」

「……そう興奮するなよ、カマドウマ」

「現象じゃなくて、わたくしがカマドウマみたいになってるじゃないですか？」

「まあ、それはいいとして……」

「よくないですっ。……。というか、そんな、この恋が本物かどうかなんて、考える訳ないじゃないですか」

「なんでだ？」

「考えるまでもなく、本物だからです」

「……」

「椛は、この気持ちを一度も疑ったことがないのが、自じ慢まんなんです」

「カマドウマ……」

「カマドウマじゃないです‼」

「すまんすまん……つい、混ざってきた」

「何が『つい』なんですか、もうっ！」

　『つい』キスしたり、『つい』カマドウマにしたりと、うっかり兄妹きようだいであった。

　そして、悠真はつい考えてしまう。

　この場にいない少女のことを。

　あのあどけない笑顔の少女のことを。
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　９年前──。

　天てん竜りゆう川上流廃病院──。




「貴方あなた達は、開けたのね……パンドラの箱を」

　恋心こころにそう告げられた悠ゆう真まは、急速に渇かわいていく喉のどをやや嗄からしながら言った。

「パ……パンダの箱？？？」

「かわいいね‼　パンダの箱の中には兎うさぎが詰つまっているのかな？」

「それ、兎の箱じゃね⁉」

「ふふふ、子供らしく動物の話題で盛り上がってしまったわね」

　満足したらしい恋心は、キリリと表情を引き締しめて悠真を真っ直すぐ見み据すえる。

「私の名前は、五十嵐いがらし恋心。よろしくね、ゆーまくん」

「……え？　何で、俺の名前？」

「え⁉　あ、ああ……女の子達と話してたでしょ。聞こえてきたの」

「そっか。パンダの箱がどうとかいうのは何なの？」

「特に意味はないよ？」

　格好良く意味ありげなことを言ってみたかっただけであり、実は特に何かを知っている訳ではなかった。

　と、悠真の後ろから集団の足音が聞こえてきて、乃の々のを先頭に女子達の塊かたまりがやってくる。

「遅おそいから様子を見に来ましたよ、兄さん。何してるんですか……というか、また、新しい女の子を見つけて……！」

「古い女の子は見つけづらくてさー」

「意味が分かりません⁉」

　……と、再び降り出していた豪ごう雨うが、より一層大きな音を立て、通常会話すら聞き取りづらい程ほどになってきた。イベント会話も聞き取りづらい。通常会話とイベント会話の違ちがいはよく分からない。

「無む茶ちや苦く茶ちや降ってきたな……」

「もうちょっと待って、やまないようだったら、もうビショ濡ぬれ覚かく悟ごで帰りましょうか、兄さん」

「そうだな……」

「……」

　恋心は不意に真顔になって、無言で悠真達のやりとりを聞いていたが、美み羽う達全員の顔を確かく認にんすると、軽く愁うれいを帯びた表情を浮うかべてから、それを吹ふっ切るように笑顔で努めて明るい声を出す。

「じゃあ、お菓か子しでも食べながら待とっか？　わたし、持ってきてるよ」

　おおー！と恋心の取り出したリュックに群がる悠真達。

　好きに取って良いと恋心が言ったので、その言葉に甘えて、めいめい好きな物を手に比ひ較かく的てき綺き麗れいな場所を確保して座る。

　が、その中で出で遅おくれてうろうろしている美羽が、結局、諦あきらめて壁かべにもたれ掛かかるようにして佇たたずんでいると、それを見た悠真がポテトチップスとチョコスナックを手に、美羽の前に立った。

「みうは、甘いのとしょっぱいのどっちが好き？」

「⁉……。……。……あまいの」

　屈くつ託たく無く笑って尋ねる悠真に、美羽は驚おどろいたように目を剝むき、『そんなのいらないもん』と何度か言いかけて、結局拗すねた顔でそっぽを向いて答える。

　チョコスナックの封ふうを開け、美羽の隣に座る悠真に、美羽も何となく腰こしを下ろした。

　紫し苑おんと葵あおい子こ、乃々と椛はなと湊みなと、恋心とレイがそれぞれ楽しげにお菓子を食べているのを見て、少し羨うらやましそうにする美羽。

　思えば、自然教室でも美羽は１人で浮いていた。子供達が無む邪じや気きに喜ぶことがどうしても、幼よう稚ちに見えて仕方なかったのだ。教室で教えられることは、どれも既すでに本で読んだことの域を出なかった。

　自然教室だけではない。通っている学校でもそうだった。

　美羽は『ギフテッド』と呼ばれる常人より遥かに高い能力を先天的に有する特とく殊しゆな少女だった。ＩＱが20違うと周囲と話が合わないという説があるが、美羽の知能は彼女を周囲から孤こ立りつさせていた。

　その孤こ独どく感が、より周囲の子供を美羽から遠ざける。

　この時も美羽は、どう接したらいいか分からず、仏ぶつ頂ちよう面づらで一言も発さずチョコスナックを食べていた。

「みうは、自然教室でどんなことやってたんだ？」

　それでも物もの怖おじせず、自然に接してくる悠真に、ますます戸と惑まどう美羽。

「……どの魚が川のどこにいて何食べてるか、とか」

「あー、あれなー。つまんないよな、あれ」

「……！……うん……うん！」

　悠真は魚のつかみ取りとかの方が良いという意味で言ったのだが、美羽は自分と同じ気持ちを持つ人間がいることに、計り知れない喜びが湧わいてくるのを感じる。

　そして、上がったテンションで、何を話せばいいかかなり脳内でテンパった末、目に入ったのはチョコであった。

「甘い物はっ‼　脳の働きにっ‼　凄すごくいいなのっ‼」

「へー、そうなんだ。みう、物知りだな。すげえ。……ていうか、なんでそんな怒ど鳴なってんの？」

　悠真の最後の方の疑問は、途と中ちゆうの誉ほめられた言葉で頭の中がいっぱいになっている美羽には聞こえていない。

　その後も、コミュニケーション不全な美羽に、少しも嫌いやな顔をせず、あれこれ会話をしてくれる悠真を、美羽は段々好きになっていた。もっとも、好きだとはっきり自覚している訳ではないのだが、少なくとも『悠真ともっと一いつ緒しよにいたい。悠真ともっとお話ししたい』という強い思いを抱いだいていたのは確かである。

　そんな２人をこっそりとではあるが、食い入るように見る少女がいた。

　恋心である。

　その光景を脳のう裏りに焼き付けながら、恋心は、自分の中に湧き出る気持ちに、不思議な思いを抱いていた。




　……と。

　お菓子でそれなりに気が紛まぎれて腹がくちくなった彼らは、微び妙みような異変を感じ取っていた。

「なんか……揺ゆれてる？」

「地じ震しん……？」

　最初微かすかだった地の底から響ひびいてくるようなその音は、やがて地鳴りとなり、轟ごう音おんとなって、激しい揺れと共に悠真達を襲おそう。

「うおわあああああああああああああああああああああああああああああああああ⁉」

「きゃああああああああああああああああああああああああああああああああああ‼」

　その悲鳴すらかき消される地響きは、体感では永遠に続くかの錯さつ覚かくを抱かせたが、実際には10秒程度の出来事だっただろうか。

　それらの異変がやんで、恐おそる恐る顔を上げる悠真達は、外を見に行って、その異変の正体に気づかされた。

「入り口……埋うまってるよ、ゆーまくん……」

「土ど砂しや崩くずれだ……‼」

「暗いな……１階の廊ろう下かの窓も埋まってるぞ……土が窓を割って流れ込んで来ている。こっちの棟むねの１階にはもう来ない方がいい。これ以上土砂が入ってきたら、生き埋めになるからな」

　紫苑の言葉が一同をより脅おびえさせ、元いた棟の方へ戻もどらせる。が、道々、悠真がふと誰だれにともなしに言う。

「なあ、どこまで埋まってるか分かんねえけど、２階とか３階とかからは出られるんじゃねえ？」

「次いつ崩くずれるかも分からないのに、その滑すべりやすい土の上を歩くなの？　ばっかじゃ……な、ないんだから、あんまり、その、わざと変なこと言うの、やめるもん、ゆーま……」

　いつもの調子で憎にくまれ口を叩たたきかけて、『嫌きらわれる‼』と途中で気づいた美羽が、しどろもどろに言い繕つくろい気味に誤ご魔ま化かして、きゅっと悠真の服の裾すそを摘つまんだ。

　その様子を、乃々、椛、湊、恋心がそれぞれ複雑な思いで見ていた……。




　逆側の棟へと移った悠真達は、そちらから何とか回り込んで出られないかと外を窺うかがう。

「……やや大回りになるが、今なら、宿舎に戻れなくもない……か」

「雨がっぱか、その代わりになりそうなものを探すもん」

「雨がっぱな！　宿舎に戻って探してくるか！」

「宿舎に戻れたら、雨がっぱもういらないもん‼」

「宿舎が先か、雨がっぱが先か、ってこと？」

「雨がっぱだもん‼」

「みう、雨がっぱ大好きっ子だな」

「どやかましいなの‼」

　どわはははと笑う悠真に、連続で突つっ込みまくる美羽は、何だか悠真と凄く仲良くなれたような気がしていたが、基本的には気のせいである。応用的にも気のせいである。つまり、完全な気のせいといえた。

　そんな美羽の心中など知る由よしもなく、馬ば鹿か馬ば鹿かしげな目で見つつ、紫苑が付け加える。

「あとは出来れば懐かい中ちゆう電灯だな……今から出ると、途中で日が沈しずみそうだ」

「よし、手分けして探そうぜ」

「うむ」

「人数分×３の懐中電灯な」

「そんなにはいらん‼」

　片手に懐中電灯、心に懐中電灯、唇くちびるに懐中電灯を、であり、総計１人３つ分である。

　悠真と紫苑の会話の途中で馬鹿馬鹿しさを察して、既に一同はばらばらっと散っていっていた。




　そういった次し第だいで、病院探たん索さくを再開した悠真達であるが……。

「……」

「……」

「手分けして探すんじゃないの？　しおんちゃん、なんでついてくるの？」

「い、いいだろう、別に……怖こわいからとかではない」

　微妙に声を震ふるわせる紫苑を、悠真はしばしジッと見る。

「な、なんだ……？」

　そして、キュッと口元を結んで紫苑の手を握にぎり、再び歩き出す。

「お、おい……ゆうま……」

「一緒に探すのもいいよな」

「ゆうま……」

　自分の怯おびえを見てとりながら、茶ちや化かさず、彼女のプライドを尊重した態度で接してくる悠真に、紫苑は熱っぽい気持ちが胸に湧き上がるのを感じていた。

　それが何なのか、まだ幼い紫苑には分からないでいたが、ずっと続いていた手の震えが止まっていることには気付かされる。

　……が、その時、外れかけていた少し離はなれた所の窓が廊下に落ち、ガシャーン‼と大きな音が鳴って、紫苑がビクゥッ‼と飛び上がって悠真の腕うでにしがみついた。

「大だい丈じよう夫ぶだよ、しおんちゃん。きっと、風か怨おん霊りようのしわざだし」

「怨霊さんのしわざなのかもしれんのか⁉　全然大丈夫ではないではないか⁉　全然大丈夫ではないではないか⁉」

「ほら、さっきのお菓子の中にあった、風が語りかける美味うますぎるまんじゅうあげるからさ。怨霊が語りかけるまんじゅうはないけど……」

「馬鹿者！　怨霊さんが語りかけてきたりするか‼　お前、いい加減にしないと、怨霊さんに語りかけて貰もらうぞ‼」

「やっぱり語りかけてくるんじゃん……」

　悠真に怒鳴り散らしている間に、竦すくみ上がっていた心は、緩ゆるやかに解放されていた。

　ぷりぷり怒おこりながら、どすどす足を鳴らして歩いているうちに、悠真の手を繫つないだままその悠真よりも前を歩いていることに、ハッとなる。

　そして、もやもやするその初めての気持ちを持て余したまま、全すべてが馬鹿馬鹿しくなって、紫苑は思わず噴ふき出した。

「どしたの、急に⁉　怨霊に取り憑つかれた⁉」

「取り憑かれるか、馬鹿者‼」

　一いつ喝かつしつつも、すぐにまたそのやりとりに笑ってしまう紫苑を、悠真が不思議そうにしつつも、ちょっと安心したように見み遣やる。

　そんな会話の隅すみ々ずみまでを思い出せる訳ではないが、成長した紫苑は、この時の悠真の優やさしさを大切な大切な思い出として呼び起こすようになるのである……。

「……」

　だが、仲なか睦むつまじげに手を繫ぎ歩く紫苑と悠真を、複雑な表情で睨にらむ少女がいた。

　聖せい宮ぐう葵子である。

『しおんは私の友達なのに……。あんなやつに……あんないい加減そうなやつに、しおんを取られたくない……！』
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　雨がっぱの代わりになるものは見つからなかったが、懐中電灯を１本見つけている間に、雨がやんだので、窓から外に出て、しばらく歩く。

　病院の横はすぐ森になっており、木々を縫ぬうようにして、固まって進んでいった。

「ゆ、ゆうま、あまり私から離れるな。危ないだろう？」

「でも、俺から離れないと、俺が鼻フックとかやってくるよ？」

「お前、危ないな‼」

「しおん、こんなやつから離れてください」

　葵子が紫苑の手を引き、悠真から引き離していく。

　それでも紫苑は悠真が気になるのか、悠真に話しかけては葵子に連れ戻される、というのを何度か繰くり返した。

　……と、先頭を歩いていたその葵子の足が不意に止まる。

「？……どうした、葵子？」

「しっ！　しおん、来ては駄だ目めです……！」

「なにを……？……っ⁉」

　葵子の視線の先にあるもの……野犬を見、紫苑が言葉を詰つまらせた。

「いきなり走ると襲おそってくるぞ。みんな、ゆっくり下がれ。いいか、ゆっくりだ」

　紫苑の指示の通り、生なま唾つばを吞のみながら、悠真達はジリジリと病院へと戻っていく。

　極度の緊きん張ちよう、目の前の恐きよう怖ふ、度たび重なる窮きゆう地ち、それらが子供達の神経を極限にまですり減らしていた。そして、その極限の状じよう況きようは、些さ細さいなきっかけでプツンと精神の糸を切ってしまう。

　この時、背中に病院が見えた安あん堵ど感かんが、葵子の豆とう腐ふメンタルをグシャッと潰つぶした。

「っ‼」

　遮しや二に無む二に駆かけ出した葵子に、全員がギョッとなる。

　そして、一度大きく吼ほえた野犬に、パニックが伝でん染せんし、皆みなが一いつ斉せいに走り出した。

　が、先頭を走っていた葵子は、悠真達が目指す方向から逸それていく。

「おっ、おいっ、葵子⁉　そっちは違ちがう……‼」

　来た道ではない方向へ走る葵子の目指す先には、閉まった窓があるだけだ。

　更さらに不幸なことに、野生の本能で逃にげるものを追いかける習性を発揮した野犬が、１人はぐれて走る葵子に標的を定めて駆け出した。

「葵子‼」

　葵子はあっと言う間に詰め寄られ、その足に牙きばが突き立てられる。

「ッ‼」

　もつれて倒たおれ込む葵子からはショックと痛みで悲鳴すら発せられない。

「葵子───────っ‼」

　頭ほどの大きさの石を火事場の馬ば鹿か力で持ち上げた紫苑が、それを野犬に投げつけ怯ひるませたところに、続けざまバット大の木の枝を拾って振ふり回し、野犬と葵子の間に割って入る。

『むちゃくちゃすんな、しおんちゃん⁉』と思いながら、悠真は「乃々達は早く病院の中へ！」と叫さけんで、自分自身は葵子に駆け寄って背負うようにして引きずって先に乃々達が戻っていた病院の窓へ押し上げた。更に、機転を利きかせた湊が割れたガラスを野犬に投げつけている間に、悠真と紫苑も病院の壁かべをよじ登って開いた窓から逃げ込む。

「あっ……ぶなー……！」

　息を切らせる悠真だが、椛は葵子の嚙かまれた足を心配そうに見ていた。

「しょーどく！　しょーどくしないと……」

「向こうにあったなも‼」

　何人かで連れ立って走って行く椛達を目で追う悠真は、座り込んでいる自分の足首がつかまれる感覚にビクッとなる。そのつかむ手の主は足あし下もとに倒れ伏ふしている葵子だった。

「あ、あおいこ……ちゃん？　どうした？　大丈夫？」

「ぅ……」

「？」

「ごめ……なさ……。わたし……きみに……ひどいこと、言って……」

　その言葉の裏には『紫苑と仲良くするのを見てヤキモチやいてごめんなさい』『それなのに助けてくれてありがとう』という気持ちが含ふくまれている。

「あんなの気にしなくていいって！」

　ただ、そう返す悠真がどこまでその気持ちを汲くんでいるかは謎なぞだが。

「う……あり……がと……ござい……ます。あり……が……と……」

　膝ひざ枕まくらされるような形で、悠真の脚あしに顔を埋うずめてくる葵子が愛いとおしそうに太ももにスリスリしているのを、紫苑が非常に冷たい目で見ている。

　そして、それとは裏腹に、その様子を見て、ほわぁっと心が温かくなるのを感じている恋心。

　彼女はその気持ちの正体に、微かすかに気づきつつあった……。
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　その後、野犬が仲間を呼んだのか、病院の外では群れとなった野犬が常に離れた所から病院の様子を窺うかがう姿が目もく撃げきされる。

　時折聞こえる遠とお吠ぼえに為なす術すべもなく、悠真達は廃はい墟きよの中に押し込められた形だ。

　また怪け我が人が出たこともあって、悠真達は大人しく捜そう索さく隊を待つことを余よ儀ぎなくされていた。

　……が。




「喉のど……かわいたな」

「み、水、ある場所見つけたから持ってきてあげるもん‼」

「いや、私が行く！」

「兄さんの分は乃々が取ってきます」




「腹、減ったな……」

「倉庫に非常食が残っているのがあった。私が持ってきてやろう」

「今度はあたしが行くなの！」

「２人はさっき行ったよね？　わたしもゆーまくんの食べる物取ってくる！」




　というような具合で、悠真へのアピール合戦が火花を散らし、必ずしも大人しいとは言い難がたいのが現状であった。

　その埒らち外がいにある人間は、物資運うん搬ぱんの置いてけぼりを食う訳である。残されていた痛み止めの薬が効いて眠ねむっている葵子と、動かざること動かない山やま猿ざるの如ごとしの恋心を別として、置いてけぼりグループ筆頭のレイは、よく悠真と取り残される。

　ほとんど無言のレイだが、時折、自分の肩かたを抱だくようにして、ふるふるっと身体からだを震ふるわせていた。

「レイちゃん、寒いの？」

「……」

　無言で首を横に振るレイ……その横顔は妙みように青ざめて見える。

　そんなことが何度か続き、とうとうレイはがくん！と頭を落とした。

「ちょ……‼　レイちゃん……⁉」

「……」

　悠真が慌あわてて覗のぞき込んだ顔は、それまでの少しぼーっとした印象の子供とは異なる、どこか大人びた表情の緊きん張ちよう感かんに満ちた顔をしていた。

「⁉」

「……ここは？……そうか、カプセルから出たのね。それに、この身体……そう……また、ぼくは……」

　意味不明な独り言を呟つぶやいたかと思うと、レイはすぐ隣となりにいた悠真に今気づいたような挙動と表情で、目を見開いて彼を見る。

「悠真……くん……」

「お前……ホントにレイちゃん？」

「レイちゃん？　だれ？　ぼくは……」

「レイちゃんが乗っ取られる‼（霊れいに）」

「？？？」

　寝ね取とられるという言葉をまだ知らない少年の頃ころの悠真であった。

「……悠真くん。それより、よく聞いて……！　今、ぼくらがいる、この病院……いえ、この施し設せつは……！」

　そう言いかけて、レイは頭痛に襲われ、右手で額を押さえる。

「……‼　くそ……こんな時に……」

「どうしたの、レイちゃん……」

「悠真くん、それは、厨ちゆう二に病びよう患かん者じやの症しよう状じようだよ？」

「マジで⁉」

　２人のやりとりを例によってジッと見ていた恋心に言われ、悠真が度ど肝ぎもを抜ぬかれた。

　『くそ、僕の中の〝奴やつ〟が出てくるまえに、みんな、逃げるんだ！』である。

　と、不意に苦しみ出すレイ。

「う……うう……っ！」

「レ、レイちゃん……？」

　蹲うずくまって痙けい攣れんするように数度震えたレイは、訳も分からず兎とに角かく背中をさすってくる悠真の前で、動きを止めてゆっくりと顔を上げた。

「え……あれ……？？？　ボク、今、何してたの……？？？」

「マジか⁉」

　『どうにか、僕の中の奴を押さえ込めた』状態であり、半ば茶ちや化かし気味だったが、当たらずとも遠からずだったのかもしれないと、恋心と悠真は目をパチクリさせて顔を見合わせた。

「レイちゃん、何か、正気じゃなくなりかけてたんだよ」

「え、本当に⁉　ゆうまクンが正気に戻もどしてくれたの？」

「い、いや……俺は別に……」

「ありがとう、ゆうまクン‼」

　ヒシッと抱だきしめてくるレイを、悠真が持て余し気味にして、自分の手を宙に泳がせる。

「ちょ……！　レ、レイちゃん……？」

「「「「「あ──────────────────────────────っ⁉」」」」」

　そこでちょうど非常食を持って戻ってきた美羽達が、抱き合うレイと悠真を発見し、大声を上げた。

「なっ、何してるなの⁉　レイ、ゆーまと離はなれるもんっ！」

「そ、そうだぞ！　子供なのに、そういうのはまだ早い！」

「兄さん、乃々が、けんしんてきにがんばってるのに、これはどういうことですか⁉」

「ゆーまくんのうわきものっ！」

「ゆーまのけだものっ‼」

　美羽から、紫苑から、乃々から、椛から、湊から、矢や継つぎ早ばやに責め立てられたが、割と普ふ段だんから乃々や椛や湊に責められることの多い人生を送っているため、『なんか増えた……！』ぐらいのショックで済んでいる。

　だが、少女達の側がわはそんな吞のん気きなものではなく『悠真が寝取られる‼』と必死であった。
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　しかし、この出来事は、少女達の恋心に火を付けた。恋心こころが人体発火させられた訳ではない。恋こい心ごころの方である。ええい、ややこしい。

　要は、少女達は恋こいのライバルに負けた時のシミュレーション映像を、期せずして見せられた訳である。

　それまで、悠真の為ために何かしてあげる路線だった美羽達は一転して、悠真と２人きりになって積極的に仲良くなる路線へと変へん貌ぼうを遂とげた。

　守っていては負ける。攻せめの姿勢が勝利への道だ。幼いながらも女の本能でそう直感した次し第だいである。

　水や食料は心こころ許もと無いながらも数日分はあるとはいえ、親元から離れ、子供達だけで、土ど砂しや崩くずれで埋もれかけた病院の中、野犬の群れに囲まれた環かん境きようの中、誰だれ一人泣き言も言わず、パニックも起こさなかったのは、偏ひとえに、恋の力だった、と言えよう。

　彼らは幼い恋の、幼いが故ゆえに一いつ生しよう懸けん命めいな気持ちによって、一直線に脇わき目めも振ふらず、力強くこの数日を過ごすのである。




　そんな少女達であるから、成長後よりも、圧あつ倒とう的に素す直なおな一面を見せたりもしていた。

　たとえば美羽は、後になって思い返してみれば恥はずかしさで転がり回りそうな感じではあるが、こっそり悠真を連れ出して２人きりになっては、こんなことを口にする。

「ねえ、ゆーま、誰にも言わないって約束出来るなの？」

「漏もらしたの？」

「漏らしてないもんっ‼　てゆーか、ゆーま、デリカシーがないもんっ！」

「ごめん……うん、漏らしてないよね。パンツ換かえた方がいいよ？」

「そーじゃねーっ‼……なの。そーゆーデリカシーの発揮の仕方をしろと言ってるんじゃないもんっ！」

「女心はむずかしーな……」

「……」

　『駄だ目めだコイツ……』と思わなくもない美羽だが、こんな風に同世代の誰かが自分と真っ直すぐ向き合って会話してくれた経験のない美羽には、それすらも嬉うれしくて、ついはにかんでしまう程ほどだ。

　さっきまで激げき怒どしていた少女に速そつ攻こうではにかまれ、悠真の女心への謎は深まるばかりであるが。

「ね、ゆーま。あたしね……」

「うん」

「ゆ、ゆーまのこと……すき……なの」

「そうなの⁉」

「ん……。しょ、しょーらい、お嫁よめさんになってあげてもいいもん。そ、それで……お給料の３ヶ月分の晩ご飯を作ってあげるなの」

「フードファイターか‼」

　調理時間を考えると、最初の１ヶ月分ぐらいの料理は、３ヶ月分を作りきる頃には保健所から何らかの衛生的指導を食くらう可能性が高い。

「ゆーまは……その……あたしのこと、す、す、す、すき？」

「すきだよー」

「‼」

　にっこり微笑ほほえむ悠真の言葉を聞いた美羽が突とつ然ぜん、興奮のあまり、反復横よこ跳とびをし出した。




　なお。

　こんな感じで悠真は子供故ゆえの天てん真しん爛らん漫まんさにより、あっちこっちの女の子に『すきー』と無む邪じや気きに答えていた。

　そして、その度たびに、少女達はそれはそれは幸せそうに喜びを露あらわにするのだ。




　本来、不安や孤こ独どくでいっぱいであるはずの少女達の心。

　それをこんな廃はい墟きよの中ででも希望と幸福でいっぱいにするもの……。

『恋の力』

　まさに、その無敵な気持ちが成さしめた、目の前で繰くり広げられるそんな出来事に、恋心は目を見張っていた。




　それだけではない。

　基本的にここに閉じ込められた人間は、紫苑と葵子といった一部の例外を除いて、協力をしないどころか、ややもすると口すらきかないぐらいのバラバラな集団だ。

　何しろ、紫苑が……、

「屋上に出て、何かを燃やせば、煙けむりが出て気づいて貰もらえる。そうしたら、助けが来てくれるのではないか？」

　と発案しても、乃々はぷいっとそっぽを向く始末だ。

「子供だけで火を使うなと言われていますから」

「そ、そうだね、あぶないしね」

「火を使う程度でそんなこと言うなんてお子ちゃまだもん」

　特に紫苑の意見を支持する訳ではないのだが、美羽が嘲あざけり笑い、乃々と椛が揃そろってムッとして立ち上がる。

　『あによ』『あにさ』とガンを飛ばし合う女の子達に苦く笑しようしながら、悠真がその間に入って言った。

「まあまあ、みんな……。このままだと助けが来る前に、食べる物なくなっちゃうかもしれないし、兎に角、やるだけやってみようよ。……みんなで仲良く、きょーりょくしてさ」

「は、はい、兄さん……」

「ゆ、ゆーまがそう言うなら……」

　険悪な空気が、悠真の一言でこの状態である。

「じゃあ、俺と恋心ちゃんで屋上見て来るから、みんなは燃やせそうな物を探して集まって」

　そして、悠真の頼たのみなら、とその言葉に頷うなずいて力を合わせようとする。

〝恋〟がそれを成したのだ。




　恋心は、心震ふるえた。

『恋って凄すごい‼』

　感動で、この上なく精神が高こう揚ようした。

『恋って素す敵てき‼』

　彼女の境きよう遇ぐうが、その気持ちを大きく後押しした。

『恋って無敵‼』

　普ふ通つうの少女であれば、『自分も恋をしよう』となりそうな所であろう。

　しかし、恋心は普通の少女ではなかった。




　屋上への階段を悠真に並んで歩きながら、恋心は悠真の顔を覗のぞき込む。

「ねえ、ゆうまくん」

「？」

「はなちゃんて、ゆうまくんのこと、好きだよね」

「え⁉」

「みうちゃんも、しおんちゃんも、あおいこちゃんも、れいちゃんも、みなとちゃんも、ののちゃんもだよね」

「う、うーん……あおいこちゃんとか、れいちゃんとかはどうかな……？」

　持て余すように渋しぶい顔をして唸うなる悠真の疑問を聞き流す恋心が、なおも血気を逸はやらせて熱っぽくまくしたててきた。

「あのねあのね、わたしね！　みんな、好き！　みんなみんな、大好き！　だって、はなちゃんは『お菓か子しありがとう』って言ってくれたし、みなとちゃんは犬から逃にげる時にわたしの手を引っ張ってくれたし、しおんちゃんは、あおいこちゃんの包帯換えてあげた時に『あおいこに代わって礼を言う、ありがとう』って言ってくれたし……」

「……う、うん」

　気け圧おされながらも、心の底から嬉しそうな恋心の言葉に悠真が引きつり笑え顔がおで頷いていく。

「それでね……みんながゆうまくんを好きなのも好き！」

「うん……？」

　少年の把は握あく力では理解しがたかった。

　この時。

　恋心は、悠真や悠真を好きな女の子達個々人のみならず、それら全部引っくるめた関係性の全すべてを好きになっていたのだ。

「ゆうまくん‼」

「は、はい……？」

「これからも、みんなと仲良くしてね⁉」

「うん……」

「わたし、みんなとゆうまくんの恋を応おう援えんするからね‼」

「……」

　ちょっと引き気味な悠真は、話を逸らすかのように、たたたっと階段を数段駆かけ上り、指さす。

「ほ、ほら、屋上へのドアじゃないかな、これ？」

　言いながら鉄てつ扉ぴのドアノブを回す悠真だが……。

「どうしたの、ゆうまくん？」

「……途と中ちゆうまでしか回らない」

「そっか。鍵かぎかかってるのかな？」

「うん……」

「もしくは、鍵がかかってるふりをするトリックかもね」

「俺が殺人犯みたいなポジションに⁉」

　恋心は推理ドラマの好きな子供であった。

　一応、恋心にも確かめさせ、分厚そうな鉄扉の向こうに行けないことを悟さとり、来た道を戻もどる……と。

「ゆーまの所に先に燃える物届けるのはあたしだもん‼」

「抜ぬけ駆がけして良いところを見せようとするなど、何と言う浅ましい奴やつだ‼　卑いやしい雌めす猫ねこが‼」

「そうですよ、泥どろ棒ぼう猫ねこの分際で！　椛ちゃん、ちょっと２人を押さえていて」

「そう言って、乃々ちゃん、自分だけゆーまくんの所へ行くつもりだよね⁉」

　聞こえてきた激げき烈れつ揉もめ中の女子達の声の発信源は、激烈揉め中の女子達のつかみ合いの喧けん嘩か現場であった。

　髪かみを引っ張り合ったり、燃やす為ために持ってきたと思おぼしき布でばふばふ叩たたき合う美羽達を前に、恋心は呆ぼう然ぜんと立ち竦すくむ。

「み、みんな……」

　恋心の中で花開きつつあった、微笑ましくも仲の良い悠真を中心とした可愛かわいいグループ交際の姿はそこにはなかった。

「ど、どうして……？　どうして、仲良くしないの……？　さっき、みんなで助けを呼ぶ為に協力しようって言ったばかりなのに……」

　悲しげな恋心の前で、すっかり他ほかの女子が疎うとましくなっている少女達は、悠真を巡めぐって大おお喧げん嘩かの真っ最中だ。

　やがて、誰だれかがぶんぶん振ふり回した手が、比ひ較かく的てき喧嘩を止めようとしていた椛のおでこにまともにヒットし、その物もの凄すごいいい音に、全員の動きが止まる。

　その音の発生源を全員が注視する中、椛の目め尻じりにジワジワと光る物が溜たまっていく。勿もち論ろん、ここでいう光る物とは鯖さばではない。鯖が目に溜まる女の子は嫌いやだからである。

　涙なみだが表面張力の臨界を突とつ破ぱしたその時。

「うわああああああああああああああああああああああああああああああんんんっ‼」

　遂ついに椛が号ごう泣きゆうし出した。

　それに呼応するように、頰ほおに靴くつ跡あとの付いた美羽や、髪を引き抜かれた紫苑や、口に拳こぶしをねじ込まれた乃々や、廊ろう下かの片かた隅すみでガクブルしていたレイや、野犬に嚙かまれた所がじくじく痛む葵子や、遅おくれて戻ってきてその負の喧けん騒そうにビクッとなった湊が、揃って有らん限りの力を振り絞しぼって嗚お咽えつし出す。

　阿あ鼻び叫きよう喚かんの地じ獄ごく絵図に、為なす術すべもなく立ち尽つくす悠真が、何とか宥なだめようと我に返るより一いつ瞬しゆん早く、フルフルと拳を震ふるわせた恋心はわんわん泣きじゃくる美羽達の前に仁に王おう立ちになって、怒ど鳴なりつけた。

「みんな、仲良くしてようわああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああんっ‼」

　怒鳴ると同時に恋心が泣き崩くずれる。

　急に現れて、関係ないのに突とつ然ぜん泣き出した恋心の誰よりも巨きよ大だいな泣き声に、一同が泣き止やんで呆然と恋心を見つめていた。

「みんなが大好きなのに……‼　みんなが仲良くしているの見るの大好きなのに……‼　うわあああああああああああああああああああ……‼」

　そんなことを叫さけびながら泣きまくる恋心に、完全に毒気を抜かれた美羽達が、わらわら寄ってくる。

「な、仲良くするなの。だから、こころ、泣き止やむもん」

「う、うむ、そうだぞ、こころ。ほら、仲直りの握あく手しゆなどしているのだからな」

「そうだよ、こころちゃんっ。ほらほら、なかよしー」

　恋心の主張には若じやつ干かん引きつつも、しかし、まださほどヒネてはいない頃ころの少女達は恋心の博愛的主張にどこか憎にくめないものを感じ、一いつ生しよう懸けん命めい宥なだめてきてくれた。

　こうして、少なくとも恋心のいる前では、女の戦いを見ずに済むようになる悠真であった……。
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　回想をする悠ゆう真まは、悲鳴にも似た怒ど声せいで現実に引き戻された。

　地下室から戻ってきて廊下を歩いている最中に、自分の後ろで、美み羽うや紫し苑おんが取っ組み合いの喧嘩をしていたからである。

「前々から言おうと思ってたけど、紫苑先せん輩ぱいは悠真には釣つり合わないもん！」

「どこがだ、言ってみろ⁉」

「黒タイツが色合い的に合わないもん‼」

「意味が分からんッ‼　それを言うなら、貴様だって、その年とし甲が斐いもないツインテールが見た目年ねん齢れい的に釣り合わん‼」

「にゃにおう⁉　それを言うなら、椛はなの髪かみ飾かざりだって、湊みなとの太ふと眉まゆだって、年相応じゃないもん‼」

「太眉はほっとけ‼」

　太眉が怒おこった。

　そんな貶けなし合いから発展した口くち喧げん嘩かは、つかみ合いになり、最後には……。

　バシィッ‼

「ッ‼」

　つい、頭に血が上って、当たりのいいスマツシユヒツトのビンタを紫苑にお見み舞まいした美羽が『しまった！』という顔をする。

　当てた相手が別の人間だったら……或あるいは子供時代の紫苑であったなら……その痛みとショックでいつかのように泣き出したかもしれない。

　しかし、今の紫苑は負けん気強く成長し、更さらに怒いかりエナジーが溜たまりきっていた。

　その結果。

　バシィッッッ！！！！！！と３倍返しの反はん撃げきを食くらわす紫苑。

「ッ‼　～～～～～～～ッ‼」

　バシィッッッッッッ！！！！！！！！！！！！と更に２倍返しの反撃を食らわす美羽。

　バシィッッッッッッッッッッッッ！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！とそのまた更に２倍返しの反撃を食らわす紫苑。

　インフレしていく打だ撃げき戦を止めようとして、葵あおい子こと湊と椛が２人を羽は交がい締じめにしようとするのだが、大暴れエキサイトしている２人の煽あおりを食らって身体からだのあちこちに打撃や蹴けりを貰もらい、元々頭に血が上っていた人々が結局、喧嘩に参加するという大だい惨さん事じに発展する。

　というような次し第だいで、目の前で繰くり広げられる阿鼻叫喚の地獄絵図に、悠真は思わず、棒立ちになってしまっていた。

　最も早はや、９年前のように全員が号泣するまで、それは止まらないかと思われた……その時。

「喧けん嘩か禁止─────────────────────────────っ‼」

　そう叫びながら凄すごい勢いで車くるま椅い子すですっ飛んで来たのは、新・名無しさんである。

　流石さすがに車椅子に轢ひかれるのは嫌な少女達が凄すさまじい反射神経で横っ飛びに避さけると、新・名無しさんの乗った車椅子はそのまま病室に突つっ込んでいき、ドンガラガッシャーン‼というド派手な音が周囲に轟とどろいた。

「……」

　突然の出来事で、開いた口が塞ふさがらない一同。

　衆目の中、病室の中から、包帯をグルグル巻きにした新・名無しさんがよろよろ歩きながら出てくる。

「『Ａｎｏｔｈｅｒ』だったら死んでた……」

「いや、お前、普ふ通つうの人間はあのスピードで突っ込んだら普通に死ぬと思うぞ……。なんか、やべえ音してたし……。つーか、包帯巻いて出てくる余よ裕ゆうがよくあったな……」

　『何で生きてるんだ、こいつ……？』と思いつつも、喧嘩を止めてくれたことには悠真は心の中で感謝していた。

「てゆーかね、高こう炎えん寺じ悠真くん‼　この体ていたらくはキミのせーですよ」

「は、はあ……すんません……」

　頭ごなしに怒られ、悠真は頭こうべを垂れる。

『てゆーか、こいつ、最初に会った時と性格変わってないか……？　旧・名無し寄りになってるっつーか』

「聞いているのかね、高炎寺悠真くん‼」

「え、あ、はい」

「女の子達が喧嘩を始めたのは、全すべて、キミの責任です‼」

「え、俺……？　いやまあ、俺発ほつ端たんといえば、俺発端か……」

「発端かほっさんかと言われれば、発端だね」

「ほっさんは関係ねーだろ……つか、誰だれだよ、ほっさん？」

「堀ほり江え由ゆ衣いさんだよ？」

「答えは期待しとらん‼」

「ああ、そうそう……それでですね。つまり、この体たらくは、高炎寺悠真の女の子達への真しん剣けんさが足りず、気持ちが伝わっていないからですよ、キミ‼」

　垂れ下がった腕うでの包帯でべしーんと悠真の頰ほおをはたきながら言い放つ新・名無しさん。

　包帯の塊かたまりに説教される悠真を不ふ憫びんに思ったか、紫苑が間に入ってくる。

「こら、新・名無し。悠真をあまり責めるな、……とはいえ、新・名無しの言にも尊ぶべきものはある」

「そうだもん。悠真はもっとあたしに真剣に好き好き攻こう撃げきをしてくるべきだもん」

「まったくです。兄さんは乃の々のへの愛情表現が足りませんね。分かっているんですか、兄さん」

「なんで乃々が便乗してくるのかが俺には分からんが……」

「分かるようにしてあげましょうか？」

「今分かりました‼」

　気をつけをした悠真を、乃々がニコニコと見た。

「そこで、新・名無しさんは思った訳ですよ。そこで、新・名無しさんは瞳ひとみ閉じ翼つばさ広げ、Ｉ　ｔｈｉｎｋ　ｓｏ」

「なんでＪ‐ＰＯＰ風に言い直した⁉」

「女の子達のことをどれぐらい理解し、恋こいしているかを彼女らに見せるのでござるよ、高炎寺悠真氏」

「なんで急に昭和のオタクみたいな口調に⁉」

「という訳で、今日はもう遅おそいからここまで！　明日の朝になったら、最上階層へゴー‼」




　　　　＊




　翌朝。

　新・名無しさんに導かれるまま最上階層に行くと、一見、廊ろう下かからは廃はい墟きよに見えるが、その実、室内は普通に綺き麗れいな待合室といった風ふ情ぜいの部屋に通される。

　学校に閉じ込められた時の美羽や紫苑にまつわる教室のように、元の廃墟を再現されていない部屋なのだろう。

「女子部屋はここでーす。悠真くんはこっちね」

　千ち早はやを含ふくむ女子全員を部屋に押し込み、悠真と手を繫つないで新・名無しさんが廊下をてくてく歩いていく。

「……」

　少し前を歩く新・名無しさんと繫がれた手をジッと見ながら、悠真は不思議な感覚に囚とらわれていた。

　どこか懐なつかしい……。

　そして……。

「悠真くんはここ！」

「え？　って、うお⁉」

　考え事をしているうちに、ドーン‼と隣となりの部屋に突き飛ばされて蹌踉よろける悠真の後ろで、無む慈じ悲ひにも扉が閉じられガチャン‼と鍵かぎがかかる音がする。

「ちょ……おま……⁉」

　室内の様子が分からないぐらいの薄うす暗ぐらい部屋に閉じ込められた悠真が、ドンドン！と扉を叩たたくが、勿もち論ろん、ビクともしない。

　と、天てん井じように設しつらえられたスピーカーから、古い方の名無しさんの声が聞こえてきた。

「あー、あー、マイクテス、マイクテス。本日は晴天なり。アメンボ赤いな、赤いぜ赤いぜ赤くて死ぬぜ、折せつ角かくだからこの赤いアメンボを選ぶぜ。お前達は、完全に包囲されかけている」

「されかけてんのかよ⁉　包囲されてんじゃねえのかよ⁉　てか、そんなこと、どーでもいいよ‼」

「えー、それでは、今回の悠真きゅん恋れん愛あい力テストは、女の子達へのアピールを兼かねた趣しゆ味みと実益を兼ねた物となってるっちゃ」

「趣味と実益……？」

「悠真きゅんが今いるお部屋は、別室の女の子達の誰かのお部屋を完全再現しております。お部屋の様子を見て、誰の部屋かを当ててね☆」

「ちょっと待てよ！　実益はともかく、趣味っつったろ、お前⁉　女の子の部屋を物色って、どんな趣味だよ⁉」

「それでは、推理タぁぁぁイム、スタート‼」

「聞けよ、人の話‼」

　悠真のツッコミも虚むなしく、スピーカーがオフになるブツッという音と共に、部屋の照明が点つく。

　そして、眼前に展開された部屋に悠真は絶句した。

「こ、この部屋は……⁉」




　　　　＊




「……ふぅ」

　新・名無しさんは深い深い溜ため息を吐ついて、廊下の壁かべにもたれ掛かかる。

　慌あわてて名無しさんが押してくる車椅子に座り、人ひと心地ごこちついた新・名無しさんが力無い声を漏もらした。

「ありがとう……」

「それは言わない約束だよ、おとっつぁん」

「誰がおとっつぁんか」

　ツッコミを聞き流し、車椅子を押しながら、名無しさんがぽつりと漏らす。

「しかし、このお部屋当てゲームはそんなに効果あるのかな？」

「あるにゃあ。わたしの計画では、こうだにゃあ。部屋の様子から誰の部屋かを推理すると、その過程で、その女の子はこう思うにゃあ。『自分のこんな所まで見ていてくれたんだにゃあ♡』って。推理する為ためには、女の子のことを良く知っていないと駄だ目めだからにゃあ。それは胸キュンなんだにゃあ。それで、女の子達の気持ちを和やわらげると共に、もう１つの効果があるにゃあ。悠真くんが女の子の特とく徴ちようを思い浮うかべて推理する事こと柄がらを見て『この娘こにはそういう良いところがあって、悠真くんはそういう部分が好きなのか、見習おう』という気持ちを女の子同士で芽生えさせることが出来るにゃあ。ライバル同士でのリスペクトをさせるんだにゃあ。そうすれば、みんな仲良しになれるって寸法にゃあ」

「にゃあにゃあうっさいにゃあ‼」

　得々と語る新・名無しさんに、名無しさんが突っ込んだ。

　そして、そのまま車椅子を女子達の待機部屋へと運び入れていく。

　待機部屋の壁に設置された60インチの大型モニタに見入っていた美羽達の視線が、一いつ斉せいに開いた扉とびらの方へ向いたその時、新・名無しさんは高らかに宣言した。

「この部屋当てをクリアする時、それは即すなわち、この脱だつ出しゆつ劇が終わりを告げる準備が整った時である‼」

　終わる。

　──閉じ込められ続けた日々が。

　その言葉に、少女達が息を吞のむ中。

　新・名無しさんは宇宙服の中でほくそ笑えんだ。

『その時こそ、みんな仲良し素す敵てきグループが完成し、夢の理想郷が実現するのよ‼』

　そんな未来予想図を知る名無しさんは、ゆっくりと隣りん室しつにいる悠真の映るモニタを見み遣やるのであった。




　　　　＊




　モニタの中で、見知らぬ女の子の部屋を悠真は見回す。

《しょーがねーな……どうせ、当てないと出られないんだろうし、いっちょやるかー……。しかし、ここ、見たことない部屋……ってことは、少なくとも、乃々、椛、湊の部屋ではない訳だ》

　モニタルームのスピーカーに、そんな悠真の独り言が届いていた。

　白い絨じゆう毯たんにピンクのカーテン、花はな柄がらのベッドと、ハート形のクッション、並べられた縫ぬいぐるみ……と女子力の高そうな部屋だ。

『美羽、紫苑先せん輩ぱい、葵子先輩、千早の誰かか……だが、誰の部屋にしても、全くイメージと合わん……‼』

　流石さすがに口に出して言うのは憚はばかられたのか、脳内でそう苦い言葉を吐く悠真。

《誰の部屋にしても、全くイメージと合わーん‼》

　流石の悠真は口に出して言っていた。

　その様子を見つつ、モニタルームの少女達の中で、美羽が一同を見み渡わたす。

「で、あれ、誰だれの部屋なの？」

「……」

　全員が無反応である。美羽の部屋でないとすれば、紫苑、葵子、千早が残るのみだが、その３人の誰の部屋でも悠真の言うようにイメージに合わない可愛かわいらしさであることを自覚しているのか、誰も申し出ない。

　室内が沈ちん黙もくで包まれる一方、悠真は鼻歌混じりにチェストを開け、中を物色していく。

《うお、めっちゃパステルカラーのパンツとブラ‼》

「きゃああああああああああああああああああああああ‼　何してるんですか悠真さん悠真さん何してるんですかあああああああああああああああああ⁉」

　モニタをばっしんばっしん叩き始めた葵子を見て、全員が『あれ、葵子（先輩）の部屋なのか……』と驚おどろきに目を見張る。

　ちなみに、モニタルームの音声は悠真の方には一いつ切さい聞こえていない。

　その間にも、悠真はパンツを取り出して広げて見始めた。

《お、このパンツ染しみ。こっちにも染み》

「いいいいいいいいいいいいいいやああああああああああああああああああああ⁉」

　錯さく乱らんするあまり、葵子がびょんびょん飛び跳はねて時折ばっかんばっかんモニタにボディアタックする。

「虫みたいだもん……」

「ああ、いますね、こういう虫……」

　全部のパンツをチェックした後、モニタの中の悠真は、自信満々に答えた。

《分かった！　葵子先輩の部屋‼》

「なんでそれで分かるんですか⁉　どういう根こん拠きよだったんですか、悠真さん⁉　明らかに染みしかチェックしてませんでしたよね、悠真さん⁉」

「正解‼」

　葵子の悲鳴を聞き流し、名無しさんがどこからともなく取り出したマイクに向かって言うと、名無しさんの宇宙服の頭頂部からピンポーンという正解音と共に小さな名無しさんが出てくる。

「おっすおっすばっちし。では、高炎寺悠真には、次の女の子の部屋に移動するようにお願いします。おにゃーしゃー！」

「「「「「「え⁉」」」」」」

　名無しさんのまさかの台詞せりふに、再起不能に陥おちいっている葵子を除くその場の全員が、凄すごいスピードで名無しさんを見た。

「これで終わりじゃないなの⁉」

「ひょっとして、全員分の部屋でこれやるんですか⁉」

　美羽と椛が矢や継つぎ早ばやに尋たずね、新旧名無しさんが揃そろって頷うなずく。

「ゲーゲゲゲーッゲッゲッゲーゲゲゲゲゲーゲーゲーゲゲーゲゲゲーゲゲッゲゲゲーゲーゲゲッゲゲー」

「通訳しますと『はい』と新・名無しさんが言っています」

「短っ‼」

　新旧名無しさんのやりとりに、千早が巻き込まれ気味に突つっ込んだ。

「あたしの部屋も悠真に物色されるなの……？」

「よく考えたら、私は別に構いませんけれどね」

「乃々お嬢じよう様さま……。あ、でも、よく考えたら、わたくしの部屋も悠真坊ぼつちゃんはご存知ですし、物色されるまでもなく一発で当てられますね」

「まあ、私も別に悠真になら見られたとて構いはしないが。しかし、私の部屋を再現する為に、お前達に部屋に入られたのかと思うと、業ごう腹はらではある」

「うう、紫苑……」

「よしよし、葵子」

「[image: ]」

　当あて所どなくさ迷った後、自分の膝ひざに顔を埋うずめてシクシク泣く葵子を、紫苑が撫なで撫でしてなぐさめるのを見て、名無しさんが叫さけんだ。

「兎とに角だ。この趣味の悪いイベントを……」

「あ、悠真、次の部屋に入ってったもん‼」

　美羽の一言で、揉もめかけていた空気が静まり、再び一同の目がモニタに向く。

　悠真が次に入っていったのは、部屋自体はかなりの豪ごう邸ていの一室といった印象を受けるが、物がほとんどなく、必要最低限の家具以外は装そう飾しよく品の類たぐいが皆かい無むという、強しいて近い物を挙げるとするなら別べつ荘そうの一室のような風ふ情ぜいのある部屋だ。

「あ、わたくしの部屋です。悠真坊ちゃんは何度か来ていますから、知っていますね。見てて下さい。すぐ当てちゃいますよ」

　椛が安あん堵どの溜め息交じりに、うふふと微笑ほほえむ。

　が、部屋を目まの当たりにした悠真は、しばらく棒立ちになっていた。

「？……椛……悠真、分かってないみたいだもん？」

「あ、あれ……？」

　頭の上に疑ぎ問もん符ふを大量に並べる椛の見守る中、モニタに映し出された悠真は引き出しとかを開け始める。

《うーん、誰の部屋なのかなーっと？》

「ちょっ……ちょっと、坊ちゃん⁉」
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《おっ、何だこのノート？》

「坊ちゃ────────────────────────────んっ⁉」

　引き出しの奥の奥に隠かくすようにしまわれていたノートを悠真が取り出すのを見て、椛が素すっ頓とん狂きような声を上げてモニタにへばりつくように迫せまり、乃々が文句を言う。

「ちょっと、椛。見えないじゃない」

「日記か何かか、椛？」

「あ、あれは……」

　椛は涙なみだ目めでぷるぷる震ふるえた。

《なになに……？　『目指せ、49㎏台！　ダイエット大作戦！』……？　大作戦て。ていうか、存外、重いな……あいつ……》

「い─────────────────や────────────────っ⁉」

　半はん狂きよう乱らんになった椛がびょんびょん飛び上がって、がっつんがっつんモニタにぶつかる。

「虫が増えたもん……」

「てゆーか、名無しさん⁉　坊ちゃん、『あいつ』とか言ってますし、これ、もう、誰の部屋か分かってるってことですよね⁉　今すぐやめさせて下さい‼」

「いや、ちゃんと答えてないから駄目だお？」

「んも─────────────────────────っ‼」

　頭を抱かかえる椛を余所よそに、悠真はぺらぺらとノートをめくっていった。

《あいつ、身長あんなもんで、この体重っつーことは……ぽっちゃりを超ちよう越えつしたぽっちゃりだな……》

「ぎゃ────────────────────────────っ‼」

《あー、着やせするんだなー。てか、道理で二の腕うでがたぷたぷしてると思ったわー。よし、今度から、あいつに会った時は、油断した腹肉を摘つまむ挨あい拶さつに切り替かえよう。そして、『今日もぷにってるな、ぽちゃりん』と言ってやろう》

「ひどい……あんまりです……椛はもう生きていけません……」

《お、スリーサイズも計ってるのかー。……胸だけ減って、腹とケツは変わらんな》

「⁉」

　もう声が嗄かれかけている椛が、無言でバシバシモニタに映った悠真を叩たたき始める。

《ていうか、デカ‼　ケツ、デカ‼　こんな巨きよ大だいなケツでは、俺がお尻しりペンペンの刑けいを乱発したくなるのも仕方ないな》

　とうとう椛がその場に崩くずれ落ち、顔を覆おおってメソメソ泣き出した。

　それを見計らっていたかのように、悠真はダイエットノートをぱたりと閉じ、自信なさそうに言う。

《よく分からないけどー。ひょっとして、ひょっとすると、ここは椛の部屋かもしれないなー》

「正解」

　名無しさんがどこからともなく取り出したマイクに向かって言うと、名無しさんの宇宙服の頭頂部からピンポーンという正解音と共に小さな名無しさんが出てくる。

　おどろおどろしい黒っぽい何かを身体からだ中じゆうから吹ふき出す椛とは裏腹に、悠真は次の部屋に向かった。




《む……また見たことない部屋だな……》

　先さき程ほどの部屋とは少し方向性が異なるシンプルな室内を見渡した悠真が独り言ごつ。

　畳たたみ敷じきの和室で、文ふ机づくえと和わ簞だん笥すのある渋しぶい部屋だ。

《第一印象でいくと、紫苑先輩か千早の部屋っぽいんだけどなー……》

　呟つぶやきながら押し入れを突とつ然ぜん開けた。

　その中に、ズラリと並んだ脳のホルマリン漬づけ──それもかなり異様な変質を遂とげている物──を見て、速そつ攻こうで悠真がピシャリと襖ふすまを閉める。

《美羽の部屋》

「正解」

　名無しさんがどこからともなく取り出したマイクに向かって言うと、名無しさんの宇宙服の頭頂部からピンポーンという正解音と共に小さな名無しさんが出てくる。

「ちょ……ゆ、悠真、なんですぐ当てちゃうなの⁉　もっと、葵子先せん輩ぱいや椛の部屋みたいに色々調べていいもん！」

　どんな風に辱はずかしめられるのかとドキドキしながらも、内心ちょっとだけうずうずしかけていた美羽が、興味なさげに部屋の中の物を全く見ようとしなくなった悠真に、涙目になっていた。

《あのー、当てたんで、部屋を出てもよかですか？　今すぐ、この部屋を出たいんですが？》

「ちょっ……ちょっと悠真、好きな女の子の部屋なの。もっと、興味を持つもん……！」

　モニタの前でフルフル手を震ふるわせる美羽だが、悠真は既すでにドン引きである。

《出して！　早くここから出して‼》

　壁かべをドンドン叩く悠真に、半泣きの美羽はモニタをぺちぺち叩き出した。

「悠真ぁ……悠真ぁ、嫌きらわないでなのぅ……」

　悠真が叩く壁が忍にん者じや屋や敷しきの仕し掛かけのようにぐるんと回転して、悠真は次の部屋へと押し出される。

　その先の部屋は……。

《うお⁉　部屋、汚きたな‼　うわ、何か踏ふんだ‼　汚‼》

　足の踏み場もないほど散らかった室内は、ベッドの上に乱雑に脱ぬぎ散らかされたスカートや机の上で崩れそうになっている化け粧しよう品ひんの類から、辛かろうじて女の子の部屋だと分かるが、良く言って物置といった感じだ。

《この汚お部へ屋やは湊のだな……》

「正解」

　名無しさんがどこからともなく取り出したマイクに向かって言うと、名無しさんの宇宙服の頭頂部からピンポーンという正解音と共に小さな名無しさんが出てくる。

《まったく、いつも、俺が片付けてやってるのに、なんですぐにこんな散らかるんだよ、あいつ……？》

　既に正解は出ているのだが、悠真はついいつものクセで、脱ぎっぱなしの服や下着や靴くつ下したを拾い上げて何故なぜかその辺に放置してある洗せん濯たく籠かごに放り込んでいった。

《くさっ‼　靴下、くさっ‼　ブラ、くさっ‼》

　一部の業界ではご褒ほう美びと言われる女臭くささに文句を言いながらも、悠真がどんどん部屋を片付けていく。

「へへへ～☆　悠真、いつもすまないなも」

「いつも⁉　いつも、悠真にあのようなことをさせているのか、湊、お前は⁉」

　てへぺろ☆[image: ]する湊の頭を、紫苑がガッシリつかんでガクガク揺ゆすってきた。

「悠真、もうやめろ……そんな汚お物ぶつ集積所に手を触ふれると、お前が穢けがれてしまう……」

「ひどい言われようだなも⁉」

「悠真ぁ……やめてくれ、悠真ぁ……」

「そうですよ、兄さん！　そんなゴミ箱部屋から一刻も早く出て下さい‼」

「何を言ってるんだぜ⁉　あれはあれで、ちゃんとどこに何があるか分かるし、悠真が大げさに言ってるだけで、別にそんな臭におってないなも‼」

「五月蠅うるさい、黙だまれ、この汚お部へ屋や製造機！」

　顔面つかみ合いの喧けん嘩かが始まる一方で、悠真は次の部屋に向かっていた。

　そして、その部屋に入る前ドアを開けた瞬しゆん間かん、悠真は答える。

《乃々の部屋》

「正解」

　名無しさんがどこからともなく取り出したマイクに向かって言うと、名無しさんの宇宙服の頭頂部からピンポーンという正解音と共に小さな名無しさんが出てくる。

「流石さすがは兄さん‼　瞬しゆん時じに当てるとは、以い心しん伝でん心しんですね‼」

　乃々大興奮。

　だが、乃々を除く全員が、モニタに映った乃々の部屋を見て、絶句していた。

　その部屋は乃々と悠真のツーショット写真の自作ポスターで壁と天てん井じようが埋め尽つくされており、心理的印象では湊の部屋を上回る惨さん状じようと言っても過言ではない。

　紫苑といえど冷える心を抑おさえきれず、思わず零こぼす。

「サイコか、お前は……」

「何ですか⁉　世間の妹の部屋は、並なべてこういうものだと、凄すごく兄の事が好きな妹が出てくる物の本にも書いてあるんです‼」

「発禁だ、そんな本は！」

　発禁にはしないでいただきたい。

　などと、揉める人々を悲しい目で見ていた（ような気がする）新・名無しさんは、静かに告げた。

「……えー、部屋当てクイズの途と中ちゆうですが、ここで終しゆう了りようのお知らせです」

　そんな新・名無しさんの顔を、名無しさんが覗のぞき込んで言う。

「諦あきらめたらそこで試合終了だよ？」

「諦めた」

　試合終了のお知らせである。

　しばらくして、クイズが終了したとはいえ一応出題分は全クリアしたので、意い気き揚よう々ようと悠真がモニタルームにやってきた。

「なあ、紫苑先せん輩ぱいと千早の部屋はまだなんだけど、もういい……の……か？」

　そう言葉を詰つまらせた悠真がモニタルームで見たものは、彼の推理によって次々と乙女おとめの触れて欲しくない部分を突つかれまくり、燃もえ尽きて白い灰のようになっていた葵子と椛、触れて欲しい所に触れて貰もらえなかった美羽、そして、クイズ前と変わらずつかみ合いの喧嘩をしている湊、紫苑、乃々の姿であった。

「なにこれ……？」

　異様な雰ふん囲い気きの室内に立ち竦すくむ悠真に、新・名無しさんが躍おどりかかる。

「うお⁉　なんだよ⁉」

「貴様のような奴やつがいるから修しゆ羅ら場ばが終わらないんだ‼」

「え、いや……すんません……」

「修正してやる‼」

「うわ、痛いて⁉」

　新・名無しさんのへなちょこパンチが顔面の変な所に当たり、怯ひるんだ悠真にマウントポジションを取って、新・名無しさんが撫なでパンチでボコボコにしてきた。

　先程までやり遂げた感溢あふれていた悠真は、突然の仕打ちに『え⁉　何で⁉』という顔で新・名無しさんの柔やわらかパンチを受けるがままになっている。

　と、その凶きよう行こうに気づいた紫苑と乃々が、颯さつ爽そうと助けに入ってきた。

「やめんか！　悠真が可哀かわい想そうだろうが！」

「そうですよ！　兄さんにマウントポジションを取って良いのは妹の私だけです、性的な意味で」

「って、だから、お前は性的な意味でマウントポジションを取ろうとするな、湊‼」

　新・名無しさんの後ろの位置で悠真の上に跨またがる湊の首根っこをつかみ、紫苑が引きずり下ろす。

「大だい丈じよう夫ぶですか、兄さん？　どこか痛い所があるなら、乃々がマウントポジションで治ち療りようしてあげましょうか？」

「強しいて言うなら、今の発言により、俺の心が痛いが……」

「まあ！　それでは、マウントポジションで治療するしかありませんね‼」

「なんで、傷口を広げようとしてんだよ⁉」

「ええい、乃々、悠真をこれ以上苦しめるな！　平気か、悠真？　私がどこかさすってやろうか？」

「取りあえず、お尻しりをさすってやるなも」

「いやらしいな、湊⁉」

　お尻をさすられまくりながら、悠真が湊に突っ込んだ。

　ともあれ、ある程度結束して悠真を気き遣づかう女子達の一部に、新・名無しさんは満足げに頷うなずく。

「みんなのその労いたわりの姿が見たくて、悠真くんを殴なぐったのです」

「噓うそをつけ噓をっ‼」

「ごほん。ところで……女子にあちこち撫で回されたお陰かげか、かなり復活してきましたね、兄さん。元気になったのであれば、兄さんにはちょっとお話ししたいことがあるのですが」

「ひぃ⁉」

「そうですよ、坊ぼつちゃん‼　何ですか、さっきの仕打ちは⁉」

「うお⁉　ビックリした⁉　いきなり詰め寄るなよ、ぽちゃりん……」

「誰だれがぽちゃりんですか⁉」

「痛い痛い‼　鼻フックとかあんまりです、ぽっちゃん‼」

「誰がぽっちゃんですか、坊ちゃん‼」

「ぽっちゃんだの、ぼっちゃんだの、ややこしいなも……」

　いつもと立場が逆の戦いが繰くり広げられ、それに触しよく発はつされたのか、椛と同じように燃えカスのようになっていた葵子や美羽が復活してきて悠真の腹や頭を手でワシャワシャしてくる。

「悠真さん、あれはどういう仕打ちなんですか⁉　紫苑の手前、言うまいと思っていましたが、あんなことをされてはもう、責任を取って貰いますよ‼」

「悠真なんであたしの部屋スルーしたなのもうあたしに興味ないなのどうなの嫌いになったなの⁉」

「ちょっと坊ちゃん聞いてるんですか⁉　女の子に言って良いことと悪いことというのがあるんですよ⁉」

「そうだなも！　別にアタシそんな臭くないぜ！　悠真、噓大げさ紛まぎらわしいなも！」

「兄さん、それより、乃々の部屋が普ふ通つうの妹の部屋だということを、紫苑先輩達に説明してあげて下さい！」

　辱められた復ふく讐しゆうや詰きつ責せきやその他諸もろ々もろの憤いきどおりをぶつけているうちに、徐じよ々じよにエキサイトしてきた女子達がいつの間にか悠真をボコボコにしている。

　しかも、特に関係ないのに、名無しさんが便乗して『これは私の分！　これも私の分！　そして、これは私の分だぁぁぁ‼』などと叫さけびながら、ついでに悠真をボコりまくっていた。

　ボコられる悠真は『ちょっ……待……⁉』とすら言えない程ほどのラッシュにより、遠のく意識の中で、９年前、彼らが過ごした最後の時間のことを思い出していた……。
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　９年前──。

　天てん竜りゆう川上流廃病院──。




　恋心こころの前では遠えん慮りよ気味とはいえ、度たび重なる喧けん嘩かは少女達の間に少しずつ亀き裂れつを生んでいた。

　いつしか、喧嘩してバラバラになっていく女の子達は、必要以上に一いつ緒しよにいないようになっていく。

　悠ゆう真まは、廃はい墟きよで散り散りの女の子達を気にしつつも、彼女達よりも一ひと際きわ悲しそうな少女の下もとへ足を向けていた。

　その少女は嘗かつてみんながよく集まっていたロビーの椅い子すの上で膝ひざを抱かかえて丸まっていて、悠真は思わず幼い心を痛める。

「こころちゃん……」

「……ねえ、ゆうまくん。わたし、間ま違ちがってたのかな？　みんなで仲良くしたいって、ダメなのかな？」

　ぐすんと洟はなを啜すする恋心に、悠真は苦い顔をした。

「ゆうまくんからみんなに仲良くするように、もう一度……」

「いや……みんなからは……。『あの子とは仲良くしない方がいいよ！』って、色んな女の子達から、色んな女の子達相手に釘くぎを刺さされてて……」

「そんなの駄だ目めだよ、ゆうまくん‼　っ！　ごほっごほっ‼」

「こころちゃん⁉」

「わ……たしの……鞄かばんの中……くすり……げほっげほっげほっ‼」

「鞄の中に薬があるんだね⁉　すぐ取ってくる‼」

　普通の咳せきではない異常さを、子供ながらにも察した悠真が慌あわてて吸入器を取って、恋心に薬を吸わせ、落ち着くまでしばらく背中をさする。

　湿しめった呼吸音が治まってから、恋心は更さらに錠じよう剤ざいを幾いくつか水で流し込み、少し疲つかれた笑え顔がおを悠真に向けた。

「ごめんね、びっくりさせちゃって……。……わたしね、小さい頃ころからずっと身体からだが弱くてね。薬を飲んでないと、すぐ身体が駄目になっちゃうんだ……」

「こころちゃん……」

「わたし……生まれてからずっと病院で過ごしてきたの。お医者さんも看護師さんも、みんなみんな優やさしかったし、苦しいこともいっぱいあったけど、病院は嫌きらいじゃなかった」

　かける言葉の見つからない悠真に、恋心は淡たん々たんと続ける。

「少しだけ身体の調子が良くなって、ちょっとだけでも学校気分を、って自然教室に来て……、でも、ずっと独りだったからかな……全然馴な染じめなくて……、楽しそうにしている子達のグループが抜ぬけ出すのを見て、わたしも仲間に入れて貰もらえないかなって、そんな不純な気持ちでこっそりついてきたんだけど……」

　恋心がそこで上を見上げた。

「でも、わたし、いつも思ってた」

「……」

「わたしは何の為ために生まれてきたんだろう、って。みんな言うの。たとえどんな境きよう遇ぐうであろうと、幸せになりなさいって。でも、わたし、幸せがどんなものか分からなかった。ずっとずっと、分からなかったの」

　悠真を真っ直すぐ見み据すえた恋心は、柔らかく微笑ほほえむ。

「でも……でもね。ここに来て、みんなと会って、『悠真くん、好きっ』てなってるみんなが、凄すごく幸せそうで……。幸せな気持ちの時には周りの子にも優しくなれて……。見てるこっちまで幸せな気持ちになっちゃう、そんなみんなが好きなの。愛いとおしいの」

「……でも、今の状じよう況きようは程遠いもんな」

「うん……。……。……わたし！　わたしね！　取り戻もどしたい。ほんの短い間だったかもしれないけど、みんながゆうまくんを好きで、みんながみんなを好きだった、あの関係を！」

　いがみ合う美羽達を思い起こし、悠真は申し訳ないがため息を漏もらさずにいられなかった。

「どうかな……出来るかな……？」

「出来るよ‼　ゆうまくんなら出来る‼　ううん、やらなきゃ‼」

　出来ないだろうというニュアンスで言った悠真だが、それを後押しして欲しい迷いと見て取った恋心が、悠真の手を力ちから一いつ杯ぱい握にぎって力強く励はげまし、更に詰つめ寄る。
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「そうだよ、やるんだよ、ゆうまくん‼　このままじゃ駄目だよ。男の子は女の子を不幸にしちゃ駄目だよ！」

「そう言われても、どうしたらいいか……」

「みんなを好きになってあげればいいんだよ。そうすれば、みんな、幸せになれる。そうでしょ？　将来、みんなと結けつ婚こんすればいいんだよ」

「そ、そんなこと出来るの？」

「ゆうまくんなら出来るよ‼」

「……うん、頑がん張ばってみるけど」

「よし！　みんなをお嫁よめさんにしてね。約束、だよ」

「みんなをお嫁さんにして、みんなに幸せを……」

　その言葉は、少年の悠真の心に深く刻まれた。

　そして、後の彼の人生を悪あく魔まの呪のろいのように、或あるいは女め神がみの祝福のように、縛しばっていくのである。

「そう！　それだよ、ゆうまくん‼」

　少女は力強く頷うなずく。

　悠真のハーレム思想の原点がここにあった。

　それは少女との誓ちかい。

　決して消えることのない、運命の刻印。




　──しかし。

　この約束は果たされないままに、久しく封ふうじられることになる。

　何故なぜならば……。

「「⁉」」

　不意に彼らは強い光に照らされ、思わず腕うでで目を覆おおう。

「いたぞ‼　子供達だ‼」

　レスキュー隊がヘルメットに付けたライトが彼らを照らしていた。

　応おう援えんを呼んだレスキュー隊員によって、相当な数の大人達が押し寄せ、自然教室の宿舎で無事の報しらせを待ち侘わびていた親達の所へ悠真達を保護していく。

　悠真達は両親と泣きながら再会した後、死ぬほど怒おこられて、家に連れ戻された。

　結局、この時、悠真達は仲なか違たがいのような気まずい思いを引きずったまま長らく会うことはなくなる。




　９年の時を経て……。

　名無しさんによって再び集められ、学校に閉じ込められるまでは。
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「……‼」

　いつの間にかベッドに寝ねかされていた悠ゆう真まは、心配そうに見下ろす美み羽う達に囲まれて、跳はね起きた。

「だ、大だい丈じよう夫ぶか、悠真⁉　心配したぞ、悠真‼」

「……殴なぐり倒たおしたのは先せん輩ぱい達だけどな」

「う……‼」

　即そく時じに力ちから一いつ杯ぱい抱だきしめてくる紫し苑おんに、冷静な突つっ込みを入れた悠真は彼女を絶句させる。

　ともあれ……。

　ずっと忘れかけていた過去の夢を見たのは、９年前の廃はい病院を再現したこの場所にいたせいだろうか。

　記き憶おくの奥底に眠ねむる約束を思い出した悠真にとって、口にしないではいられない疑問がある。

　紫苑達から少し離はなれた所で車くるま椅い子すに座る新・名無しさんを悠真はジッと見つめた。

　彼女を見ているとわき起こってくる心のざわつきを必死で抑おさえる。

　人を閉じ込めてまで、こんなことをしそうな人物は、彼の人生で出会った人々の中でもそういる訳ではない。

　特に、こんな子供じみた……けれど、一いつ生しよう懸けん命めいなやり方をする人物は。

「恋心こころ……ちゃん？」

「……」

　この時を予感していたように、新・名無しさんは静かにその名前を受け止める。

「恋心だと⁉」

「そういえば……９年前のあの時……そういう子、いたの……！」

「……薄うす々うすそうではないかと思っていましたが、本当に恋心さんなんですか」

　騒そう然ぜんとなる場の空気を一身に受け、微かすかに俯うつむき加か減げんになってから新・名無しさんが胸の謎なぞの装置のスイッチを押す。

　……と。

　ウィィィンガシャン！ウィィィンガシャン！ウィィィンガシャン！と機械が変形するような音を立て、宇宙服は幾いくつもの分ぶん割かつされたパーツになって左右に割れていった。

　大きく黒くろ眼めがちな瞳ひとみが、色素の薄うすい透すき通るような白い肌はだが、長く伸のびた艶つややかな髪かみが、抱きしめたら折れそうな程細い腕とすらりとした華きや奢しやな脚あしが、悠真達の前に次々と露あらわになっていく。

　その姿は……。

「恋心……ちゃん……」

　成長した五十嵐いがらし恋心、その少女のものであった──。




　湧わき上がる様々な思いに、それ以上何も言えないでいる悠真に代わり、目を見開く紫苑が進み出る。

「恋心……、お前は名無しの一味だったのか？　何故だ？　我々と共に９年前閉じ込められたお前が、何故そちら側にいるのだ？」

「それは……」

　真っ直すぐ紫苑の視線を受け止めたまま、恋心は言葉を濁にごした。

『いや……恋心ちゃんは恐おそらく……』

　悠真が心の中の呟つぶやきを声に出そうとしたその時。

「‼」

　地面がグラリと大きく揺ゆれた。

「地じ震しん……⁉」

「大きいなも‼」

「ちょっと待つもん！　ここ、船の上なの！」

「ということは、船が揺れているということですか⁉」

「きゃー！　兄さん、怖こわい‼」

「どこに抱だきついとるんだ⁉　お前が怖いわ⁉」

「悠真くん、フケツ‼」

「違ちがうんだ、千ち早はや、聞いてくれ‼」

「ちひゃー、悠真はアタシに任せて、机の下に隠かくれてるといいぜ」

「千早が机に寝取られる⁉」

「遂ついに、無機物に⁉」

　揺れが激しいとはいえ、むしろそれとは無関係に大おお騒そう動どうになる悠真達を見て、恋心は一いつ瞬しゆん複雑な表情をしてから微笑ほほえんだ。

　必ずしも望んだ通りの光景とは言い難がたかったが、それでも、それなりに仲良さそうに見える彼らが嬉うれしかったのだろう。

「って、こんなことしてる場合じゃありませんよ、坊ぼつちゃん‼」

「うむ、お前の主人として、女の子が増えることで、椛はながどんどんいらない子になることを俺も危き惧ぐしてやる場合だとは思うが……」

「そうじゃないです⁉　ていうか、いらなくないです！　椛はいる子ですよ、坊ちゃん‼　よく考えてみて下さい⁉」

「確かに、メイドさん要素は必要だが……仕方ない、メイド服を千早に譲ゆずってだなあ」

「わたくしのメイド服が千早くんに寝取られる⁉」

「何を言っとるんだ。千早は寝取られることはあっても、寝取ることはないんだぞ？」

「寝取られることもないよ、悠真くん⁉　勝手に、ボクの方向性を決めないで⁉」

　揉もめまくる悠真と椛と千早に、冷や汗あせを垂らすのを余よ儀ぎなくされる美羽達が、絶句気味に呟いた。

「こんなにガンガンに揺れまくってる中で、吞のん気きにあんな話をするとは、マイペースにも程ほどがあるなの……」

「器うつわが大きいのだ、悠真は。……ともあれ、このまま揺れるに任せておく訳にはいくまい。この揺れは、名無し達にとっても想定外のことのようだしな」

　名無しさんが無線機で何者かと会話している必死な声が漏もれ聞こえてきて、その様子を目を細めて見み遣やった紫苑がキリリと表情を引き締しめる。

　その名無しさんは、恋心の所へやってきて、こそこそと耳打ちしようとした。

「分かるわ」

「まだ何にも言ってねえ⁉」

「じゃあ、アヘ顔ダブルピースして言って」

「これでいい？」

「顔分かんねえ⁉　ヘルメットで‼」

　交こう互ごにツッコミを入れる名無しさんと恋心は、大きく揺れて転びそうになった為ために、余よ裕ゆうをなくした声で手短に告げる。

「緊きん急きゆう事態だよ。操そう舵だ室の自動操縦を解除しないと駄だ目めみたい」

「……」

　仲良く揉める人々を優やさしく見つめていた恋心が、表情を曇くもらせる。

「仕方ない……か」

　車椅子に座り、悠真の背後からどーん‼と激げき突とつした恋心が真しん剣けんな表情で一同に告げる。

「みんな、聞いて欲しいことがあるの」

「その前に俺に何か言うことないの、恋心ちゃん⁉」

　突き飛ばされて部屋に転がった悠真が、ガバァッと立ち上がって非難した。

「……何が恋心〝ちゃん〟だ、悠真。貴様、そんな心ときめくげな距きよ離り感かん溢あふれる呼び方を、恋こい人びとである私に一度でもしたことがあるか⁉」

「そうだもん！　悠真、９年前はあたしのことだって、『みうちゃん』て呼んでたのに、何で、現在は恋心だけ〝ちゃん〟付けで、あたしは呼び捨てなの⁉」

「みうちゃんなんて、呼んでたっけかな、俺……？」

「呼んでたもん‼」

「私のことだって、し、紫苑ちゃん……と呼んでいたぞ、お前は……っ‼」

「わたくしのことも、椛ちゃんて呼んでいましたよ？」

「わっ、私のことも葵あおい子こちゃんと呼んでいました」

「アタシのことも、湊みなとちゃんて呼んでたなも」

「乃の々ののことは、ハニー♡って呼んでましたね」

「最後２人、噓うそを吐つくな⁉」

　流れに騙だまされなかった悠真に、やさぐれた湊と乃々がチッと舌打ちする。

　そのやりとりを例によって、優しい瞳で見る恋心に、名無しさんが耳打ちした。

「ちょっと、和なごんでる場合じゃないよ……」

「あ、そうだったそうだった」

　ゴホンと大きめの咳せき払ばらいをして、悠真達の注意を引きつけた恋心は、居住まいを正して改めて悠真達に告げる。

「緊急事態よ。どうやら、船に何か異常が発生したみたい。本来ならもう少し後になるはずだったんだけど、病院区画を閉へい鎖さしている扉とびらを開放します。それで、わたし達は操舵室を見て来るけど……」

「俺達も行く！」

「どうぞどうぞ」

「コントか‼」

　先せん陣じんを切って病院区画を出ようとしていた恋心が、同行を申し出た悠真を急に前に押し出したので、紫苑が思わず突っ込んだ。




　　　　＊




　少し焦あせった足取りで先頭を行く名無しさんの後について、最初に行った操舵室へと戻もどる悠真達。

　その悠真がひどく穏おだやかな様子で恋心の車椅子を押すのを、紫苑達が非常にピリピリした空気を纏まとって注視している。

　それに気づかないまま、悠真は恋心に問い掛かけた。

「恋心ちゃん……元気、だった？」

「うん！　時々、吐と血けつするけど、元気！」
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「全然元気じゃねえ⁉」

　元気いっぱいに答える恋心に、悠真が衝しよう撃げきを受ける。

　２人の雰ふん囲い気きに思わずキュッと唇くちびるを嚙かんだ美羽が、その間に入っていこうとしたのだが、後ろから腕うでをつかまれて前進を止められた。

「……？」

　振ふり返った先には、椛の手がある。

　溢あふれ出しそうな感情を押し止とどめ、儚はかなげに大好きな人の幸福を祈いのるような、悲しみと寂さびしさが入り混じった切ない表情をした、椛の手が。

「椛……？」

「あ……あの、出来れば、少し、２人で話させてあげて貰もらえませんか」

「え……でも……」

「……お願いします」

　『多分、坊ちゃんはずっと恋心ちゃんのことが……』と、そう言いかけて、椛は言葉を吞のみ込んだ。

　言葉にしてしまったら、それが本当になってしまいそうで、怖かった。

　椛の心に迫せまる口調に、毒気を抜ぬかれた美羽は、沈ちん黙もくして歩みを弛ゆるめる。

　その会話を聞いていた紫苑達もまた美羽と同様であったが、乃々だけは兄の背後にぴったりつけて、無言のプレッシャーを与あたえ続けていたが。

　ただ、椛の気き遣づかいは程なく無用の物となる。

　すぐに目的地に到とう着ちやくしたからだ。

「……‼」

　間断なく揺れ続ける船内を歩いてきた彼らは薄うす々うす悟さとってはいたのだが、操舵室から見える外の景色は、灰色一色だった。

　立ちこめる分厚い雲から怒ど濤とうの如ごとく降りしきる滝たきのような豪ごう雨うと、甲かん板ぱんを大きく越こえてくる波頭が、操舵室の窓を絶え間なく襲おそい続けている。

「自動操縦にしてあった航路上に嵐あらしが発生して、そこに突つっ込んだのか……‼」

　そう叫さけんだ紫苑が名無しさんの頭をつかんで、更さらに問い詰つめた。

「おい、緊急事態だと言ったな。これは予期したものではないのだな？」

「実は私が嵐を呼び寄せたお」

「そんな訳があるか⁉」

「喧けん嘩かしてる場合じゃないですよっ」

　揺れでよたよたしながらも、椛が涙なみだ目めで仲ちゆう裁さいする。

「ていうか、そういや、さっきから千早、静かだな」

「話しかけないで……」

「千早に拒きよ否ひられる⁉」

「そうじゃなくて……船に……酔よっ……うぷっ‼」

「千早が元気なマーライオンに寝ね取とられる⁉」

　元気なマーライオンは、船が元気に飛び跳はねている時に誕生する伝説の生命体である。元気なマーライオンは元気が大好きなのだ。どのくらい大好きかと言うと、元気が好きすぎて元気に吐と瀉しや物をまき散らすぐらいである。

「うぷ……悠真くぷ、嫌いやなこと言わないで、うぷ‼」

「千早が萌もえ語ご尾びを習得しようとしている‼」

　衝撃を受け続ける悠真に、美羽が口の端はしを引きつらせた。

「うぷうぷ言う萌えキャラとか嫌すぎなの……」

「なのもん言う萌えキャラが被かぶりを気にしている……！」

「え⁉　あたしって萌えキャラだったなの⁉」

「ごめん、違ちがった」

「なんだとなの⁉」

　悠真の胸むなぐらをつかんでぶら下がって憤いきどおる美羽を見ていて、そのビジュアル的なものに、一同の顔に変な笑いが浮うかんだ。

　が、椛がはたと我に返る。

「あの……坊ちゃん達、そんなことをしている場合ではないのでは……？」

「そうだぞ、美羽。自重しろ」

「こっちの台詞せりふだもん‼」

　今ひとつ事態を把は握あくしているのかしていないのか分からない面々にやりきれない溜ため息を吐いた紫苑が、改めて名無しさんと恋心に向き直った。

「それより、自動操縦を解除して、船の進路を変えるのではないのか？」

「それより、千早ちゃんが、今にもこの名無しさんに大リバースしそうな件について」

「そんなものは気にしなくていい」

「私、気になります」

「どやかましい！」

「……」

　余裕がなくなっている一同の空気を流石さすがに察して、名無しさんが無言で恋心を見、恋心が微び妙みように口くち籠ごもる。

「それなんだけど……」

「無理、だとは言うまいな？　この調子で高波にでも襲われたら、転てん覆ぷくしかねんぞ」

「解除する方法は……あるよ。あるんだけど……」

「勿もつ体たいぶらずに言え。事態は急を要する」

「……うん」

　言いにくそうに視線を逸そらしてから、作り笑いをして、恋心は口を開いた。

「この脱だつ出しゆつ劇の仕上げ……みんなが本当の気持ちに気づいて……本当の恋こいに気づいて、悠真くんを好きって言ってくれたら、最後の最後の課題として出そうと思ってたんだ。その……」

　最後にもう一度口籠ってから、恋心はてへぺろしながら告げる。

「悠真くんと、ファーストキスをしたら、船はみんなの家のある街に戻るよ……って」

「「「「「「「「……」」」」」」」」

　全員が呼吸をするのも忘れて沈黙した。

　そして……。

「「「「「「「「「「ぅえええええええええええええええええええええええええ⁉」」」」」」」」」」

「って、なんで、名無しと恋心まで一いつ緒しよに驚おどろいてるなの⁉」

「「？？？」」

「無責任に分からないんじゃねーなの─────っ‼」

　美羽が名無しさんの宇宙服をつかんでぐらぐら揺ゆすりながら責め立てる。

　一方、一いつ瞬しゆんは驚いたものの、すぐに冷静になった紫苑は自分の顎あごを撫なでながら渋しぶい顔をした。

「薄うす々うすそんなことだろうとは思っていた。この船から脱出する為ために、いずれまた、我々の関係を深めるなり、新たな恋れん愛あい対象を作るなりしろと、言ってくるのだろうとはな。しかし、今度こそ、唇への、く、口付け……とはな」

　無意識に唇へと指をそろりと伸のばした紫苑が、曖あい昧まいに言葉を濁にごしたが、乃々がそれを引き継ついだ。

「つまり、兄さんが全員とキスしないと、船は勝手に進み続けるんですね？」

「つまり、そうだけど……」

「つまり、兄さんが乃々を激しく求めない限り、船が沈しずんで死ぬんですね‼」

「乃々、俺を激しく求めてくんな⁉」

　のし掛かかってくる乃々に、悠真が激しく叫ぶ。

　彼らの会話を余所よそに、美羽が恋心の前に立った。

「その前に、確かめたいことがあるなの。……恋心は、最初から名無しの一味だったなの？」

「……」

「恋心ちゃん……」

　恋心が無言で見た悠真は、彼女の不安そうな内心を見て取って、すぐに穏やかな表情で頷うなずく。

　他ほかの少女達に対してそうであったように無限とも思える寛かん容ようさで。

　悠真は、彼女の本質が子供の頃ころと変わらず、無む邪じや気きな愛情故ゆえの何かがそうさせているのだろうと信じているのだ。

　その表情に安心したように、恋心は美羽達に告げる。

「……うん、わたし、ずっと名無しさんと悠真君達を見てた」

「じゃあ……」

「名無しの仲間だったのか」

「ううん……違うの。わたしが……っ」

　全すべてを語ろうとしていた恋心が、不意に心臓を押さえ、身を縮こめた。

　それを見た名無しさんが慌あわてて駆かけ寄る。

「お姉ちゃん⁉」

「お姉……ちゃん……？」

　名無しさんの発した言葉に怪け訝げんな顔をする悠真達の目の前で、名無しさんはガタガタガタガタガタ‼と激しく宇宙服を揺らし始めた。

「な、なにごと⁉」

　その異様な有り様に、脅おびえた美羽達が反射的に悠真にしがみつく。

「うおおおおおおおおおおおおおおおおお‼　お姉ちゃんのことかあああああ、お姉ちゃんのことかあああああああ⁉」

「いや、お前が言ったんだよ、お姉ちゃんって⁉」

「ぬわ──っっ‼」

　名無しさんはパパスの死ぬ時の叫びを発し、内部からぶしーっ‼と蒸気を噴ふき出させ、それまで決して脱ぬぐことのなかった宇宙服を一瞬にしてバラバラに弾はじけ飛ばした。

　現れた中の人は、恋心をそのまま一回り幼くした、赤い縁ふちの眼鏡めがねをかけた少女だ。

　その眼鏡少女が、ポーチの中からアンプルを取り出し、針のない圧力注射器で恋心の首筋にプシッ！と薬を注入する。

　息を吞んで見つめる一同の前で、しばらくの後、恋心が苦しげな息を落ち着かせて、みんなを安心させた。

　ご多た分ぶんに漏もれず、安あん堵どのため息を漏らす眼鏡少女は、悠真達の方に向き直って頭を下げる。

「あの……その……皆みなさん……今まで、色々失礼なこととかを言ってしまって、すみませんでした。私は五十嵐愛あ依い……五十嵐恋心の妹です」

　実にお淑しとやかな、図書室の似合いそうな大人しい系美少女然とした、愛依と名乗る女の子が、消え入りそうなか細い声で赤面してぺこぺこした。

「それで、えっと……私、お姉ちゃんに代わって、全て、事情をお話しします……。恐おそらく、そうでなければ、皆さんも納なつ得とくしかねると思いますので……」

「……」

　殊しゆ勝しような態度で、そう切り出した愛依に、全員がぽかーんと口を開けていた。

「……あの……皆さん？」

「名無し、お前、ちゃんとしゃべれたのか⁉」

「ていうか、中の人、超ちよう普ふ通つうなの⁉」

「さては、貴様、名無しの偽にせ者ものだな⁉」

「本物の名無しは、まだ宇宙服の中にいるに違いないぜ！」

　バラバラに弾け飛んでいる宇宙服の中で、比ひ較かく的てき原形を保っているヘルメットの中を覗のぞき込んだりする一同に、愛依がバタバタ手を振ふる。

「ふええ⁉　ち、ちないますちないます！　私、ずっと、宇宙服の中に入ってました！　学校の時も、無人島の時もずっと！」

「マジか……」

「はい」

「今までのあの神経逆なで系の言動は一体何だったんだ……⁉」

「あ、あれは……その……。お、お姉ちゃんが、その方が受けがいいから、ああしろって……。わ、私は嫌いやだって言ったんですけど！　お姉ちゃんが『愛依はお姉ちゃんのお願いを聞いてくれないの？』って泣くから……仕方なく。お姉ちゃんも皆さんも喜んで下さるなら、頑がん張ばろうって……」

「良い子だ‼」

「予想外に良い子だ‼」

　悠真と紫苑が揃そろって衝しよう撃げきを受けた。

「時々、意味分からなかったんですけど、お姉ちゃんがヘッドセットで指示をしてきたので、その通りに喋しやべってました」

「その割にはノリノリだったなも⁉」

「あ……私、演劇部で……お芝しば居いとか結構好きなので」

「人間不信になりそうだもん……」

　中の人と名無しさんとのギャップに、悠真達が騒そう然ぜんとなる。

「すみません。……あの、それで、事情を説明しても？」

　若じやつ干かんぺこぺこしつつ、愛依が問い掛かけた時、グラッ‼と大きめに船が揺れて、何人かがガン！と壁かべに頭を打った。

「痛！……手短に頼たのむ」

「はい……」

　紫苑に頭をさすさす撫でられる悠真に、真しん剣けんな顔で言われた愛依はぎこちなく頷き、少しずつ語り出す。

　この事件の真実──その全てを……。
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　９年前の閉じ込められ事件の直後。

　恋心こころは再び体調を崩くずし、再入院を余よ儀ぎなくされていた。

　しかも、うっかりすると彼女は無む謀ぼうな脱だつ走そうをすることが発覚した為に、より厳重に病室に入れられる。

　最初こそ、少ししょんぼりした恋心ではあるが、病びよう床しように見み舞まいに来る母と妹の顔を見る度たびに、小さな冒ぼう険けん譚たんをキラキラした瞳ひとみで語った。

「あのね、あのね‼　持ってたお菓か子しをみんなにあげて一緒に食べたらね、みんな、ありがとうって言ってくれたの！　ありがとう、だよ⁉」

「はいはい、もう何度も聞いたわよ」

「じゃあ、持ってた金きん塊かいをみんなにあげたら、ヒャッハー！　億万長者の恋心ちゃん、サイコー‼って言ってたよ」

「別に、お母さん、聞いたことのない、やってもいない話をしろって言ってるんじゃないわよ⁉」

「加減が難しいね……」

　母と姉の会話を、姉のベッドの上に寝ね転ころんで聞くのが、愛あ依いは好きだった。

「それでね！　ゆうまくん、て子がいてね。凄すごく優やさしくて、みうちゃんもしおんちゃんも、みんな、ゆうまくんのことが好きになったの！　でも、みんな、ゆうまくんと自分が一番仲良くしたくて、喧けん嘩かしちゃって……」

「あらまあ……それは……」

　恋心の母は言葉を濁したが、その態度からは『子供のうちから過か酷こくな修しゆ羅ら場ばを……』という同情と『リア充じゆう爆ばく発はつしろ』が同時に漂ただよっていたが、まだ幼女の恋心と愛依にはそこまでは分からない。

「でもね！　凄いんだよ！　恋こいする気持ちが溢あふれると、人は優しくなれるの‼　それでね、みんながみんなに優しくなって……‼　っ……ごほっ！　ごほっごほっ‼」

「恋心⁉　あなた、自然教室から帰ってすぐに倒たおれて、まだ体力が回復しきってないんだから！　安静にしていなさいって、お医者様も言っていたでしょう⁉」

「うっ、ごほっげほっ……‼」

「愛依！　ナースコール押して‼」

「うっ、うんっ‼」

　鎮ちん静せい剤ざいを打たれ、恋心は静かに眠ねむり始めた。

　そう……病床にありながら、直ひた向むきに生きることを諦あきらめない姉が話をする姿が、愛依は好きだった。

　けれど、廃はい病院から戻もどってきた姉は、今まで愛依が好きだった恋心とは少し違ちがっていた。

　どこか寂さみしげで儚はかなげだった五十嵐いがらし恋心は、そこにはもういない。

　彼女の瞳には宿っていたのだ──希望が。




　翌日から投薬による治ち療りようを始める恋心は、力無くベッドに横たわりながら、何度も同じ話をした。

　廃病院での悠ゆう真まと美み羽う達のことを。

　生気の失われた表情と声をしていながら、その話をする時、恋心は短い人生の中で一番、輝かがやいていたように、愛依には思えた。

　１年が過ぎ、５年が経たち、９年の歳月が流れても、恋心はその時の気持ちを忘れなかった。

『恋の力は凄いの‼』

　……恋の力への、強い思いを。




　　　　＊




　──悠真達が学園に閉じ込められる３ヶ月前。




　あの悠真達との日々から、ただの一度も病院を出ることもなく、恋心は長い長い永遠とも思えるような辛つらく苦しい闘とう病びよう生活を終えようとしていた。

　残ざん酷こくに突つきつけられた言葉によって。

『余命３ヶ月』




　覚かく悟ごはあった。

　それでも、彼女は絶望に身をよじる。

「わたしは……何の為ために生まれてきたの……⁉」

　そう言って泣く力すら奪うばわれゆく姉が、最後とも思える涙なみだで枕まくらを濡ぬらす。

　愛依はただ、それを見ていることしか出来なかった。




　残り少ない命の炎ほのおが消えようとしている。

　全すべてを絞しぼり尽つくしたような涙を流したその時に……。

　恋心の胸に去来するのは、あの輝かしい日々。

　最初で最後の、友人と呼べる少年少女達との、あの懐なつかしい時間。

　恋心は、唯ゆい一いつの歳とし近い自分の味方、妹の愛依に尋たずねる。

「ねえ、愛依。今いま頃ごろ、みんなは、どうしているのかなあ……？」

　それは答えを求めてのことではなかった。

　自分をすり抜ぬけて、姉がまるでどこか違う世界の何かと話しているような気がして、愛依は背筋が凍こおるのを感じる。

「……みうちゃん……しおんちゃん……ののちゃん……はなちゃん……あおいこちゃん……みなとちゃん……れいくん……そして、ゆうまくん」

「お姉ちゃん……」

「そっか、それと、わたし……か」

　愛依の呟つぶやきに、恋心は虚うつろに反応した。

　姉が壊こわれていくように思えて、愛依はもう泣き出しそうだった。

「みんな、元気かな……。今でも、仲良くしているのかな……。ゆうまくんは……幸せにしているのかな……」
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「っ‼　お姉ちゃん‼」

「なあに、愛依。おっきな声。お姉ちゃん、ビックリしちゃうよ……」

「お姉ちゃん、私、見て来るよ‼」

「え……？」

「悠真さんや、美羽さん、紫し苑おんさん達が今どうしてるか、お姉ちゃんの代わりに私、見て来る‼」

「愛依……」

「だから……だから、まだ諦めちゃ駄だ目めだよ！　みんなが、幸せな恋をしている所、お姉ちゃんは見なきゃ駄目なんだからね‼」

　愛依の必死の訴うつたえに、恋心は驚おどろいたように妹を見つめてから、少し申し訳なさそうに微笑ほほえんで、もう自由に動かない手をどうにか動かして愛依の手を握にぎる。

「分かった。お姉ちゃん、がんばるよー」

　瘦やせ細った姉の手に、また泣きそうになりながら、愛依はその顔を見られないように深く深く頷うなずいた……。




　　　　＊




　こうして、愛依は、悠真達の９年間の足取りを追うことになる。

　探たん偵ていの真似まね事ごとのような、慣れない行こう為いではあったが、姉の為に最後にしてやれることかもしれないと思うと、愛依は必死にならざるを得なかった。




　愛依はまず、悠真のことを捜さがした。

　高こう炎えん寺じ悠真といえば、１００メートル道路に冠かんたる大だい企き業ぎよう・久ひさ屋や大おお通どおりグループの御おん曹ぞう司しとして、多少は目立つ存在で、見つけるのは容易だった。

　結果から言えば、悠真の今は、愛依を幾いく分ぶんか失望させた。

　彼は、幼い頃ころと変わらず、妹の乃の々のと、悪友の湊みなととの、色気のない日々に明け暮れていたからである。

　たった１人、幼おさな馴な染じみからメイドへと立場を変えた椛はなのことを知り、或あるいは、温ぬるい関係から脱だつ却きやくして忍しのぶ恋へと関係性を変えているのではないかと望みを託たくす。

　その望みは当たらずとも遠からずであることが分かるのだが、少なくとも、表面上はただひたすら椛を生温く虐しいたげる悠真と、それでも一いつ生しよう懸けん命めい尽つくす椛という、恋れん愛あいとは程ほど遠そうな関係へと悪化していて、愛依は目め眩まいを覚えた。




　紫苑のことは、鍵けん翼よく高校の制服を調達して学校に潜せん入にゆうし、悠真の近辺を探さぐっている時に、偶ぐう然ぜん見つけた。

　まさか、同じ高校に通っているとは思いもしなかった愛依は、ひょっとしたら悠真と紫苑は既すでに再会して、こっそりとあの頃の旧交を温めたりしているのではないかと、仄ほのかな期待をする。

　勿もち論ろん、その期待は完かん膚ぷなきまで裏切られることになるのだが。

　何しろ２人は旧交を温めるどころか、会ってすらいなかった。むしろ、偶然すれ違ってもガン無視である。

　当然のように、紫苑と一いつ緒しよに芋いもづる式に発見された、紫苑の親友たる葵あおい子こも同様だ。

　それどころか、葵子は男子への警けい戒かい心しんもバリバリで悠真は疎おろか異性に対して全く興味なし状態だった。




　失意の中、美羽の消息を辿たどる愛依。

　これがまた、非常に厄やつ介かいな相手だった。

　ほとんど在学実態のないままに、数ヶ月単位で飛び級飛び級をした後、海外へと渡わたった美羽は、とある研究所を辞やめてからの足取りがぷっつりと途と切ぎれたのである。

　最初に訪おとずれた実家では、妹と思おぼしき人物が高校に通っていたので、そちらから調べる路線に切り替かえてから、愛依は妹と思っていた人物こそが氷ひよう藤どう美羽本人だと知って驚きよう愕がくした。

　まさか、新聞にも載のったことがある程の天才飛び級少女が、今いま更さら、普ふ通つうに高校に通っているとは全く予想だにしなかったのである。

　しかも、改めて調べてみるまでもなく制服からして、悠真と同じ高校であった。

　更さらに、これは薄うす々うす悟さとっていたのだが、近くにいながら悠真達と接点を持っている感じではない。




　事ここに至り、愛依は思い知る。

　９年前の出来事を神聖化し、美しい思い出としているのは、恋心だけであることを。




　最後の１人である『レイくん』に関しては、美羽よりも更にその足そく跡せきを追う事が困難で、どこの誰だれであるのかすら判明しなかった。

　それらの〝調査結果〟を持ち、愛依は姉の病室を訪れる。

　全てを聞き終えた恋心は一言だけ寂さびしそうに呟いた。

「……そっか」

　それきりしばらく沈ちん黙もくする恋心であったが、自分よりも悲しそうに申し訳なさそうに縮こまる愛依に気づいて、軽く苦く笑しようする。

「愛依がそんな顔することないじゃない」

「うん、でも……」

「何となく、分かってた気がするの。だって、結局、最後は喧けん嘩か別わかれみたいな感じのまま、みんなバラバラになったし……」

「お姉ちゃん……」

　姉妹揃そろって暗い顔をする２人……。

　病室に立ちこめる重い空気。

　それは１人の来客に打ち消される。

　ノックと共に現れたその年若い女性は、まだ20歳前後の、白衣を羽織った人物だった。

「……ちょっといいかしら？」

「エイプリル先生」

　エイプリル・アディスン。

　半年ほど前に、世界でも珍めずらしい症しよう例れいである恋心の病気を診みる為に訪日した医師である。

「回かい診しんには少し早くないですか？」

「うん、回診ではないからね。……キミ達は、何やら調べ物をしているようだけれど」

「……？」

　何故なぜ、そんなことをエイプリル医師が？と思う間もなく、エイプリル医師は、封ふう筒とうを差し出してきた。

「これは……？」

「その中の物を見て、なお、『恋心さんの信じるものが彼女らを救う』と思えるなら……相談しに来なさい。多分、力になれると思うから」

「え……先生……？」

　それだけを告げて、エイプリルは微かすかな笑えみを浮うかべ、部屋を後にする。

　残された五十嵐姉妹は、顔を見合わせて、Ａ４サイズの封筒に目を落とす。

　その封筒の下した隅すみには、無機質なフォントで『ＨＳＣ』と刻印されていた……。




　　　　＊




　封筒の中身はファイリングされた悠真や美羽達の調査資料だった。

　愛依の物とは比べものにならない緻ち密みつな調査の痕こん跡せきがそこには記されていた。

　たとえば、悠真が少年の頃、妹を庇かばって腕うでに傷を負い、絵が描かけなくなったこと。

　美羽が研究者として進む道を絶たれたこと。

　紫苑が姉との恩おん讐しゆうの果てに己おのれの進むべき道を見失ったこと。

　全てがそこには記されていた。

　皆みな、それぞれが心に傷を負い、癒いやされないままに生きていることを恋心は知る。

　そして改めて思うのだ。

『このままじゃ駄目。みんな、傷付いたまま、悲しいまま、辛つらいままだよ。でも……。幸せになれる道がきっとある。そう……子供の頃、思い描えがいた関係になれば、きっと、幸福になれるに違ちがいないよ……‼』

　光明が見えた気がした。

　自分の生きた証あかし。

　最後の最後に自分が残せる物。




　それは──恋こい。




　たった一度の幼い頃ころの冒ぼう険けんが、彼女の人生を運命付けた。

　彼女は、自分の人生の最後の時間を捧ささげるものを見つけたのだ。




　　　　＊




　エイプリル医師は、恋心の話を熱心に聞いた。

　そして、恋心の思いを実現するため、彼女が立てた荒こう唐とう無む稽けいな計画を実行に移すべく、活動を開始する。

　彼女の背後にある複合企き業ぎよう体たいＨＳＣ、その助力を得て。

　ＨＳＣは、計画の準備を完膚なきまで大がかりかつ正確に実現させていく。

　無人島に校舎を建て、その中に彼らの心の傷に触ふれる場所を作り上げた。

　最後に、恋心は気の進まない愛依に、半ば強ごう引いんに実行犯筆頭役〝名無しさん＠嵐あらし属性〟の役目を負わせることに成功する。

　そうして、恋心は、悠真達にお互たがいの過去と思いを知って貰もらうことでグループ交際を実現させようと画策し、今に至るのであった。
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　恋心こころと愛あ依いの話を、途と中ちゆうからぽかーんと口を開けっ放しで聞いていた悠ゆう真ま達のそのみっともなさを見かねて、恋心が順番に顎あごに手を当てて閉めていく。

　が、折せつ角かく閉めた口を悠真はすぐに開いた。

「そっか……そっか……。恋心ちゃんはあの頃ころも結構無む茶ちや苦く茶ちやだったけど……変わってないなぁ」

　くすくす笑う悠真に、紫し苑おん達は目を見張る。

「ふふ……まったくだ。恋心、お前の猪ちよ突とつ猛もう進しんな生き方には、開いた口が塞ふさがらん。呆あきれて物が言えん……が、妙みようなものだ」

　紫苑もまた笑う。

　悠真と同じ笑顔で。

「それなのに……何故だか、私はお前に、感謝したくてたまらないのだ、恋心。お前のお陰かげで私は……お前の言う恋の素す晴ばらしさを知ることが出来たのだからな」

　悠真の腕を抱いだく紫苑が微笑ほほえむ。

「そうですね。こんなことにならなければ、坊ぼつちゃんの本心を聞くことは出来ませんでしたからね」

　デュフフフと逆側の腕に絡からみつく椛はな。

　負けじと乃の々のや湊みなとも千ち早はやを巻きこんで悠真の背中にへばりつき、最後に葵あおい子こが悠真の服の裾すそを紫苑に見えないように、ちまっと摘つまんだ。

　思い人への近い距きよ離りにお互いムッとしながらも、色々な馬ば鹿か馬ば鹿かしさが渦うず巻まいて、思わず紫苑達は笑ってしまっていた。




『みんなの幸せな顔が見たい』




　その恋心の思いの結実が目の前にある。

「よかった……よかったね……お姉ちゃん……よかったね……っ」

　愛依の瞳ひとみに思わず、涙なみだが溢あふれた。

「ちょっと待つもん……」

　和なごやかな雰ふん囲い気きになりかけた場の空気を、少し離はなれた所からの切せつ羽ぱ詰つまった美み羽うの声がかき乱す。

「エイプリル・アディスン……て言ったなの……？」

「はい。お姉ちゃんを診て下さってるお医者さんですね。……エイプリル先生がくれた美羽さんのファイルの中には、エイプリル先生自身のことは書いてありませんでした。鍵けん翼よく高校校舎のレプリカの教室で聞いた美羽さんの話で、私も初めて知ったんです」

「エイプリル……」

　釈しやく然ぜんとしない気持ちと懐なつかしさでない交ぜになった感情が、その名前を口にする美羽の中に渦巻く。

　それに触しよく発はつされたように、紫苑が疑問を口にした。

「そういえば、そのエイプリル医師か。彼女のバックボーンらしき、ＨＳＣとは何なのだ？　いや、待て……確か、どこかでその名を聞いたことがあるような……？」

「地下室……だね」

　それまで沈ちん黙もくを守っていた千早が、ぽつりと漏もらす。

「そうか！　あの地下室を作ったとかいう……」

「ＨＳＣに関しては私達もよくは分からないんです。でも、お姉ちゃんの思いつきに、無む償しようでこんな大がかりな……校舎建てたり、大きな船を丸ごと改装したりしてくれるなんて、普ふ通つうじゃないな……とは思ってましたけど」

　普通じゃないなで済ませてそれに乗っかる五十嵐いがらし姉妹もまた普通ではないと一同は思わなくもない。

「ともあれ、分かった。しかし、そういうことならば、我々が条件を満たさずとも船を止めることは出来るのではないか？……いや、悠真と接せつ吻ぷんを交かわすのが嫌いやだと言っているのではなく、むしろ、望むところではあるのだが」

「それが、今回はビデオ判定を採用しているので、船内のビデオカメラがキスする現場を捉とらえて画像解かい析せきでコンピュータがマッチングにＯＫを出さないと解除されないんです」

「何故なぜ今回に限ってそんななのだ⁉」

「お姉ちゃんが皆さんのメモリアルだから、録画しておいた方がいいって……」

「うん、ときめきメモリアルだから」

「余計な言い直しをするな！」

　恋心に憤ふん慨がいする紫苑が、さて、どうするか？と悠真を見み遣やる。

　と、その時。

「ぐ……っ……‼」

　恋心が胸を押さえて、呻うめき声を上げた。

「お姉ちゃん⁉」

「恋心ちゃん、大だい丈じよう夫ぶ……⁉」

「大変……‼　早くお医者さんに診みて貰わないと……‼」

　虫の息の恋心が苦しそうに顔を歪ゆがめるのを見て、皆みなの背筋が寒くなる。

「顔色が悪いな……」

「早く、船を止めて陸地に向けないと……」

　意識せずだった椛の呟つぶやきに、少女達が反応して唇くちびるに手をやった。

「こ、これは人助けだもん！　だから、仕方なくなの！」

　いち早く悠真に迫せまる美羽。

　が、その美羽の頭をグイッと押しのけ、身体からだを割り込ませた紫苑が不意に悠真の唇を奪うばう。

「あああああああ───────────────────────────っ⁉」

「んく……。はふ……し、してしまったな、悠真……」

　うっとりと悠真を見る紫苑は、頰ほおを赤らめてはにかんだ。

「……いいか、悠真。私は人助けだから仕方なくした訳ではないぞ。お前が好きだから、お前と口付けを交わしたいと心の底から望んだからしたのだ。誰だれよりも、お前を愛しているからだぞ」

「は、はい……ありがとうございます」

「って、何、あたしのちゅーに割り込んできてるなのっ⁉」

　今度は逆に紫苑の顔面をつかんで、美羽が引き剝はがしてくる。

「貴様がのろのろやっているからだ。別に対たい抗こう心を燃やした訳ではない」

「明らかに対抗意識バリバリだったなのっ！」

「ふふんっ、負け犬の遠とお吠ぼえだな。悠真の唇は甘く切ない青春の味だったぞっ」

「うわあああああんっ！　紫苑先せん輩ぱいのばかばかばかばかばかばかはかば───っ！」

　途中からカバになっていた。

　喧けん嘩か中の２人は放置し、椛がモジモジと悠真の側そばに寄ってくる。

「あ、あの……坊ちゃん、その、や、優やさしくお願いしまがふっ⁉」

「よし、椛終しゆう了りよう」

　寄ってきた椛にほぼ頭ず突つきに等しい荒あら々あらしさ溢れるキスをぶちかました為ため、椛の語ご尾びは悲鳴に近いものになった。

「悠真、アタシもアタシもだなも」

「え⁉　名無しに認にん定ていされた恋こい人びと関係の人だけでいいんじゃないのか⁉」

「女子全員とすることを想定されているので、別々の女の子７人としないと駄だ目めです」

　驚おどろく悠真に、愛依が冷静に答え、悠真は指差しカウントする。

　美羽１、紫苑２、椛３、乃々４、葵子５、湊６、千早７。

「千早入ってんじゃねえか⁉」

「千早は美羽とでもすればいいのではないか。他ほかの男に唇を許すような奴やつは悠真に相応ふさわしくないから、すぐに別れた方がいいが」

「何勝手に人の別れ話を進めてるなの、紫苑先輩⁉　ゆ、悠真っ、兎とに角、早くするなのっ！　悠真がどうしてもしたいって言うならだけど……なの」

「ぐ……あああああ……っ‼」

　未いまだ素す直なおになりきれない美羽を見ていた恋心が、胸を押さえて呻き声を上げた。

「……！　ゆ、悠真……は、早くするもん……」

　急を要する事態を察した美羽が覚かく悟ごを決めて唇を突つき出すと、悠真もそれに応こたえる。

「っ……！」

　数秒の口付けから解き放たれた美羽は、でれっでれのだらしない顔になって、床ゆかを転がり出した。

「兄さん、そろそろ口直しが必要じゃありませんか？　乃々がお相手しましょうか」

「……乃々とは、もうしたじゃん？」

「……は？」

「ほれ、地下室から戻もどる時」

　『あ』と記き憶おくを掘ほり起こされる乃々。

　追い打ちを掛かけるように、愛依が何度か頷うなずく。

「あ、それはもうカメラに捉えられていましたね」

「じゃあ、もうしなくても？」

「いいですね」

「私はなんであんな中ちゆう途と半はん端ぱなことを‼　合法的に兄さんとベロチュー出来たのに‼」

　珍めずらしく取り乱して、美羽と一いつ緒しよに床に転がる乃々が頭を抱かかえた。

　その言葉を聞いて、葵子が連れん鎖さ的に取り乱す。

「ベロチュー⁉　ベロチューありなんですか⁉」

「べろちゅー」

　女子達の間かん隙げきを縫ぬって、湊が悠真にベロチューする。

「湊、貴様───────っ‼」

　美羽との間も引き裂さいた紫苑の豪ごう腕わんが、湊をも押し戻したが、湊の口から伸のびた舌から唾だ液えきが悠真との間につい───っと糸を引き、その艶なまめかしさに女子一同の頰に強く朱しゆが差す。

「う……あ、あと、残るは葵子と千早だが……」

「すみません、紫苑……悠真さんとベロチューすみません……」

「いや……別にベロチューする必要はないのだが」

「ごめんなさい、ごめんなさい、紫苑……人命救助の為なんです、ごめんなさい……」

「う、うむ……まあ、そうだな……。仁義に厚い葵子のことだ。悠真の恋人たる私を顧こ慮りよするのは分かるが、死に瀕ひんする者を見捨てることは出来まい。私に構わずしていいぞ。……。……。……。一応、念ねんの為に言っておくが、ベロチューは必要ないからな？」

「はっ、はいっ⁉」

　途と中ちゆうから半分紫苑の言葉を聞いておらず、悠真の唇だけを凝ぎよう視ししてハァハァと荒あらい息を吐はく葵子の肩かたをつかんで釘くぎを刺さす紫苑に、葵子がビクッ！となった。

「で、では、悠真さん、ふ、不束ふつつか者ものですが、よろしくお願いします」

「は、はい……」

　最初こそ怖おず怖おずとだったが、心なしか重ねた唇の奥からクチュクチュと水っぽい音が聞こえてきて、最後には喉のどがごくんごくんと鳴るに至り、呆ぼう然ぜんと見ていた全員が『こらあああああああっ‼』とツッコミ気味に割って入る。
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「あああああ、葵子、おま、おま、お前は……っ⁉」

「はっ⁉　す、すみません、紫苑⁉　唾だ液えき交こう換かん、ごめんなさい……許して下さい、紫苑……‼」

　惰だ性せい？でえらいことまでしていたことに気づかされ、後こう悔かいと懺ざん悔げで葵子が身体を丸くして床をゴロゴロ転がった。

　転がりながら顔を覆おおってメソメソ泣き始める葵子に、追い詰つめすぎたかと紫苑がハッとなる。

「い、いや、私は責めている訳では……というか、唾液交換⁉　唾液交換とはなんだ⁉」

「ごめんなさい、紫苑……違ちがうんです違うんです……」

　メソメソゴロゴロする葵子とは話が通じない。

「あと残ってるのは、１人……」

　と呟く悠真に見られた千早がビクッとなる。

「……」

「……悠真さん？」

　ふと沈ちん思しする悠真の顔を見る愛依に、彼が問うた。

「別々の女の子７人であれば、誰でもいいんだな？」

「え？　あ、はい、そういう設定になっていますけど、ここに他の子なんて……」

　言いかけて、愛依がハッとなった。

　この場には本来想定した少女達以外に２人の闖ちん入にゆう者しやがいる。

　その片方である、車くるま椅い子すに座っている恋心に悠真が顔を近づけた。

「悠真君……」

「……駄目、かな？」

「……だめだよ」

「どうして？」

「わたし、薬くさいし……」

「そんなことないよ」

「わたしの病気、伝染うつっちゃうかもよ……？」

「いいよ」

「……なんだよぉ……わたしと恋こいをしたら……悠真君、幸せになれないじゃない」

「そんなことないよ」

「だって……だって、わたし……もうすぐ、死んじゃうんだよ？」

「そんなこと……ないよ」

　一言ごとに近づいていく唇と唇が、優しく重なる。

「……」

「……」

　恋心の閉じた目の端はしからつぅっと一筋の涙なみだが流れた。

　永遠のような時間の後、２人はお揃そろいのくすぐったそうな微笑ほほえみを浮うかべて離はなれる。

　しばらく甘い感傷に浸ひたる恋心が、ふと、美羽達に視線を向けると、少女達は悲しげな……それでいて優しげな瞳ひとみで恋心を見ていた。

「ま、仕方なかろう」

「……まあ、恋心はあたし達の恋の恩人でもあるし、許ゆるすなの」

「みんな……」

　恋心の理想がそこにあった。

　恋をしている輝かがやきと──。

　満たされるが故ゆえの優しさと──。

　──そして、秘ひめられた切なさとが。

「ずっと……ずっと……こうしていたかった……」

　恋心は自分の胸の中が温かいものでいっぱいになるのを感じる。

「ずっと……ずっと……ずっと……こうして……いたい……なあ……」

　微笑んだまま。

　恋心の手がだらん、と。

　力無く垂れた。

「恋心ちゃん……？」

「……」

「こころ……ちゃん……」

　彼女の顔には生気が宿っていなかった。

　命の輝きがそこにはもう……。

「恋心ちゃん⁉」

　悠真の悲鳴にも似た叫さけびに、紫苑が反応する。

「‼　船の自動操縦は⁉」

「解除されてます！　すぐに、量産型名無しさんが来て進路を変へん更こうしてくれるはずです‼」

　愛依の言葉通り、船は程ほどなく陸地へと向かった。

　しかし、それより早く甲かん板ぱんに着地した高速救命ヘリによって、恋心は病院へと運ばれていく。

　嵐あらしを抜ぬけた青空の向こうに消えていくヘリを、悠真達は見送った。

「虹にじ……」

　その先にかかる七色の天空の橋が、希望へと届くことを信じて……。
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　ＨＳＣによる情報操作なのだろう。

　失しつ踪そう期間中、緊きん急きゆう短期留学ということになっていた悠ゆう真ま達は、事もなく元の生活に戻もどることが出来た。

　偽ぎ装そうした電話やメールが両親の下もとにも行っていて、特に咎とがめられることもなかった。

　そして、自宅に一いつ旦たん戻もどされた彼らが真っ先に向かったのは、恋心こころが収容されている病院だ。




　途と中ちゆう、看護師さんに叱しかられながらも、必死に彼女の病室へと駆かけていった彼らは、そこで見る。

　ベッドに横たわり、白い布を顔にかけられた少女の姿を。

「恋心ちゃん……ッ‼」

　喉のどから血を絞しぼり出すような絶ぜつ叫きようと共に、ベッドの端をつかむ悠真がくずおれる。

「そんな……⁉」

「恋心……噓うそだろう……？」

　悠真の後ろで立ち竦すくむ美み羽うや紫し苑おんも絶望に満ちた呟つぶやきを漏もらした。

　……だが。

　その時、ベッドに横たわっていた恋心がむくりと起き上がって自分の顔にかかっていた布を取り払はらう。

「ふっふっふ……まだまだ死ねぬわ」

「……お姉ちゃん、趣しゆ味みが悪すぎるよ」

　ベッドの逆サイドのパイプ椅い子すに座っていた愛あ依いがジト目で、悪そうな笑えみを浮かべる姉を見た。

「恋心……ちゃん？」

「いやあ、今回ばかりは死ぬかと思ったにゃー」

「恋心ちゃんっ‼」

「うおう⁉」

「恋心っ、馬ば鹿か者っ‼」

「心配させるななのっ‼」

　一命を取り留めていた恋心を抱だきしめる悠真に、愛のこもった罵ば倒とうを浴びせて紫苑達も続く。

「みんな……」

　嗚お咽えつを堪こらえようともしない悠真達を、恋心は優やさしく抱きしめ返しながら、謝罪した。

「……この２週間、迷めい惑わくかけてごめんなさい。わたしの……我が儘ままのために」

「馬鹿者……それこそ、馬鹿者だ、恋心。謝られることなど、ない」

「そうなの……。恋心、もう一度、あたしを悠真に会わせてくれて……悠真と仲良くさせてくれてありがとうなの……」

　思いは１つ、そう言いたげに涙を浮かべた少女達が頷うなずく。

「……うんっ。わたし、馬鹿者だね……そして……幸せ者、だね……」

　恋心の身体からだから不意に力が抜け、だらりと腕うでが力無く垂れた。

「恋心ちゃん⁉」

「ふっふっふ……まだまだ死なぬわ」

　今度こそ心臓が止まる思いをした悠真の呼び掛かけに、悪そうな笑みを浮かべて恋心が起き上がる。

「お姉ちゃん、いい加減にしないと、本当にそのうち絞しめ殺されるよ？」




　　　　＊




　──後日。

「名古屋市の統計では、男性が女性から『ねえ、私のこと好き？　好きって言って？』と言われた時に好きだよと答えた後、女性から言われたい台詞せりふ１位は『そんな簡単に好きって言えちゃうような軽い気持ちなの⁉』だそうだ」

「相変わらず、めんどくさい女好きだな‼」

「だから、何の統計を取ってるのよ、名古屋市⁉」

　鍵けん翼よく高校２年04組の教室には、事件前と変わらずクラスメートと談だん笑しようする高こう炎えん寺じ悠真の姿があった。

　と、クラスメートの１人が、廊ろう下かを歩く１人の少女を視界に捉とらえる。

「お、渡わた雷らい先せん輩ぱい。流石さすがは校内ナンバー１の美人……歩いてるだけで目を引くっつーか、オーラがあるよなあ」

「美人過ぎて誰だれも手が出せない難なん攻こう不ふ落らくの高たか嶺ねの花なのよねえ」

「眺ながめるだけで眼がん福ぷくだよ」

　級友が噂うわさ話ばなしをしているのをぼんやり聞いていた悠真を、廊下から渡雷紫苑が見つけ、笑顔で手を振ふってきた。

　そして、物もの怖おじしない様子で教室に入ってくる。

「悠真、元気にしているか？　ここのところ、ずっと一いつ緒しよにいたから、離はなれていると調子が狂くるうな。寂さびしくはないか？」

「いや、大だい丈じよう夫ぶだよ」

「そうか……私は寂しい。いっそ、椛はなのように、悠真の家でメイドさんでもするかな。そうすれば、一緒にいられる時間が増えるだろう？」

「それは、あんまりオススメしないよ、紫苑先輩……」

　珍めずらしく少し離れた所で苦笑をする椛を気き遣づかったか、悠真が微び妙みような顔をした。

「ふむ……。……もっと一緒にいる時間が欲しいな」

　微笑ほほえみながら紫苑が悠真を抱きしめるに至り、教室内に異様な響どよめきが広がる。

「え、ちょ、何で高炎寺と渡雷先輩がそんなに親密げに⁉」

「我々は恋こい人びと同士だからな」

　悠真に頰ほお擦ずりする紫苑に、うおおおおおおおおおおおおおおおん⁉という衝しよう撃げき的な悲鳴が轟とどろいた。

「無敵の不ふ沈ちん戦せん艦かんの渡雷先輩が高炎寺に陥かん落らく⁉」

「よりにもよって、悠真に⁉」

「どこがいいんだ、メイドさんを侍はべらせることぐらいしか才能のない高炎寺の⁉」

　悠真への悪口に、露ろ骨こつにムッとした態度を取る紫苑が、キッ‼と一同を睨にらむ。

「悠真を悪く言うな。悠真を罵ののしっていいのは、恋人の私だけだ」

『罵っている自覚はあったのか……』

　自分を庇かばう紫苑の後ろ姿に、恋人の思いを新発見する悠真であった。

「まあ、私が愛いとしい悠真を罵ることなどないがな」

『罵っている自覚はなかったのか……』

　フッと笑いかけてくる紫苑の笑顔に、恋人の思いを新発見する悠真であった。

　……と。

「あああああああああああああああああああああああ⁉」

　廊下から女の子の凄すごい絶叫が聞こえてきて、小こ柄がらなツインテールの少女が猛もうスピードで突つっ込んできて、紫苑と悠真を引き剝はがす。

　その少女とは……。

「あ、隣となりのクラスの優等生」

「ああ……あのいつも成績学年トップの……」

「なんだ、美羽、お前、意外と顔知られてるんだな……」

　悠真が、ツインテールの少女こと氷ひよう藤どう美羽に感心したように言った。

「紫苑先輩、悠真は、あたしのことが好きなんだから、ちょっかい出すのはやめてやって欲しいもん」

「ふん、お情けで側そばに置いて貰もらっているくせに、態度がデカいな、美羽」

「な⁉　そっちこそ、どうせ、身体だけが目的で付き合われてるだけだもん‼」

「それでも結構。悠真から真に必要とされるなら、それだけで本ほん望もうだ」

「そんなの強がりなのっ‼」

　胸むなぐらをつかみ合って大おお喧げん嘩かを始める２人を呆あつ気けに取られて見ていた２年04組の人々があわあわし出す。

「やめて……もう高炎寺の為ために争わないで……」

「憧あこがれの渡雷先輩がそこまで悠真にメロメロに……」

「もうこんなの見たくない……見たくないよお……」

　オロオロする男子生徒は、現実から目を逸そらそうと必死である。

「もう我が慢まんならないもん、表へ出ろなの‼」

「望むところだ‼」

　悠真が止める間もなく、胸ぐらをつかみ合いながら、紫苑と美羽がどすどす足音を怒いからせて教室を出て行った。

　と、その騒そう動どうに完全に吞のまれた空気の中へ、紫苑を捜さがしていた聖せい宮ぐう葵あおい子こが入れ替かわりに教室に入ってくる。

「あ、悠真さん、紫苑を見ませんでしたか？」

「……見た、ような、見なかったことにしたいような」

「え？……あ、そうそう。あの、悠真さんにお願いがあるんですが。そ、その、お、美味おいしいケーキのお店があるとクラスの女の子が言っていて、よろしければ、今日の帰りに私と一緒に行っていただけないかと」

「いいけど……」

「ほ、本当ですか⁉」

　モジモジぼそぼそ囁ささやくお誘さそいに頷く悠真に、葵子は顔を輝かがやかせた。

　悠真がモテまくるという増ぞう殖しよくする悪夢を前にして、男子生徒達は机の上に蹲うずくまって耳を塞ふさぐ卓たく上じよう引きこもりのポーズを取る。

　そこへ唾だ棄きしたい気持ちでいっぱいだが、行ぎよう儀ぎが悪いのでどうにか我慢している紫苑が戻もどってきた。

「あれ？　美羽は？」

「途と中ちゆうで出くわした湊みなとと乃の々のと揉もめだしたので、放置して戻ってきた」

「……」

「む？　葵子、どうしたのだ？　こんな所で？」

「ひぃっ⁉　すっ、すみませんすみません、紫苑‼　ちなうんですちなうんです！　これは、その……‼」

「何を謝っているのだ……？」

「ごめんなさい、紫苑！　ケーキ屋には行かないから許して下さい‼」

「ケーキ屋……？」

　喋しやべれば喋るほどドツボにはまっていく葵子に、助け船を出そうと悠真が間に入る。

「あー、いや、今度、３人でケーキ屋でも行きたいなーって、俺が」

「ほう！　デートのお誘いか。ふん、２人きりだと恥はずかしいのだな。この照れ屋さんめ」

　悠真のおでこをツンツン突く紫苑を見る葵子が『抜ぬけ駆がけしようとしてごめんなさい。もう死にます』という気持ちと『はううう、私と悠真さんの２人でこっそりケーキ屋がぁ……』という思いの狭はざ間まで、半泣きになっていた。




　　　　＊




　放課後。

　今の悠真が３人でケーキ屋に行くなどという抜け駆け的行こう為いが出来る訳はなく、結局、閉じ込められ事件に関かん与よした鍵翼高校生全員で向かうことになった。

「……千ち早はや、どうしてるんだろうな」

　この場にいない他校の生徒である闇あん城じよう千早のことをふと思い出す悠真に、椛が申し訳なさそうに答える。

「連れん絡らく先が分からないんですよね。市内や市外の学校を調べてみたんですけど、千早くんが着ていた制服の学校ってなかったですし」

「相変わらず、お前は役に立たんな、椛」

「坊ぼつちゃん、酷ひどい‼」

「解放されて家に帰る時にも、いつの間にかいなくなってたしなも、ちひゃー」

「椛はいつ、いつの間にいなくなるのかな？」

「いなくなりません⁉　言うに事欠いて何てこと言うんですか、坊ちゃん⁉」

　そんな感じでワイワイと下校する彼らは、寄り道したケーキ屋でお茶をすることもなく、人数分＋αのケーキを買って、そのままぞろぞろと移動した。




　向かう先は、数駅隣にある市内の大学病院である。

　そこに入院している人物に会いに行く為だ。

「よお、恋心ちゃん。見み舞まいに来たよ」

「あ、ぽこたんインしたお」

「誰がぽこたんだ」

　ぽこたんではなく、悠真が文句を言う間に、女の子同士はテーブルの上にケーキを並べていく。

「おお、お見舞いにケーキとは分かってるね、キミ達‼」

「何が分かっているのかは知らんが、前回見舞いに来た時に、花ばっかりだとつまらんと散々っぱら文句を言ったのはお前だがな」

　談笑する少女達を遠巻きに見る悠真は、病室の片かた隅すみに置かせて貰っているイーゼルとキャンバスを持ち出してきた。

　そして、かつての相棒達である絵筆で、恋心達を描えがいていく。

　いつの間にか悠真の絵を覗のぞき込みに来ていた美羽が、素そ朴ぼくな疑問を悠真に投げかけた。

「ねえねえ、あたし達、ポーズとか取ってないけどいいなの？」

「いーんだよ。デッサンをしてる訳じゃないし、笑ったり怒ったり自由にして貰ってる方が。その時々の自然な表情が少しずつ絵に重なっていく感じがしてさ」

「ふーん……あたし、絵心ないからよく分からないなの」




　──そう。

　悠真は一度は折った筆を再び手にしていた。

　描いても描いても苛いら立だちと絶望しか生まなかった頃ころの絵と、そう変わる物ではないはずなのに、描けば描くほど優やさしい気持ちになれる自分に、悠真は自分でも驚おどろいていた。

　そもそも、もう一度、真っ白なキャンバスに向かい合う気持ちになるなどとは思いもしなかったのだ。

　それでも、病室でさざめきあう恋心達を見ていたら、無む性しように絵を描きたくなった。

　描かないではいられなかった。




　天才と呼ばれた頃のような、筆躍おどる感かん触しよくはない。

　一筆ごとにアドレナリンが駆かけ巡めぐるような、高こう揚よう感かんもない。

　ただ、これまで感じたことのない、キャンバスに導かれるような、不思議な感覚が悠真を包んでいた。

　少女達に手を取られ、描かせて貰っている。

　悠真はそう感じていた。

　それはとても幸福なことであるとも。




　数週間を経て描き上げられたその絵は、お披ひ露ろ目めされると、少女達の視線を釘くぎ付づけにした。

「技ぎ巧こう的には、昔の絵とは比べるべくもないけど……」

　自じ嘲ちよう気味に言う悠真ではあるが、恋心達はその言葉を聞いていないかのように無反応である。

　彼女達は少なくとも一度自分の絵を見ている。

　恐おそらく、それと比ひ較かくしての感想を口にしづらいのであろう。

　そう考えていた悠真だったが……。

「……いいね」

「え？」

「凄すごくいいよ、悠真君‼」

「そ、そうかな……？」

　身を乗り出して悠真の両手を握にぎり、瞳ひとみを輝かす恋心の様子は演技には見えなかった。

　くすぐったくなって、悠真は少し身を竦すくめる。

「うむ、私も以前の絵よりも、こちらの絵の方が好きだ。何と言うかな……魂たましいと心のこもった優しい絵だ、これは。モチーフへの愛情が溢あふれているから、だろうかな」

　同感とばかりに、美羽達が紫苑の意見に頷うなずいた。

　キャンバスの中の少女達と、変わらぬ笑え顔がおがそこにはある。

　温かな笑顔に囲まれ、幸せそうな少女の絵。

「ね！　悠真君！　この絵にタイトル付けていい⁉」

「……いいよ」

　微笑ほほえんだ悠真は、何となく、恋心が何というタイトルを付けるか、分かった気がした。

　果たして、その予想は当たっていて、恋心は悠真の予想通りに名付ける。

『恋こいする少女達』──と。




　　　　＊




　絵が完成した翌日。

　昼休みの一ひと時ときの鍵翼高校の中庭。

　悠真と彼に恋する少女達が揃そろってお弁当を食べていた。

　いつの間にやらすっかり日常の光景となったそのハーレムな状じよう況きようではあるが、だからといって人々がそれに慣れる訳ではない。

　校内の美少女独り占じめに、涙なみだする男子生徒は数限りないと言われている。

「ほら、悠真、私が作ったタコさんウィンナーだぞ。あーんしろ、あーん」

「そんなもん、ただ切って焼いただけだもん。悠真、あたしが完かん璧ぺきな調味料調合で作った肉じゃがを食べるなの」

「坊ちゃん、特製の卵焼きですよ。食べ慣れた味がやっぱり一番ですよね、坊ちゃん」

「兄さん、デザートも用意していますよ。乃々特製のシュークリームですよ。あ、そっちのは皆みなさんの分で中にわさびとか入っていますから、駄だ目めですよ」

「ロシアンシュークリームだなも⁉」

「ごめんなさい紫苑……タコさんウィンナーも唐から揚あげも卵焼きも肉じゃがも、おかずが全部被かぶっていてごめんなさいごめんなさい……」

　食べさせられすぎで太るのではないかと危き惧ぐする悠真が苦く笑しようする。

　そんな平へい凡ぼんな日常を過ごす悠真は、弁当を腹はら一いつ杯ぱい詰つめ込んで、芝生しばふの上にごろんと横になろうとして、信じがたいものが徒党を組んで接近していることに気づいた。

「高炎寺悠真[image: ][image: ]‼」

「な……⁉」

　大挙して押し寄せるネコミミを付けた宇宙服から艶なまめかしいナマ脚あしを伸のばした存在、量産型名無しさんである。

　デジャブを感じるまでもなく、ドドドドド‼と地じ響ひびきを立てて雪崩なだれ込んできた名無しさん達は、あっと言う間に悠真を担かつぎ上げ、その勢いのままにグラウンドを突つっ切っていった。

　何が起こったのか、脳の処理が追いつかないでいた紫苑達を残して。




「ちょ……おい、お前ら、また……‼」

　はたと我に返って文句を言い出す悠真だが、時既すでに遅おそく、いつぞやと同じように旧校舎の地下倉庫に放り込まれる。

「痛っ‼」

　背中を強したたかに打って、もんどり打つ悠真。

　しばらくして痛みから回復し、入り口をぐるりと取り囲んで中を覗き込んでくる名無しさんを悠真が怒ど鳴なりつける。

「お前ら！　今度こそ、『シャッターアイランド』と『メメント』と『12モンキーズ』を順番に見ていた方が良かったと思えるような目に遭あわせてやるからな‼」

　その怒ど号ごうが地下倉庫の中で反はん響きようし終わらないうちに、今度は入り口の外、旧校舎の廊ろう下かから少女の悲鳴じみた叫さけびが聞こえてきた。

「ちょっと、待って下さい、名無しさん⁉　何で⁉　何で私が連れ去られて来ないといけないんですか⁉　一体、何の目的で、私が⁉」

　その声の主、地下倉庫の入り口から見えた薄うすい髪かみ色に眼鏡めがねの少女は、悠真にこの上なく見覚えがある。

「愛依⁉」

　恋心の妹、嘗かつて名無しさん達のリーダーとして彼らを統とう率そつしていた、五十嵐いがらし愛依その人だ。

「え⁉　悠真さん⁉　一体、これは……⁉」

　愛依は名無しさん達に持ち上げられたかと思うと、とりゃー！と投げ込まれる。

「きゃあああああああああああああああああああああああああああああああ⁉」

「むぎゅうぅぅぅっ⁉」

　放り込まれた愛依のお尻しりに顔面を押し潰つぶされ、床ゆかとのサンドイッチになった悠真は、その衝しよう撃げきで前回と同じように意識を手放すのだった……。





つづく









　あとがき







　東京こうていわ、竹たけ井い10とう日かです。

　前回、脱だつ出しゆつしたければこんにちわ、は流石さすがに無理があったのか、誰だれも使わないので、いつもの挨あい拶さつに変えましたと言いましたが、あとがきから読む人は、あれ、これ、東京皇こう帝ていだっけ？脱出恋だっけ？と混乱する恐おそれがある為ため、やはり、東京こうていわで統一してどんどん混乱させていきたいと思います。

　何で折角読んで下さる人々に嫌いやがらせをしたがるのか。




　密室学園ロワイヤル『ここから脱出でたければ恋しあえっ』３巻をお贈おくりします。

　この巻は、この脱出劇の核かく心しん部分の始まりとなるエピソードをメインに構成しております。

　真面まじ目めな話から入ったので、疲つかれましたね。

　２行でか！　どんだけ、真面目な話慣れしてないんだよ‼

　自分の不ふ甲が斐いなさにそれなりに驚おどろいたふりをしたので、疲れましたね。

　何かこう、矢や鱈たらと疲れやすいのは別の理由なんじゃないかという気がしてきました。

　温泉かなんかに浸つかって、疲れを取りたいところです。

　温泉かなんかの、なんか、って何でしょうね？

　水族館ですかね。

　水族館に浸かる気か。ペンギン気き取どりか。

　ペンギンといえばですね。僕はペンギンに触さわったことがあるんですが、あいつら、表面すげーざらざらしてて、しかも、相当生なま臭ぐさいんですよ。魚ばっか食ってるからだろうと思うんですが。

　こう、可愛かわいいイメージばかりが先行していますが、奴やつらも生物です。そういう野生染じみた一面があることを皆みなさんにも分かっていて欲しいし、それが普ふ通つうのことなのだと理解して欲しいのです。

　何でペンギンのネガキャンした挙げ句、ペンギンのフォローをしているんでしたっけ……？

　そういえば、椛はなさんはいつだったか作中でペンギンに喩たとえられていたような気がしますが、まあ、そういうことです。

　何がそういうことなのかさっぱり分からねえ。

　あと、僕の中で割とうろ覚えなので、喩えられていなかった可能性も、幾いくらか残っています。

　架か空くうの話だった場合、ああ、椛さんはペンギンなんだーと、このあとがきによって、そう思って下さればいいと思いました。

　でも、本編でそういう話題がないと、何故なぜ、椛さん＝ペンギンなのかは分からない訳で、そういう発想にここで至ったということは、やはり、ペンギン話が本編で出たんだと思います。

　いやもう、そんな気になるんなら、１・２巻を読み返して、あとがきを書けよ‼




　読み返した。

　１巻で話題にしてました。

　良かった。僕の記き憶おくが適当でないことがコレで証明された訳です。

　僕はこう、基本的に、伏ふく線せん関連でない部分は書き終えるとかなりうろ覚え状態になる為、『あれ？　こんなん書いたっけ？』状態に陥おちいることが、しばしばあります。ばしばしあります。ばしばしある方がいっぱいあるような気がしますね。

　まあ、特に、このあとがきというものなんかは、それはもう超ちよう適当に書いている為、後で読んでしょっちゅう、なんていい加減なことを書いてるんだと、衝しよう撃げきを受けます。




　そんなこんなで、いよいよ、この物語も佳か境きように入ったでしょうか。

　物語に関かかわる様々な謎なぞが見みえ隠かくれしてきたので、多分佳境に入ってるんだと思うんですが、特にそういう感じがしないという気もしています。

　これも全すべて、閉じ込められている少年少女達の緊きん張ちよう感かんのなさに基き因いんする人徳でありましょう。

　つまりどういうことかというと、佳境に入ってます。

　この物語は、元々５巻前後ぐらいのお話を想定して始めた訳ですが、大体、想定した感じの落着点目指して進んで参りました。

　そして、遂ついに謎の本質に迫せまりつつある……？ということで、なんと、次巻が最終巻となります！




『らき☆すた』とかは、単巻読み切り状態なので別として、竹井10日作品のライトノベルとしては、初の完結した作品となります。

　その分、非常に感かん慨がい深いと申しますか……。

　いや、これはちょっと気が早いですね。ちゃんと完結してからのあとがきで、改めて、そのお話をすることにしましょう。




　今回はお子様な美み羽う達も本格登場ということで、チビい美羽のイラストが可愛い、かれいさん、ありがとうございます！　今回、表紙も可愛いですが、口絵１ページ目がまた可愛いです。グッジョブ‼

　そして、１巻からずっと表紙デザインをして下さっているＤ式Graphicsの沼さんと、一いつ緒しよに今回特に表紙周りを試行錯さく誤ごして下さった担当編集Ｉさん、脱出恋は毎巻、趣しゆ向こうを凝こらした表紙になっているのですが、３巻はかなり可愛くてお気に入りです。ありがとうございました！

　沼さんは僕も大好き、「ストライクウィッチーズ」のデザインなども手がけておられて、毎回、密ひそかにどんな表紙のデザインで攻せめてくるのか、楽しみにさせていただいています。

　並べてみると、バリエーション豊かで、凄すごいエンターテインメントっぽさ溢れる感じです。皆さんは、どの表紙がお気に入りですか？

　そうですか。僕もです。

　さて、次は恐らく、脱出恋４巻、最終巻でお会いすることになるでしょう。

　東京皇帝はその次、という予定ではあります。

　その日が来るまで、皆さん、お元気で‼

　……というラストの言葉は前回と同じなので、ちょっと奇きをてらいますか？　いいですか、これで？　そうですか、いいですか。

　では、その日が来るまで、皆さん、お元気で‼

　２回言うな。
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